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序 文
平成12年に始まりました、 八代市内における九州新幹線新八代・西鹿

児島間建設工事の発掘調査が平成15年度をもって終了しました。

新幹線ルート内には「八代市指定史跡 古麓城跡jを始め、 中世八代

の風景を色濃く残す古麓城下の「宮地地区」やその他、 多くの文化財が

知られています。

今回発掘調査を実施した遺跡のなかには、 八代市在住の歴史家だった

故江上敏勝氏により発見された遺跡も多く含まれています。 早くから、

沖積地である八代平野に注目されており、 それを裏付けるように本事業

の工事に伴い新八代駅周辺からは弥生時代前期から古墳時代初頭にかけ

ての遺跡が多数発見されています。

本報告書は、 新八代駅の南側に位置する中片町で新幹線本線に隣接す

る側道敷設工事に先立ち、 調査を実施した遺跡の報告です。

遺跡からは、 近世の墓地をはじめ中世・古代・古墳時代と多様な遺構

が検出されました。 また、 縄文時代晩期の刻目突帯文土器が出土してお

り八代平野への人々の進出が縄文時代まで遡ることが判明しました。

最後に、 本報告書を基礎資料として、 今後の八代地域での研究が大き

く飛躍することを願うとともに、 文化財保護が前進することを期待いた

します。

平成17年3月31日

熊本県教育長 柿塚純男



例 言
1 本報告書は熊本 県教育 委員会 が 2002年(平成 14年) 12月 2日 から 2003年 (平 成 15年) 3月 28日 にかけ て、

八代市 中 片町字小路にお いて実 施した発掘調査の 成果 を報告 するもの である。

2 本 遺跡名 は当初 「中 片町遺跡」 として、 日 本鉄道建設公 団 九州新幹線建設 局(現:独立行政法人 鉄

道建設 ・ 運 輸 施設 整備支援機構 鉄道建設本 部 九州新幹線建設 局 以下 、 「鉄道支援機構」 と言 う 。)と埋

蔵 文化財の保存 ・調査に関 する協議を実 施していたが、 平 成 1 3年 から平 成 14年 にかけ て八代地域にお け る

県 文化 課の 試掘 ・確認調査が終了したの を受 け 、 八代市教育 委員会と県 文化 課の 協議の結果 、 平 成 14年 6

月 25 日 付 け教 文第 814号 で遺跡地図ヘ追加登録(遺跡範囲 ・名 称変更)を経 て「 中 片小路遺跡J に変 更さ

れた。

3 こ の調査は「 九州新幹線建設工事」 に伴 う もの として、 鉄道支援機構の 依頼 を 受 け て熊本県が実 施した。

4 発掘調査は長奇 部善 一・高田英樹 を担当者 として、 松尾 茂・村中 智絵の 協力を得て遂行 した。

5 写真 撮影は遺構 を長奇 部・松尾 ・村 中 が撮影し、 遺物は長奇 部が担当 した。また、 モノ ク 口写真の 焼付

け は、 独立行政法 人 文化財 研究所 奈 良文化財研究所 平城宮跡発掘調査部写真資料調査室 にて牛嶋 茂専

門職 員 、 杉本和樹氏 ・鎌倉 綾氏の 指導・協力を受 け長奇 部・洲崎明 子 が行 っ た。近世墓につ いては一部

に杉本氏 が焼付 け を行 っ たもの も含ま れる。

6 遺物の 実測 は主に稲葉貴子 ・唐木 ひ とみが行い、 一部を宇 田 員 将・上高原聡・村中 智絵が行 い、 製図 を

横田 愛・森 愛蒙・戸 由紀美子 (県 文化財資料 室)が行 っ た。

7 本書中 、 近世 遺物の なかで取上 げている 「八代窯系間器」 につ いて、 愛知県教育 委員会文化財保護室の

赤羽 一郎氏 にご教示 頂いた。

8 本書で使用 した土壊色名 は、 農林水産省 農林水産技術会議事 務局監修の 「新版 標準土色帖 J に準 じ てい

る。

9 遺構図の座 標値は、 平 面直角座 標系IV 系によ る。 2002年 4月 1日 からの 改正測 量法の 施行に伴い、 日 本

測地 系から世界測地系ヘ移行 するこ ととなっ たが、 八代地域での発掘調査は日 本測地系によっ ているの で

本書の平面座 標も日 本測地系によ り表示 している。また、 標高は、 東京湾平 均海 面を基 準とする海抜高で

あらわ す。(日 本水準原点 :H = 24. 4140m) 

1 0  本書で使用 した地図 は、 八代市 都市 計画 課の承認 を得て使用 している。

11 本書中 での人名 は、 すべ て敬称を省 略させ ていただ いた。

1 2  本書中 で表記 している遺物の 器種 を表 わ す用 語として「椀J r杯J につ いては、 木偏で統ー している。

1 3  報告書の編集は、 文化財資料 室長 野 田 拓治の 指導の もとに、 長奇 部がお こ なっ た。

本調査に伴 う 業務委託一覧

【現地調査]

• 4級基 準点測 量及びメ ッ シュ 杭設置業務 有限会 社 和樹 コ ン サル タ ン 卜

・遺構実測業務 株式会 社埋蔵文化財サポー ト シ ス テム 熊本支庖

【報告書作 成】

・ デジ タ ル ト レ ー ス 業務 株式会 社埋蔵文化財 サポー ト シ ス テム 熊本支庖
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第 1:章 調査の契機 と 経過

第l章 調査の契機と経過

第1節 調査に至るまでの経緯

日 本鉄道建設公 団 九州新幹線建設 局 (現:独立行政法人 鉄道建設 ・ 運 輸施設 整備支援機構 鉄道建設本 部

九州新幹線建設局以下 、 「鉄道支援機構J ) は、 昭和 48年 11月 13 日 に整備 計画の 決定 さ れた新八代 ・西 鹿児島間

建設事 業を計画 し、 事 業予定地内の埋蔵文化財の有無につ いて 文化 課に照会 した。

そ れを受 け て 文化 課は、 事 業予定地内の分 布調査 を実施 し 、 中片小路 遺跡 を含 む 12 遺跡 を確認 した。 こ れら

の 遺跡 は新幹線建設工事 に伴 い、 事前に路線変更・現地保存 に つ いて 協議を実施 した結果 、 路線変更が不可能

であると判断 さ れたため 、 工事に先立 ち 記 録保存 を目 的 とし発掘調査 を実施 した。そ の 後 、 日 本鉄道建設 公 団

九州新 幹線建設局、 文化 課で遺跡の取 り 扱いにつ いて 協議を行 い、 平成 8年度 か ら 用 地取得等の条件が整っ た

箇所 か ら 事前調査 (踏査 ・試掘 ・確認調査) を断続的に実施 した。

調査は、 日 本鉄道建設公 団 九州新幹線建設局か ら 熊本 県教育委員会 (文化 課) へ の 受託事 業として 実施 し、

平成 12年 4月 よ り 八代地域にお け る発掘調査 を開始 し た。

中 片小路 遺跡の確認調査 は、 平成 11年度に実施 し て いたが、 そ の後 、 本線 部分 の 発掘調査 を平成 12年度に、

当調査区の隣接部 (西側) にあたる本線部 で実施 し た。そ の結果 を踏 ま え て 、 今 回 、 本調査 を平成 14年 12 月 4

日 か ら 平成 15年 3 月 12 日 ま で取 り 付 け道路部 ( 個u道) 付設工事に先立 ち 発掘調査 を実施 した。

2002年 (平成 14年度) 発掘調査

調査責任者 成 瀬烈 大 (文化 課長)

調査事 務局 小 田 信也 ( 課長補佐)

中村幸安 ( 主幹 兼総 務係長)

第2節 調査組織

200 4年 (平成 16年度) 整理報告書作成

報告書責任者 島津義昭 (文化 課長)

報告書事 務局 吉 田 悪 ( 課長補佐)

嫡杭正 義 (主幹 兼総 務係長)

天 野 寿久 (主任主事) 天野 寿久 ( 主任主事)

調査総括 島津義昭 ( 課長補佐) 小 谷仁志 (主事)

調査企画 高木正文 ( 主幹兼文化財調査第 1係長) 整理総括・指導 野 田 拓治 ( 主幹 兼文化財資料 室長)

調査 担当 者 長谷部善 一 ( 主任学芸員 )

高田英樹 (主任主事)

松尾 茂 (調査 員 )

村 中 智絵 (調査員)

調査 協力者 ( 敬称略 順不 同)

吉永 明 、 西山由美子 ( 八代市教育委員 会)

出田 久 斉、 宮部武典、 米村 大 、 上 高原 聡

報告書担当 長奇部善 一

横田 愛、 森 愛華

整理協力者 高田 英樹 ( 現:県立鹿本農業高等学校)

青木勝士 ( 県私学文書 課)

池 田 朋生 ( 県立装飾古墳館)

字国員 将、 上 高原 聡、 村 中 智絵、 松尾 茂、

洲崎明子 、 戸 由紀美子 、 稲葉貴子 、 唐木 ひ とみ 、

山 崎 秀子 、 田 口 綾子 、 北原美奈子

第3節 確認調査と本調査の経過について
1 確認調査の概要と遺跡名 につ いて

本調査 を 実施 した八代市 中片町字 小路地区 は 、 今回の事業に あた っ て県文化課が 試掘調査 を 実施 し確認 し

た遺跡 の ひ とつ である。試掘調査は平成 11年 7 月 16 日 に県文化 課にて 実施 し、 8世紀後半 か ら 9世紀前半の

須恵 器・土師 器、 14世紀 か ら 15世紀にか け て の 中世須恵 器・土師 器・陶 器、 18世紀頃の陶 器・磁 器等の 出土

があり 、 各時代にお いて柱 穴や溝等の 遺構 を検 出 し て いる。

- 1 -



第 l 章 調査の契機 と経過

そ の結果 を踏 ま え て 遺跡 の 時期 は、 古代 ・中世 ・近世 とし、 遺跡名 を r ( 仮) 中 片 町 遺跡J として 周知 の

埋蔵文化財包蔵地 として 認知 した。そ の 後 、 平成 14年 6 月 25 日 (教文 第 814号) で八代市内の新幹線事 業に

伴 い確認 さ れた遺跡名 称の 整理を行い、 “中片小路 遺跡 "と改 称し現在に至 っ て いる。

2 本調査の経過

今 回本調査を実施した場所は、平成 12年度・平成 13年度に発掘調査を実施して いる新幹線本線 部の 隣接地にあ

たり 、 そ の 時確認さ れた遺構の広がり が予 想 さ れた。そ の ため 当 時の調査 担当 者の 助言を受 け 、 図 面等によ り 遺構を

確認し本調査に臨 ん だ 。発掘調査の総面積はl ，200rrlで、 調査を要 する時代 ( 遺構 面) は近世・中 世・古墳時代の 3

時期であっ た。本調査は2002年 (平成 14年) 12 月 7 日 より始まり 、 2003年 (平成 15年) 3 月 2 8日 に終了した。

以下 、 その経過を調査区・月 毎に記 す。

3 区

【 12月 】 表 土剥 ぎ後 、 調査 を開始 する。明確 な撹乱 を除去後 、 近世以降の溝 ・土坑 を中 心 に検 出・掘 り 下 げ作

業を行 う 。ま た、 調査区内に南 一北方向 の ト レ ン チ を設定 して 土層を確認 しつ つ 遺構 面を把握 し、 調査方 針を

検討 しな がら 調査 を進 め る。

【 1月 1 4.5 .6グ リ ッ ドを中 心に 顕著に見 ら れるIV 1 - a 層の掘り下げを行 う 。IV 1 - a 層除 去後 、 IV 1層面で井戸状 遺

構等 、 中 世の 遺構を検 出。南ー北卜 レ ン チ か ら 一貫した土層状況が見 受 け ら れな か っ たため 、 さ らに東西にグ リ ッ ド‘毎のト

レ ン チを設定した。中 世 遺構完掘後 、 IV 1層を掘り下げる。中世面調査終了後 、 高所作業車による全景写真 撮影を実施。

【 2 月 】 IV  1層掘 り 下 げ終了。 IV 2 層面での 遺構 は確認 出来 な か っ た。そ の後 、 各ト レ ン チ の 土層断 面実測 を

行 い、 調査 を終了する。 (松尾)

4 区

【 12 月 】 12 月 5 日 より重機によ る表土剥 ぎ作業を始める。近世墓付近は上 部か ら の撹乱が多数入 っ て お り 遺構 面の確

認が困難であっ たため 、 一部に深掘をして 土層確認をした後 、表土剥 ぎを終了した。その際 、 深掘した埋 土中 友 び 土層の

断 面か ら 、 近世墓が 3 基明際に確認さ れ、 近世墓が良好な状態で残っていることが予想 さ れた。

表 土剥 ぎの後 、 国 土座標 ( 日 本測地系) によ る基準杭を設置 し発掘調査 を開始 した。

【 1月 1 1月 8日 よ り 本年の調査 を開始 する。近世墓 が所在 する場所 は、 本調査区の な か で一番 の 高所 にあた

り 、 地 形の 復 元の ため 等 高線測 量を実施 しな がら 調査 を進め る。近世墓 か ら は木棺 土坑墓 ・聾棺墓が出土し、

内部からは人骨のほ か副葬品である、 数珠・古銭 ・櫛 ( プ ラ ス チ ッ ク 製) ・入歯等 、 多数 出土。近世の 旧河川 からは

五輪塔 、 多数の陶 器・磁 器が出土した。ほ かに、 近現代の畑区画の溝や土坑など約30基を検 出し調査を実施する。

【 2 月 】 引 き続き、 近世墓の調査を実施 する。月 の 中 頃には近世墓の調査も終 わ り 、 引 き続き中 世 の 遺構調査を実施

する。3 区を調査して いた調査員 ( 高田・松尾) が合流し残さ れて いた調査区南側 (近世の 旧 河 川 ) の調査を進め る。2

月 1 9-26 日 まで長 谷部は(独) 奈 良文化財研究所 専 門調査 課程『中世陶磁 器研修』受講の ため奈良へ 出張 する。

2 月 2 8日 には近世・中世までの調査が終了したため 、 高所作業車による近 、 中世 面完掘状況の写真 撮影を行 う 。撮影後 、

B -8 Gri dで調査区東西に下層の 遺構確認のためのトレ ンチを入 れ、 古墳時代の 遺物を伴う溝を検 出する。

【 3 月 】 調査区際に残っ て いた近世墓 と中世の 遺構調査 を行 いな がら 、 南北 に走る古墳時代の溝状 遺構の検 出

作 業を 行 う 。 3 月 12 日 には近世墓の墓石 撮影と高所 作業車によ る古墳時代 遺構完掘 撮影を 行 う 。 (村中 )

第4節 報告書作成業務の経緯
中 片小路 遺跡 の 調 査報告書作 成 に伴 う 作 業は、 平成 14年度 の 八 代地 区 にお け る 「宮地小畑 ・観行寺 遺跡J

(側道部) の発掘調査中 か ら 八代 に お いて 遺物の水洗、 注記 、 接合等の 1次整理を行 い、 平行 して 遺物実測図

等の作成 にあたっ た。そ の後 、 八代地区 にお け る発掘調査が終了した平成 14年 12 月 か ら 文化財資料 室 にて製図

作 業、 文章作成等 、 報告書作成に係 わ る整理作業を実施 した。
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第|章 調査の契機と経過

第5節 九州新幹線(新八代・西鹿児島問建設工事に伴う埋蔵文化財調査の概要)

九州新幹線鹿児島ルートの発掘調査は、 平成 9 年1 2月 8 日に水俣市「長野遺跡Jから始まり、 平成1 5年10

月 29 日に八代市宮地町「宮地小畑遺跡(側道) Jで終了した。

九州新幹線建設に伴う発掘調査は、 一覧表のとおりである。

Na 遺跡名 所在地 調査期間 調査員 附 主な遺構 ・ 遺物

2 

長野遺跡 (本線) 水俣市長野町 H9. 1 2. 8� 村崎孝宏・中川裕二
調査面積l，500m' H 1 0. 3. 31 

古麓城跡 八代市古麓町 H1 2. 1 2. 5� 出回久斉・米村 大

(本線)
調査函積3，800ぱ (H1 2年度)
調査函積2，200m (H1 3年度)

H 1 3. 5. 31 
H13.  1 0. 9� 古城史雄・水野哲郎

H14.  4. 30 青柳博晃・松尾 茂
宮崎 拓

3 古麓能寺遺跡 八代市古幾町 H13. 4. 28� 青木勝士・松尾 茂
(本線及び変電所) 字能寺 H1 4. 3. 20 
調査面積4可528m

縄文・弥生
中世

中世

古代・中世
近世

掘立柱建物 2棟
縄ムι後期~晩期土器、 石器
模形石器、 石核、 剥片類
龍泉窯系青磁椀
五輪塔君平

須恵・土師、 瓦器
龍泉窯系青磁椀

竪穴住居跡 、 貝塚、 石組井戸
掘立柱建物跡、 柵列、 墓域
須恵・土師、 龍泉窯系青磁
景徳鎮系染付・福建系陶器
朝鮮王朝系白磁
常滑系陶器

4 古麓城下遺跡 八代市古麓町 H1 4. 1 .  8� 青木勝士・米村 大 古代・中世 溝、 土坑、 柵列
(本線) 字砥崎 H14. 4. 20 松尾 茂・本多麻紀 須恵・土師・龍泉窯系青綴

調査面積505m 景徳鎮系染付・瓦質土器等
5 宮 地 観 行 寺 遺 跡 八代市宮地町 H1 3. 1 0. 9� 山城敏明・池田朋生 古代・中世 配石遺構、 j昔、 竪穴住居祉

(本線) 字観行寺 H 1 4. 5. 1 4 字国員将・豊原加奈子 近世 掘立柱建物社、 土坑等
調査面積1 802.7m 角田賢二・漬回数錆 須恵・土師器・龍泉窯系青磁等
(側道) 八代市宮地町 H1 5. 5. 6� 高田英樹・字国員将 古代・中世 製鉄関係遺構 (炭窯、 溝)
調査函積352.4m 字観行寺 H1 5. 9. 30 敷石湾、 土坑等

6 宮地小畑遺跡
(本線)
調査面積1 072.1 m 

八代市宮地町 H14. 2. 1 �  
字小畑 H 1 4. 6. 3 

坂田和弘・水野哲郎
長谷部善一・宮部武典
坂口圭太郎・米村 大
和田敏郎・字国員将
上高原聡・洲崎明子
西山由美子・内田成香
村中智絵・本多麻紀

古墳・古代
中世・近世
近代

須恵・土師器
鉄淳、 鍛造剥片等
掘立柱建物、 i昔 、 土坑、 柱穴等
埋没河川 、 貝塚 (中世)

須恵・土師器、 龍泉窯系青磁
同安窯系青磁、 緑粕陶器、 木器
人骨・獣骨・貝等

(側道) 八代市宮地町 H1 5. 4. 1 �  長谷部善 ・和田敏郎 古代・中世 掘立柱建物、 溝、 土坑、 柱穴等
調査面積1 530.4m 字小畑 H 1 5. 1 0. 1 2 三宅一生 近世 埋没河川|

7 宮地;也尻遺跡 八代市宮地町
(本線)

8 キリシタン寺院跡 八代市宮地町
(本線)

9 宮地年神遺跡 八代市宮地町
(本線)

八代市教委

八代市教委

八代市教委

須恵・土師器、 龍泉窯系青磁
緑紬陶器等

1 0 中片小路遺跡 八代市中片町 H12. 8. 2� 出回久斉・米村 大 古I貫・中世 近世掘立柱建物跡、 近世墓
1 区・ 2 区 字小路 H 1 4. 3. 31 近世 旧河川等、 中世潜・土坑
(本線 H13. 1 0. 1 �  坂口圭太郎・森 貴史 中世・近世 掘立柱建物、 井戸、 溝等
調査面積3司700m H14. 2. 28 
3 区 . 4 区 八代市中片町 H1 4. 1 2. 4� 長谷部善一・高田英樹 縄文・古漬 縄文の遺備は未確認
(側道) 字小路 H 1 4. 3. 1 2 松尾 茂・村中智絵 中世・近世 古I貫初頭 (溝)
調査面積1 ‘200m 中世 (土坑・流路)

1 1  西片稲村遺跡 八代市西片町 H1 3. 4. 1 5� 坂口圭太郎・森 貴史
(本線) 字稲村 H13. 9. 28 
調査面積2，800m

12 西片百回遺跡 八代市西片町 H1 2. 8. 7� 長谷部善一・緒方智子
(駅舎及び本線) 字百回 H 1 4目 4. 3 上高原聡・洲崎明子
調査面積6司282m 松本博幸・荒木隆宏

13 上日置女夫木遺跡 八代市上回置 H1 3. 1 1 . 1 �  中村幸弘・高谷和生
(駅舎) 町字女夫木 H 14. 3 .  31 後藤貴美子・古関 敬
調査面積3，OOOm 和田敏郎・j寅田教靖

14 島田遺跡 (本線) 八代市島田町 H13. 8. 6� 野田英治・西山由美子
調査菌積1 530. 4m 同14. 3. 29 荒木隆宏

弥生・古代
中世

近世 (墓、 流路)
井戸、 住居祉、 掘立柱建物等

須恵・土師等

弥生後期 竪穴住居跡、 湾、 土坑
古墳初頭

弥生中期 (重狐文土器)
古I貫時代初頭土師器

弥生前期 方形周溝墓・円形周溝墓
弥生後期 住居祉
弥生土器、 土師器等

弥生前期 住居祉、 土器溜、 溝
弥生後期 弥生土器、 石器等

Tab. 1 新八代~西鹿児島問建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査一覧

- 3  



第1:章 調査の契機と経過

島 自)11

原
i湾

Fig. 2 中片小路遺跡位置図



第 1:章 調査の契機 と経過

Fig .3  周辺地形図
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Fig. 4 中片小路遺跡間辺地形図
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ベマ
Fig. 5 中片小路遺跡周辺遺跡分布図
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Tab. 2 周辺遺跡地名表
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第H章 遺跡の概要

1 遺跡の地理的環境

中 片小路 遺跡 は、 熊本 県八代市 中 片町字小路に所在

し 、 地理的 には八代平野南 部に位置 し て いる。

八代平野 は、 不知火海東岸に発達し た 沖積平野 であ

り 、 九州 山地 か ら 流 れ出す球磨川 、 水無川 、 氷川 や 砂

川 によ っ て 形成 さ れた複合三角 州 とそ の先に発達し た

干潟 を人 工 的 に埋 め 立 て た 干拓地 によ っ て構成さ れて

いる。

八代市北 部地域 では、 平 野 部分 の 西 端 か ら ほ ぼ 3

km 付近 ま でが自 然 に陸化 し た地域 であるが、 球磨川

の 河 口 付近はそ の堆 砂量が大 きいため 、 約 4. 5km 先 ま

で陸化 し て お り 八代市街地酉端 ま で広 がっ て いる。

平野 東側には 益 城町小池から芦北町海浦沖に延びる日

奈久断層が存在しており 、 九州 山地西端に直線的な断層 崖

を形成し 三角 末端面をみることができる。この断層 崖には 幾筋

もの杏が形成さ れ、 崖錐や小規 模 な扇状地が発達している。

また、 大 分 県臼杵 から 竜峯山の東側を通り八代市宮地町

にかけて 、 中央構造線の延長 部として 内帯と外帯をわける臼

杵一八代構造線がある。この構造線の北側には内帯である

白E系の推積岩類や古生界の変成岩類からなる肥後帯 、

南側には外帯である中 生 界の黒 瀬 川 構 造 帯 や 三宝 山 帯

等の推積岩類がある。水無川の流路はこの構造線に伴う破

砕帯の影響を受ける一方 、 球磨111は外帯の複 雑 な構造帯

の地域を、 深く奇を削り込みながら八代海に注 いでし 唱。

今回調査 し た中 片小路 遺跡 は、 九州 山地西端 か ら 西

に約 1 km 、 水無川 友 び球磨川 の北方O. 9- 1. 1km で、

幾度 とな く 発生 し た土石流 や洪水によ る堆積 物によ り

自 然 に形成 さ れた 標高約 5 m の陸地 にある。こ の 地

の 人 々 は、 こ れら の 自 然現 象と密着 し て生活 し 、 綿々

と生活の場 を形成 し て いっ たと思 わ れる。 ( 高田 )

2 遺跡の歴史的環境

八代市内では、 現在 ま で旧石 器・縄文時代の 遺跡 は

確認 さ れて いな い。 し か し 、 縄文時代の 遺物 は 後期 か

ら 晩期の土 器が八代市史等 に多 く 報告 さ れて いる。弥

生時代以降の 遺跡 は市教委によ る発掘 調査 も行 わ れて

お り 、 少 し ず つ ではあるが 弥生時代の 八代の姿が 浮 か

び上がっ て きて いる。ま た、 中世以降は、 古文書等の

文 献資料 が多 く 残 さ れて お り 八代市の歴史を窺 う こ と
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ができる。

以下 、 時代ごとにそ の概要 を記 す。

【縄文時代】

八代平野 では、 現在 ま で縄文時代の 遺跡の確認例は

少 な い。 し か し 、 遺跡 が立地 する球磨川 右岸では、 鐘

楼堂 遺跡 (井上町) か ら 夜臼式土 器が、 川 田小筑遺跡

( JII田 町西) か ら は縄文晩期 の土 器が出土 し て いる。

ま た、 球磨 川 左岸には五反 田 貝 塚 (敷川 内町) 、 田

川 内貝塚 ( 日奈久新 田 町) か ら は縄文中期~後期の土

器が出土 し て いる。 沖積地 が発達し て いるこ の地域

にお いて 豊 富な 食料 とな る魚介類 を 求め 、 海 ( 干潟)

へ の進出は当然の事 な がら あっ たもの と思 わ れる。確

認 さ れて いる遺跡 か ら も読み取 れるが小規 模 な 貝塚 が

点在 し て いたよ う である。熊 本 県上 益 城郡城南町の浜

戸川 流域に見ら れるよ う な 黒 橋貝塚 、 岡高貝塚 、 御 領 貝塚

等の大規 模 か つ長 期 間 営 ま れたよ う な生活痕跡は見 ら れ

ず 、 比較的小規 模 な集落が多 く 点在し て いたものと思 わ れ

る。

【 弥生時代]

こ の 時期の 遺跡 は球磨川 を中心に、 九州 山 地 の 山 麓

か ら 沖積平野の 一部ま で多 く の 遺跡 が確認 さ れて いる。

山麓部か ら 形成 さ れ低 く 延 び る正陵先端に位置 する島

田 遺跡 (島田 町) か ら は、 前 期 の 土 器が出土 し 、 同一正陵

に位置 する西片盲目遺跡 (西片町) か らは多く の後期の竪

穴式住 居跡が確 認 さ れ重弧文土 器(免田 式) が多 く 出土

し て いる。ま た、 西片園田 遺跡 (西 片 町) か ら は埋没河川 内

より西片百田 遺跡と同時期の土 器が出土 し て いる。

ま た、 沖 片 遺跡 (西片町) と長 田 遺跡 (長田町) か

ら も後期 の 土 器が、 東 川 田 遺跡 ( JI!田 町東) 、 川 田 京

坪遺跡 仰田町西) 、 鐘楼堂 遺跡 、 竹原 遺跡 (竹原町)

か ら は中期 か ら 後期 にか け て の土 器が出土 し て いる。

以上のことから 、 縄 文 後 期 から 始 ま っ た 沖積平野 へ の 進

出が、 途切 れることな く弥生 時代にな っ ても続 いて いたこと

が窺える。遺跡数の急激な増加は、 人 々 が安 心 し て住める

条件の 整っ た 自然陸地化の進む沖積平野 上に 広 がり 、 農

耕に適した肥沃 な土地への変化があったと思わ れる。

【古墳時代】

古 績時代にな ると八 代平野 には山麓裾部か ら 平野部

にか け て 多 く の古墳 群 が築造 さ れて いる。

主 に古壊が立 地 する中 片町周辺 には、 県指定史跡
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「八 代大塚古墳J (前方後 円 墳) 、 茶 臼塚古墳 、 高取上

の 山古墳 ( いず れも上片町) があり 、 古墳時代後期 の

古墳 群 の変遷が窺 え る。 ま た、 そ の 周辺には 乙丸古墳

群 や大塚古 績群 、 東片町古 漬群 な ど 円 墳を主体とし、横 穴

式石 室を有 する小規 模 な古墳が数多く 残さ れて L 唱。八代

平野ではこの時期特 筆すべきものとして 、 球磨川左岸地域

に箱式石棺 や横 穴式石 室 の 壁 画 に円 文 や鋸歯文を刻み

込んだ初期の装飾古 境が見ら れる。

[奈良時代~平安時代】

八 代郡 は奈 良時 代 の 「和 名 類緊抄 J では 「 夜豆志

8 J と表記 さ れ、 「木 行 ・ 高田 ・小 河 ・肥 伊・豊 福J

の 五郷 を載 せ る。こ の う ち 「 高田 」 は奈 良木町一帯 と

考 え ら れ、 駅 路 の 「 朽網」 は 二見 本町、 「片野j は上

片町に比 定 さ れ、 上片町の 北 隣 の 川 田 京坪遺跡 ( Jl I 田 町

西) ではr Jl I 大Jと 箆 書きさ れた土師 器が出土して いる。

興善寺 廃寺 (興善寺町) 、 五 反 田 遺跡 、 宮地観行寺

とあるの で、 13世紀中盤頃 ま でに八代海に面した八 千

把 村 (八 千把町) 周 辺 ま でが八代庄 の 荘 域として 開発

が進み 、 開 田 が行 わ れて いたこ とがう か がわ れる。

ま た、正和 3 ( 13 14) 年 4月 日 付 の 八 代庄伊賀 左 衛門

入道代光 蓮申状 ( 舛 田 文書) では「八 代庄三 ヶ 所村弥松J

が見 え 、 北条得宗家人 の 伊賀 左 衛門 入道 が八 代圧 の 管

理者であることか ら 、 八 代庄 が他 の 肥後 固 の郡名 荘園 と

同様に北条得宗領 の 中 に組み込ま れて いたと推定さ れる。

こ の 時期 に当 たる同安窯系並びに龍泉窯系青磁 が、

悟真 寺 ( 妙見町) 、 辻遺 跡 (西 片町) 、 西 片 稲 村 遺跡

(西片町) 、 中 片小路 遺跡 ( 中 片町) 、 鐘楼堂 遺跡 (井

上町) か ら 出土して お り 、 こ れら の 遺跡 が八代庄 の 一

角 をな す 荘 村 であっ たこ とが推定 さ れる。

【南北朝期 ・ 室町時代 ・戦国期 ・豊臣期】

南北朝期には、 名 和 義高は後 醍醐天皇か ら 八代圧 地頭

職 を与 え ら れ、 現地支配代官 として 内河 義真を派遣し、 南

遺跡 (宮地町) 、 古麓能寺 遺跡 (古麓町) 、 護神寺跡 、 朝方に属して 転戦して いたが、 北朝方の 争奪も激しく 、 貞

妙見上宮跡 ( 妙見町) 等 では布目 瓦が表 採さ れ、 沖片 和 3 ( 13 47) 年 9月 12 日付の少弐頼尚預 状 (相 良家文書)

遺跡 (西片町) 、 宮地池尻 遺跡 、 宮地観行寺 遺跡 (宮地町) 、 では八代庄 三 ヶ 所村郷 弥松村・同郷 大村 (大村町) ・大 田

古麓能寺 遺跡 (古麓町) では円 面 硯が出土して お り 、 御内 郷杭瀬村 (古麓町)・同郷 内福正原村 ( 福正寺町)・同郷 萩

遺跡 (古麓町) からは瑞花双鳳八 稜鏡が表 採さ れて いる。

護神寺跡 と興善寺 廃寺 か ら は塔心礎が発見 さ れて お

り 、 興善寺 廃寺 に建立 さ れて いる明言院には平安初期

の作とさ れる毘沙 門 天立 像が 伝来 して いる。

「続 日 本紀j には、 「八代郡正倉院J での 記事の他に、

宝亀 3 (772) 年 10 月 11日 条 で 「肥後 国 葦北郡人 家部

嶋吉 、 八代郡人 高分 部 福那理、 各献白 亀j が見 え る。

天養 元 ( 1444) 年頃の肥後 固訴状写 ( 高野 山 文書) に

「当 固 住 人 八 代藤三重永 、 同所従 家四郎別当舎弟J が

「久 万郡住 人 貞倫並舎弟六郎重平等J に与力して 高域

内の 雑 物人 馬 を押取 り 、 田畑所 領 を押 領 したこ とが知

ら れる。ま た、 仁安元 ( 1166) 年 には平清盛 に大功固

として 「肥後国 御代郡南郷 j が与 え ら れて いる。

【 鎌倉時代】

鎌倉時代には、 平 家 領 であっ た八代圧 は、 平 家没官

領 として 建久 3 ( 11 92) 年 11月 に一条能保 室に譲ら れ

た。文永 7 ( 1270) 年 2 月 の 預 所沙 弥某宛行状 (小早

川 文書) に 「三箇所村内八 千把 中 九郎跡名跡 云々 J と

あり 、 建治 2 ( 1276) 年 10 月 7 日 付の 兵庫助某宛行状

(小早川文書) に 「八代圧 三 ヶ 所村内八 千把 村新聞事J

原村 ( 萩原町)・同郷 吉 王丸村 ( 千丁町吉 王丸)・同郷 内京

泊等を北朝方の相 良定 頼 に「 萩原 城料所Jとして 預 け置か

れて いる。そ の 後 、 明 徳2 ( 13 91) 年 9月 日 付 の 武雄 大 宮

司跡代新 兵 衛尉軍 忠状 ( 武雄神社文書) では、 同年 7 月

2 日 に北朝方の今川了俊方が「八町撮域」 を攻撃し、 南朝

方の名和 顕興を降伏さ せ て いる。

室町期 の 八代 は名和 領 と推定 さ れるが、 名和 顕忠が

文明 16 ( 1484) 年 3 月 7 日 に相 良 為続によ っ て 「八代

三 ヶ 所城」 を 攻撃さ れ、 没落 したため 、 相 良 為続が八

代 を 領 有 した。明応 8 ( 14 99) 年 には肥後国 守護職 の

菊池能 運 の 仲介で名和 顕忠が一時的 に八代に復帰した

が、 文亀元 ( 150 1) 年 11月 15 日 に相 良長 毎の 攻略 を受

け 、 永正元 ( 150 4) 年 2 月 5 日 に名 和 顕忠は宇土 城

( 宇土市) に移り (八代 日 記) 、 相良長毎が八代に進出

し、 以降天正 9 ( 15 81) 年 12 月 1日 の相 良 義陽 の 討死

ま で八代 は 相 良氏の 支配 領 域の 中 に組 み 込 ま れるこ と

にな っ た。天正 10年 か ら は 島津勢が 駐屯し、 肥後 口攻

略拠点とな り 、 島津義久 が 島津義弘 を八代地頭職 に任

じ たが (上井覚兼日 記) 、 実 質的 な 行政は従来 の 旧 相

良氏八代老者であっ た蓑 田 信濃守が担っ て いたよ う で
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ある (相 良家文 書) 。天 正 15 ( 15 87) 年 4月 には豊臣

秀吉 が島津勢を駆逐し、 福島正則 を八代城番に任じ て

いる。ま た、 こ の 時期 に当 たる龍泉窯系青磁 や景徳鎮

系染付等が、 古麓 城跡 、 古麓能寺 遺跡 、 古麓城下 遺跡

(古麓町) 、 宮地小畑 遺跡 、 宮地池尻 遺跡 (宮地町) か

ら 出土して いる。

しか し、 天正 16年 間5 月 3 日 に小西行長が肥後南半

固 の 領 主として 豊臣秀吉 か ら 派遣さ れると、 麦島に豊

臣期 八代城 ( 麦島城) が建設 さ れ、 中世八代城 (古麓

城) とそ の 城下町は廃絶し、 麦島に機能移転 した。

【江戸時代】

慶長 5 ( 1600) 年 9月 に小西 行 長 が関ヶ原合戦によ り

除 封 さ れた後 、 肥 後 固 (球磨郡を除 く ) を加 藤 清正が治め

た。加 藤 清正は八 代地方の支配防衛拠点として 豊臣期八

代 城( 麦島城) を改修し、吉村 橘左 衛門・ 堤権右衛門 を城

番に配した。城番は野尻久左 衛門・ 蟹江与三 兵衛に交代

したが、慶長 17年 6 月 14日 に加 藤 忠広 が就封 すると加藤

右 馬允正 方 を城代 として 配 した。加 藤 忠広 は元和 8

( 1622) 年 8月 に松江に近世八代域 (八代城) を建設し、 引

き続き加藤正方を城代とし、 麦島か ら松江に支配拠点を移

転させ た。しかし、 加藤 忠広が寛永 9( 1632) 年に除封 さ れ、

肥後国は同年 10 月 4日 に細川 忠利 が治 め ることにな り 、

細川 忠興が八 代 城主にな り 、 八 代は細川 忠興 領 「八代 御

幸頁Jとな っ た。細川 忠興は同年 12 月 25 日 に八代城に入 城し

たが正保 2 ( 16 45) 年に没 すると、 細川光尚は細川 立 孝と

忠興 旧 臣を宇土に移し、 松井佐渡 守興長を八代城守衛に

配し、 以後八代は松井氏の知行とな っ た。

八代城下 を除 く 八代 は、 細川 藩 政では種山手永 と高

田 手 永 で行 政 区 分 さ れ た が、 海 岸 線 で は明暦元

( 1655) 年 に松 崎村地先の 「 山 城殿手 開J と呼 ば れる

松井氏 主体の 干拓を始 め 、 細川 氏 と松井氏によ る 干拓

が積極的に進め ら れ、 八代平野西 部は幕末 ま で 干拓地

によ っ て拡大 して いる。

交通網 も豊臣期八代城築 城に伴 い整備 が進 め ら れた

と推 定 さ れ、 中 世八代城(古麓 城)の 城下 を通過 して

いた中世薩摩街道 が方見堂 (上片町) で西進 するよ う

に改変 さ れて いる。 さ ら に近世八代城築 城に伴 い出町

で八代城下に引き込 む近世薩摩街道 が形成 さ れて いる。

さ ら に+里木 か ら 550 m西 の 地 点で 「荻原通 り J と呼

ば れる八 代城下 を 通過 せ ず に荻原渡 で球磨 Jl Iを 渡 河し、
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豊原村 ( 豊原下町) に南下 する 「新道」 に分 岐して

いる。こ の 道 は 「薩 州 之御 家 中 、 御 隣 国 之御飛脚j

(永青文庫 「町在J) が利用 する近世薩摩街道の新設バ

イ パ ス として の機能 を担っ て お り 、 島津氏 の参勤交代

にも使用 さ れて いる。

+里木 の あ る 中 片 野 川 村 ( 中 片 町) は、 慶長 12

( 1607 )年作成の 「肥後豊後検地諸帳目 録J に見 ら れ、

「元禄肥後 固絵図J では 「下片野川村 之内中 片野川村J

と記載 さ れて いる。「肥後 国 誌J でも高田 手 永 に属す

る 「大 田郷 j の う ち 「下片野川村 ノ 内J と記載 さ れて

いる。石 高は735石 で、 寛永2 1年 7 月 付 細川 忠興宛行

状 で下 片 野 川 村 の う ち 300石 を蓑 田 平七に知 行 さ せ て

いる。ま た、 宝暦年間 ( 175 1-6 4) の肥後 国 中寺 社御

家人名 附に 「直 触医師本郷 意 伯J が見 え る。

な お 、 明治 8 ( 1875) 年 に下片野川村 (西片町) と

長野村 (長野町) と合 併し片長村 とな り 、 隣接 する上

片野川村 (上片町) と北片野川村 (東片町) は合 併し

て 片野川村にな っ て いる。

1 1-

[縄文・弥生・古墳 長谷部、 それ以降は青木勝士による]
参考 熊本 県埋蔵文化財調査報告 第2 16集

「古麓能寺 遺跡 ・古麓城下 遺跡」



第H章 遺跡の概要

)f(� 

Fig. 6 中片小路遺跡周辺字図 「 太田郷町土地賓典jより

IV区 作業風景
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第 11 1 章 謂査 と そ の成果

第川章 調査とその成果

第 1節 調査の概要

今回 の調査は本線部 (平成 12 ・ 13年度) に沿 う 側道部 (東側) の調査の ため 、 本線調査の際に設定 さ れて い

た調査 l・ 1 1 区 に引 き続 き、 北 側11 (新八代駅側) の調査区 を111区 、 南側 (近世薩摩街道側) の調査 区 をIV 区 と

設定 した。調査区周辺 は新幹線建設が始 ま るま では個人住宅が建 ち 並び、 、 周囲 に水 田 が点在 する典型的 な 農村

風景が広 がる場所に位置 して いた。そ の ため 、 調査区内には近現代の撹乱 が多数検 出さ れ、 そ の 多 く が中 世以

前の 遺構 を切 るよ う に掘 り 込 ま れて いた。

3 区 は、 平成 13年度に行 わ れた調査区の隣接地にあたり 、 そ の際に検 出さ れた遺構 の広 がり が予想 さ れた。

しか し、 調査の結果 か ら 遺構の性格に一部見 解の相 違があり 、 疑問点もあっ たが‘概ね 遺跡の時期につ いて は同

様の見 解が得ら れたと思 わ れる。

調査では、 表土直下 か ら 近世 の 畑 畦が検 出できたが畦の埋土中 か ら 出土した遺物が近現代の もの と判断 さ れ

たため 今 回 の調査対象か ら は除外 した。そ の後 、 包含層として取 り 扱う 北 部層を掘 り 下 げ、遺構の検 出を行 い、

井戸 ・土坑 ・溝等 を確認 した。 こ れら 北 部層上 面で確認 さ れた遺構の調査 を行 っ たの ち 、 グ リ ッ ド 毎に 卜 レ ン

チ を設定 し下層に遺構 ・ 遺物がな いこ とを確認 して調査を終了した。

IV 区 も平成 12年度 に本線部分 ( 1 区) の調査が実施 さ れて お り 、 そ の際に近世薩摩街道に沿 う よ う に、 近世

の大型掘立柱建 物が検 出 さ れて お り 、 今回 の調査で同様の 遺構の検 出が予想 さ れたが、 近世の 遺構 は溝 、 土坑 、

墓の み であっ た。墓 は副葬品 や埋葬の 形態 か ら 近世 か ら 現代の墓と判断 さ れた。 (以下 、 近世墓)

近世墓 はそ れぞ れ木棺 土坑墓 ( 円 形・方形) 、 聾棺墓 、 土坑墓の 3 様に分類 さ れ、 木棺土坑墓 は板の組合 せ 、

木棺外 郭の作 り 等 で更に数種に分類 ができた。中世の 遺構 は|区の調査で確認 さ れて いた溝が調査区 を東西に

横切 る形で検 出 さ れ、 そ の北側 で土坑友 び柱 穴が多数検 出さ れた。 さ ら に中 世 遺構 に切 ら れ調査区西側 (本線

部) に沿 う よ う に、 南北に延 び る古 境時代初頭期 の溝を確認 し調査 を終了した。

第 2節 川区 の土層 ( Fig.7)

Fi g . 7に示 した土層は川区 の起点 (北側) か ら 終点 ( 南 側1])ま で南北に友 ぶ 土層図 である。層は一貫 した安

定 土層ではな いため 、 北 か ら 北 部層 ( 1 • 1 1  • 111 - ) 砂磯層 ( 1・ 2 ・ 3 -) 商部層 ( ①・②・③-) に大 別

できる。最 も古 く 安定 した北 部層を基本 土層と考 え 、 こ れに相対 ・類似の 点で砂磯層・南 部層に北 部層位 を付

加 した。

起点か ら 36-52m に堆積 する砂喋層を境にして 北側 (北 部層) と南側 ( 南 部層) とは異な る堆積 である。共

に砂→シ ル ト に級下層理を示 す洪水堆積 物ではあるが、 北 部層、 砂離層、 南 部層が不 整合 で接 するため 、 古 い

方か ら )11買に北 部層、 砂喋層、 南 部層とな る。砂磯層の う ち 一部の 砂層につ いて も、 北落 ち の傾斜 を示 すク ロ ス

ラ ミ ナが見 ら れるこ と、 8-6 グ リ ッ ド付近には凹状の堆積構造があるこ とな ど か ら 8-6 グ リ ッ ド を中心 に

窪地 形があり 、 水 が流 れて いた時期 もあっ たと考 え ら れる。そ れら よ り 古 い時代の 北 部層につ いて は、 南 に行

く にしたがっ て 砂質が富む 傾 向 にあり 、 以前 か ら 南側が、低 か っ たの ではな いか と考 え ら れる。 ( 高田 )

- 13-



第 川 章 調査 と そ の成果

第3節 各調査区 の設定

発掘調査にあたっ て は、 鉄道支援機構 が設置 して いる建設工事 に伴 う 1級基 準点数値を、 国 土座標系 ( 日 本

測地 系) に変換し、 調査区内各2 箇所に 4級基準点を設定 し、 メ ッ シュ杭 ( 5 m X 5 m ) を設置 した。

第 4節 川区 の調査成果

1 近世の遺構 (Fi g .8)

近世の 遺構 は主 に土坑 (8K) である。近世遺構の調査に先立 ち 表 土剥 ぎ後 の 検 出作 業で、 近現代の 畑 畦が

検 出できたが、 最 近 ま で耕作 さ れて いた田 面 ( 床土) とほ ぼ同一 レ ベ ル であっ たため 平 面図 を作成 し掘 り 下 げ

を行 っ た。

そ の 田 面 ( 床土) を掘 り 下 げ ると、 近世の遺 物を含 む 土坑 (8K00 1- 8K006) を主体 とした遺構 が検 出さ れ

た。ま た、 調査区南側 か ら は溝状遺構 (8000 1- 80002) が直交 するよ う に規則性 を持 ち 検 出 さ れて いる。そ

の他 、 現代の撹乱 と判断 さ れるもの も多 く あるが報告にはあげていな い。

土坑 8K00 1 調査区の北側に位置 する土坑である。軸 は東西に取 る。長軸0 . 99m 、 短軸0 . 90m 、 深 さ 0 .18m

で不定 形楕 円 を呈 する。埋 土は 2 層に分層でき、 1層にオ リ ー ブ褐 色砂混 じ り シ ル 卜 層 (2 .5Y 4 / 3 ) 、 2 層

に褐 色シ ル ト 混 じ り 砂 ( 10YR 4 / 6 ) が堆積 して いる。遺物は 1層に土師 器片 をわ ず か に含 む が、 小 片 で

あっ たため 器形等 は確認 できな か っ た。

土坑 8K002 遺構の半分 が本線部分 にあたっ て いる。遺構 は 1.76m XO . 97m で楕 円 形を呈 する。土坑南側 で

内部にも う 一段掘 り 込み を持 つ 。土坑 は埋土の状態が 8K00 1と同 じ であり 、 出土遺 物は無 い。

土坑 8K003 調 査 区 中 央 よ り や や 北側に位置 して いる土坑 である。主軸 は東西 にとる。長軸0 .7 1m 、 短軸

0 .50m 、 深 さ O .l l m で不定 形楕 円 を呈 する。埋土は 3 層に 分層できた。

1層は黄灰色土 (2 .5YR 4 / 1 ) で砂質が強い土である。 2 層は 時灰黄色土 (2 .5YR 4 /2 ) 、 3 層は黄灰色

土 (2 .5YR 5 / 1 ) である。下層に行 く に従 い粘性が強く な る。

土坑 8K00 4 調査区の ほ ぼ中央に位置 し、8K005 ・8K006と並び検 出した土坑 である。主軸 はほ ぼ南北 にとる。

長軸 1.5 8m 、 短軸0 .89m 、 深 さ 0 .1 9m を測 り 長方 形を呈 する。埋 土は上下 2 層に分層でき、 1層に明 黄褐 色~

黄褐 色シ ル 卜 ( 10YR 6 /  6 ) 、 2 層に褐 色シ ル 卜 混じ り 砂 ( 10YR 4/ 4) が推積 して いる。 2 層埋 土中 か ら 同

安窯系陶 器片 ( Fi g . 13 No.55) が 1点出土して いる。

土坑 8K005 8K00 4. 8K006に挟 ま れた位置 で検 出した土坑 である。主軸 はほ ぼ東西 にとる。長軸 1.12m 、

短軸0 .86m 、 深 さ 0 .3 4m で楕 円 形を呈 する。最深部はや や西側 に寄 っ て お り 東側 に 1段 ス テ ッ プ を持 つ 。埋 土

は暗 灰黄色粘 質土 (2 .5YR 4 / 2 ) の単層である。出土遺 物は土師 器椀 (Fi g . 11 No.36) が出土して いる。

土坑 8K006 8K00 4・8K005 と並 び検 出 さ れた遺構 ( 土坑) で酉端 (本線 価�) に位置 する。主軸 はほ ぼ南北

にとる。長軸 1.02m 、 短軸0 . 90m 、 深 さ 0 .2 9m で楕円 形を呈 する。埋 土は上下 2 層で、 1層が灰褐 色シ ル 卜 、

2 層に褐 色シ ル ト ( 10YR 4 / 4) が堆積 して いる。 2 層埋土中 にコ ブシ 大の離が入 っ て いたが使用痕 はな く 、

坑内に置 か れた状態 でもな か っ たの で取上げて いな い。

溝 8000 1・溝 80002 (Fi g . 7) 遺構の埋土の状態 か ら 近代の 遺構 と思 わ れる。8000 1・002は幅 が同規 模 で、

U 字型の断 面を呈 する溝状遺構 である。 2 つ の 遺構は平面で直行 するよ う に検 出できて お り 、 同時 に存在 して

いた遺構 と思 わ れる。遺構中 よ り 土師皿や 同安窯系青磁が出土して いるが、 現地 で埋 土の状況 を観察 する限り

中世の 遺構 ではな いと判断 できたため 、 近世の 遺構として 報告 して いる。

- 14-
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第 11 1 章 調査 と そ の成果

川区

西壁 北 部層 床土層にお いて 、 粘性が強く 全体に酸化物が沈着 し て いる。

上層部ではマ ン ガン 粒 が全体の 40-60 %ほ ど 含 ま れ、 大小様 々 な 粒子 をみ るこ とができる。中

層部では、 締 ま り があり 粘性が 強い。上層よ り マ ン ガン 粒 は小粒 である。下層部では、 締 ま り

があり 粘性弱 で細砂質の 強い土。鉄分 、 沈 殿物が塊物 ( - 2 cm 大) し た物が 顕著に見 ら れる。

砂磯層 上層部では中粒 砂。や や ゆ るい逆級下層理。

砂礁層ではや や し ま っ て いる。基質は、 中粒 砂 3 - 5 mm の 円離 が多 く 混 じ り 6 層以上 を数 え

る。累層状態 で砂の 酸化物の沈着の度合 いで色が、異な る。

北落 ち の傾斜の ク ロ ス ラ ミ ナが全体に広 がっ て いる。

下層部では、 し ま り があり 細粒 砂が 混じ り シ ル ト 。酸化 物が沈着 し て いるほ か 植物痕 が見 ら れ

る。

南 部層 上層部か ら 中層部にか け て 「 マ ン ガン粒沈 殿層J 。

炭化 物マ ン ガン 粒 を多 く 含み 酸化物が沈着 する。

や や粘性があり し ま っ て いる。中層部か ら 下層部にか け て 粘性 な く や や ゆ るい。

南北 卜 レ ン チ付近の 一括 遺物の ほ とん ど は、 こ の層か ら 出る。

下の方がよ り 粗粒 で級下層が見 ら れる。

6 T 7T 

IV 2 層 暗 灰黄色土 (2 .5Y 4 / 2 )  IV 2 層 黄灰色土 (2 .5Y 4 / 2 )  

しま り がある。粘 質強。 し ま り がある。粘 質強。

IV 1層に比べ て や や 軟土 。 IV 1層に比べ て 軟土 マ ン ガン粒全体 に30-

マ ン ガン 粒 を全体に30- 40 %位含 む 。 40 %位含 む 。

V 1層 黄灰色土 V 1層 黄灰色土

し ま り がある。粘 質強。 し ま り がある。粘 質強。

ほ とん ど マ ン ガン 粒 が含 ま れる。 マ ン ガン 粒 が含 ま れな い。

V2 層 黄灰色土 V2 層 黄灰色土

しま り がある。粘 質中 。 し ま り がある。粘 質中 。

V 1に比べ て 軟ら か い土 少量の 砂質 V 1に比べ て 軟ら か い土 。砂質を少 量含 む 。

がある。 V3 層 黄灰色土

V3 層 賛灰色土 し ま り がある。粘 質弱 。V2 層に比 べ て

しま り がある。粘 質弱 。 砂質強。

V2 層に比べ て 砂質が強い。 V 4層 黄灰色土

VI 層 黄灰色土 (2. 5Y 5 / 1 ) し ま り がある。粘 質弱 。

し ま り がある。 砂質を少量帯 びマ ン ガン 粒の乱 れが著 し い。

粘 質弱 。砂質の 強い土 。 VI 層 黄灰色土 (2 .5Y 5 / 1 ) 

V II層 暗 灰黄色土 (2 .5Y 4 / 2 )  し ま り があ る。粘 質弱 。砂質の 強い土 。

し ま り がある。粘 質中 。 VII層 暗 黄灰色土 (2 .5Y 5 / 2 )  

①層 黄灰色土 (2 .5Y 5 / 1 ) し ま り がある。粘 質弱 。

細砂。鉄分の乱 れが著 し い。
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第川章 調査 と そ の成果

1 層 暗 灰黄色土 ( 2.5Y 4/ 2) 6層 黒褐色土 ( 2.5Y 2/1 ) 

粘 質強 。全体に炭化物、 遺物を含み 、 砂 質ブ 砂質の 黄色ブロ ッ ク を全体に含 み 、 粘性 は強 。

ロ ッ ク ( 1 - 5 cm 大) も含 む 。 多少の 炭化 物含 む 。

2層 暗 灰黄色土 ( 2.5Y 4/ 2) 7 層 黄褐色土 ( 2.5Y 5/ 3) 

3層に比べ て砂 質土、 粘性 は弱 。 砂質がやや強 い粘 質土。

3層 暗 灰黄色土 ( 2.5Y 4/ 2) 8層 賛灰色土 ( 2.5 Y 5/ 3) 

全体に砂 質の 黄色ブロ ッ ク を含 み 、 粘性は強。 粘 質は強 いが、 やや砂 を含む 。黄色ブロ ッ ク

少 量の 炭化 物、 遺物を含 む 。 ( 1  - 2 cm) を含 む 。

4層 黄灰色土 ( 2.5 Y 4/1 ) 9層 黄灰色土 ( 2.5 Y 5 / 3) 

微量の 炭化 物をま ばらに含み 、 粘性 は強 。 8層と同 じ 。

5 層 黄灰色土 ( 2.5 Y 2/ 1) 10層 黄灰色土 ( 2.5 Y 5 / 1) 

6層に比べ て砂 質の 黄色ブロ ッ ク を全体に含 粘 質はやや強 い。 11・ 1 2層よ りも砂 質が強 く

み 、 粘性 は強 。少 量の 炭化 物、 遺物を含 む 。 な る。
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第川章 調査とその成果

1 1 層 暗灰黄色土( 2.5 Y 4/ 2) 

1 0層と同じ

1 2層 暗灰黄色土( 2 .5 Y 4/ 2) 

粘質は弱。

13層 黄灰色土( 2.5 Y 5/1 )  

1 2層と同じだが1 3層からさらに砂質強くなる。

1 4層 黄灰色土( 2.5 Y 4/1 ) 

砂質少量含み、 粘性は強。 炭化物・遺物を少

量含む。

1 5層 黄灰色土( 2.5 Y 4/1 )  

1 6層と比べてやや砂質。

1 6層 灰色土( 1 0 Y 4/1 ) 

水性堆積による粘土層。

下層部に小磯が広がる。

2 中世の遺構(Fig. 9) 

井戸SE001 調査区のほぼ中央部に位置し、 遺構の大部分を調査区外(本線部)に有する井戸状遺構である。

これまでの近世の遺構埋土と違い、 シル卜混じりの土は見られず粘質系 の土を主体とする埋土であり、 4区も

含めたところでの中世の遺構と(黒色土系)判断される埋土を有しているため、 中世の遺構としている。

本調査区で検出できたのは、 断面の形状から井戸本体に付属する掘り方の断面である。 主軸及び全体規模は

不明 である。 確認できた遺構規模は、 最大深度1 .74m、 上部幅 2.1 8m、 底部幅は1 .80m を測る。

井戸枠等の残りは見られないが、 7層に相当する土層断面ラインが直角に検出されていることから、 井戸枠

だった可能性はある。 また、 8 層から 9 層にかけてやや不規則な堆積を呈しており井戸本体だったのではない

かと推定できょう。 遺物は埋土中(出土層不明)であるが、 須恵器椀(No .1 5)が 1 点出土している。

川区 発掘状況
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第 川 章 調査 と そ の成果

3 111区 の 出 土遺物
土 器類は、 本調査 区 でコ ン テ ナ3 箱分が出土 して いる。しか し、 そ の 大半 が近世の撹乱及び新 しい土層か ら

の 出土 として 取上 げている。また、 遺構 から 出土 した遺物も埋土中 に含ま れて いたもの が大半 で遺構 そ の もの

の時期 を示 すもの は無 い。そ の ため 、 こ こ では遺物を図示 し、 今後 こ の地域で新 たな 資料 が示 さ れた際 に 参考

に な るよ う 、 時期 の判断 さ れる遺物を中 心 に 示 して いる。

須恵器 ( Fig . 10) 
No. 1 蓋 復 元口径 15. 4 cm 8世紀前半

近世の 包含層か ら 出土 した須恵 器で蓋口縁の 一部 である。内外 器面とも回転 箆削 り 後 、 横 ナデ調 整。口縁部

は、 口縁端部 を内側 に 折 り 曲 げ先端 を撫 でる。内外 器面とも灰色、 焼成 は良好堅織 で胎土 は砂粒 が少 な く 僅 か

に長石 を含 む 。

No.2 蓋 復 元口 径 15. 4 cm 8世紀前半

調査区内 ト レ ン チ 出土 の 須恵 器で蓋口縁の 一部 である。体部 は水平に伸び‘低 い器高を呈 する。内外 器面とも

回 転 箆削 り 後 、 横 ナデ調 整。口縁端部 は、 直角 に折 り 曲 げ先端 を撫 でる。内外 面とも灰色、 焼成 良好堅織 で胎

土 は砂粒 が少 な く 僅 か に長石 を粒状 に含む 。

No.3 杯 口縁直径 12. 6 cm 8世紀前半

調査区 一括として 取上 げている須恵 器杯 である。全体に 器面は磨耗して お り 焼きの 甘さ か ら きて いるもの と

思 わ れる。底部 は平 底で回 転 箆削 り が施 さ れる。内外 器面とも回転 箆削 り 後 、 横 ナデ調 整。口縁部 は直線的 に

立 ち 上 が盲り 、 薄 く 仕上 げ て いる。焼成はや や不良。胎土 は砂粒 と長石 を粒状 に 少 量含 む 。

No. 4 杯 口縁直 径12. 6 cm 8世紀後半

調査区 一括として 取上 げ て いる須恵 器杯である。全体 に 器面は粗 く 箆削 り 痕 が明 瞭 に 残る。底部 は平 底で回

転 箆削 り が施 さ れる。内外 器面とも回転 箆削 り 後 、 横ナデ調 整。口縁部 は直線的 に 立 ち 上 がり 、 薄 く 仕上 げ て

いる。焼成 はや や不良、 胎土は長石 が多 く 含ま れる。

No.5 杯 復 元 底部 8. 0 cm 8世紀前半

調査区内 卜 レ ン チ 出土の須恵 器杯の 底部片 である。内外 器面とも回転 箆削 り 後 、 横 ナデ調 整。底部中央部付

近に は手持 ち 箆削 り が粗 く 残る。底部 か ら 口縁に向 か つ て 立 ち 上 がり 屈 曲 する体部は丸 み を帯び る。内外 器面

とも灰色、 焼成 良好堅織で胎土 は僅 か に長石 を粒状 に含 む 。

No.6 杯 復 元 底部径5. 2 cm 8世紀前半

調査区内の 卜 レ ン チ 出土の須恵 器杯の 底部片 である。内外 器面とも回転 箆削 り 後 、 横 ナデ調 整。内底部中央

に は手持 ち 箆削 り が粗 く 残る。底部か ら 口縁に 向 か つ て立 ち 上 がる体 部は緩や か な 弧を呈 する。内外 器面とも

灰色、 焼成 良好堅撒で胎土 は僅 か に長石 粒を含 む 。

No.7 杯 復 元底部 径8. 6 cm 8世紀後半

調査区内一括の杯である。出土 した部分は底部 か ら 体部 に か け て の 一部 であり 、 全体 像を窺 う こ とは難 しい

が、 底部 か ら 胴 部に か け て の削 り 痕 が完 形の土師杯 に ある事 な ど か ら 杯として 報告 する。底部は平 底で回 転 箆

削 り が僅 か に 残る。内外 器面とも灰色、 焼成 良好、 胎土 は長石粒 を多 く 含 む 。

No. 8 杯 復 元 底部径6. 8cm 8 世紀後半

B- 5 Gri d出土 である。全体 形は小片 であり 不明であるが、 底部の 回 転 箆削 り か ら 杯の 一部として 報告 する。

底部 に は粗 い回 転 箆削 り が残 さ れ、 一部体部の調 整に まで削 り が友 ん でいる。色調 は内外 器面とも暗 灰色、 焼

成 は良好堅績で胎土 に は長石粒 カ官、僅 か に 入 る。
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第111章 調査と そ の成果

NO. 9 鉢 8世紀前 半

調査区内の近世 包含層中 より出土した鉢底部である。内外器面とも回転箆削り後、 横ナデ調整。底部は粘 土

が厚く残り、 体部上端にかけて削ら れ薄くなっ ている。体部は緩 やかに弧を呈する。色調は内外器面とも灰白

色、 焼成不 良。胎土は僅 かに長石 を含む 。

NO. l 0  皿 8世紀後半

調査区内の近世包含層中 より出土した皿胴 部の一部である。内外器面とも回転箆削り後、 横ナデ調整。口縁

部は端 部近 くで薄く引 き上げら れながら外反する端 正な作りである。外器面の底部には立ち上 が り部に 2条の

沈線が浅く巡る。色調は外器面が乳灰色で内器面は灰色、 焼成良好堅織で胎土には長 石を磨り潰しているかと

思わ れるほ ど きめ の細かい長 石粒 が まん べ ん なく含ま れる。

NO. ll 杯 復元口径1 1 . 6cm 8世紀 後半

調査区内トレ ンチから出土した杯 の一部である。逆台 形の高台 が 貼り付 けら れ、 底部は垂直に立ち上が る。

口縁端 部は薄く仕上 げ ら れ丁寧 なナデが施される。色調は内外器面とも暗灰色、 焼成は良好竪織で、 胎土には

長 石粒 を含む 。

NO. 1 2 椀 復元底部径8. 0cm 8世紀前 半

調査区内の近世包含層中 より出土した椀である。出土した部位は、 体部立ち上 がりの粘土接合 面から外 れた

底部と貼り付 け高台である。底部は丁寧 な回転箆削りを施した後、 高台 が貼り付 けら れる。内器面底部は回転

箆削り後、 粗い横ナデ調整を施す。色調は外器面が灰色で内面は灰白 色、 焼成は良好撒密で胎土には長石粒 を

多 く含む 。

NO. 1 3 椀 復元底部径9.2cm 8世紀前 半

調査区内 卜 レ ンチより出土した椀 である。出土した部位は、 底部から体部ヘ立ち上がる部分である。底部は

回転箆削りを施した後、 横ナデ調整後に底部に高台 を貼り付 ける。高台 は内外器面とも丁寧 なナデが施される。

色調は外器面が暗灰色で内器面は灰色、 焼成は良好轍密胎土には長石粒 を多 く含む 。

NO. 1 4 椀 復元底部直 径1 0cm 8世紀後半

B- 4 Gridから出土した椀 である。高台 は内外器面とも両端に丁寧にナデが施される。色調は外器面が暗灰

色で内器面は灰色、 焼成は良好織 密で胎土には長石粒 を多 く含む 。

NO. 1 5 杯 復元底部径8.8cm 8世紀後半

井戸 SEOOl埋土中 より出土した杯 である。井戸 の年代を直 接示 す遺物ではないが図示 する。出土している部

位は底部から胴 部に至 る部分である。底部は回転箆削りを施した後、 横ナデ調整後に底部に高台 が貼り付 けら

れている。高台 は内外器面ともに丁寧 なナデが施される。色調は内外器面とも灰色、 焼成は良好堅織で胎土に

は長 石粒 を僅 かに含む 。

NO. 1 6 無蓋高杯 8世紀前 半

撹乱のなかから出土した無蓋高杯脚 部である。遺構 ・包含層からの出土ではないが当 遺跡 からは他に出土し

ていないため 図示 する。出土した部位は脚 部から杯部にかけての部位 であるが 、 脚端 部は欠けて無い。脚 部は

短 く杯 部の接合 面から脚端 部に向かつて急 に太 く広 が る。杯部は脚 部成形後、 個別に作 ら れていたものが接合

されていたようである。脚 部外面にはほぼ半分に灰が 被っ てお り暗灰色を呈している。灰が被っ ていない部分

は灰色で、 杯 部の内面は灰白 色を呈する。焼成は良好綴密で胎土は長石粒 を少 量含む 。

NO. 1 7 高杯 8世紀前 半

調査区内トレ ンチから出土した高杯脚 部である。杯部、 脚 部端 部は残っ てお らず、 詳細な法量は確認 できな

い。長 く伸び る脚 部は緩 やかに端 部に向かい外反する途中 に、 2条の沈線が施される。内外器面とも暗灰色を

呈し焼成は良好堅織で胎土は長石粒 を僅 かに含む 。
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No.18 皿 復元口径 1 2.8cm 復元底 部径 1 0. 2cm 8世紀 後半

調査区内の近世 包含層から出土した皿 の一部である。底 部から口縁部にかけての部位 のみが出土している。

緩 やかに立 ち 上がる口縁部はやや内に入りながら僅 かに外反 している。端 部の成形は丁寧 でやや厚 みを帯 び る。

色調は内外器面とも灰色を呈 し、 焼成は良好堅織 で胎土は長石粒 を少量 含む 。

No. 1 9 皿 復元口径 18. 6cm 8世紀 後半

調査区内の一括として取上 げている遺物である。破片 での出土であっ たが口径 が復元できる資料 であっ たた

め 図 示する。体部は緩 やかに外反 し立 ち 上 がり、 胴 部の稜を境に外反 し垂直に立 ち 上 がる。口縁端 部の成形友

び体部のナデ調整は丁寧 で口縁端 部はシ ャー プに仕上 げてある。色調は外器面が暗 灰色、 内器面は灰色を呈 し、

焼成は良好堅撤で胎土は長石粒 を少 量含む 。

No.20 長胴瓶 復元底 部径 1 0cm 8世紀 後半

調査区内のトレ ン チ から出土した瓶底 部から胴 部にかけての部位 である。底 部から広 がりながら胴 部にかけ

て立 ち 上 がる。底 部には箆削り痕跡が残 り一部にナデ痕跡 も見 ら れる。胴 部外器面には回転箆削り後横ナデ調

整が施される。内器面には灰白 色の灰が被る。焼成は良好堅織で胎土は長石粒 を僅 かに含む 。

No. 21 聾 復元口径 2 4. 0cm 8世紀 後半

調査区内の 卜 レ ン チ から出土した広 口聾 の口縁部である。ロ縁部は緩 く 外反 しながら直線的に口唇 部ヘ至 る。

外面白層部下に回転箆削りで成形した 1条 の凸線 を見 る事 ができる。調整は内外器面ともに回転箆削り、 横ナ

デ調整を施す。焼成は良好堅織 で胎土に長石粒 を僅 かに含む 。

土師器(Fig. 11)

No.22 蓋 直径 1 7 .8cm 器高 4. 3cm 8世紀後半

調査区内の B - 7  Gridから出土した蓋 である。蓋端 部は薄 く 成形され僅 かに折 り曲 げ、 ら れている。輪 状つ

まみは後に貼 り付 けら れてお り、 つまみ基 部は丁寧にナデが施される。平 面に成形されたつまみは、 上 面を僅

かに窪 ませ る。表面は回転箆削りが施され内面は削りの後、 丁寧にナデが施される。色調は内外器面とも櫨色。

焼成は良好、 胎土は長石粒 を多 く 含む 土が使用 されている。そのプ ロ ポ ー シ ョ ン から須恵器を模倣し、 その手

法を取り入 れた作 りが窺 え る。

No. 2 3 杯 復元直径 1 2.8cm 8世紀 後半

調査区一括として取上 げ た杯 である。外器面には粗い箆による削り痕 が残 り、 内器面は丁寧 なナデが施され

る。色調は内外器面ともにぶい褐 色をなし外面には黒 斑が見 ら れる。口縁端 部は内外器面とも丁寧 な横ナデが

施される。焼成は良好、 胎土は細かい砂粒 を少 量含む 。

No.2 4 手担土器椀 8世紀 後半

SK 003出土の手裡土器椀 の口縁部である。No.2 3と同 じ 丸底 を呈 するものである。外器面には粗い箆による削

り痕 が残り、 内器面は丁寧なナデが施される。色調は明 るい樟色。口縁端 部は内外器面とも丁寧 な横ナデが施

される。焼成は良好、 胎土は細かい砂粒 を少 量含む 。

No. 25 椀 復元底 部径6. 6cm 8世紀

調査区内トレ ン チ から出土した底 部から胴 部にかけての椀片 。内外器面とも回転箆削 りが施され、 内器面は

さ らに丁寧 なナデが見 ら れ る。底部か ら 胴 部に立 ち 上がる屈曲部分 は、 明 瞭な角 を意識し削 ら れ ている。色調

は内外器面とも淡い檀色。焼成は良好で、 胎土は長石粒 を僅 かに含ん でいる。

No.2 6 杯 復元口径 1 0. 0cm 器高3. 9cm 8世紀 後半

調査区 卜 レ ン チ 内から出土した杯 。内外器面とも回転箆削りが施され、 口縁端 部は薄 く 仕上 げ丁寧 な指ナデ

を施す。色調は内外器面とも淡い橿色。焼成は良好。胎土は長石粒 を少 量含む 。
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No.2 7
杯 復元口径1 2. 0cm 器高5 . 0cm 8世紀後半

内外器面共に横方向の箆削 りで調整後、 指ナデが施される。口縁端 部は緩 やかに外反 している。色調は内外

器面共淡い樟色。焼成は良好。胎土は砂粒 が多 く 粗い。

NO.28 杯 復元底 部径8. 0cm 9世紀

調査区内の 卜 レ ン チ から出土した杯。内外器面とも摩滅が激しく 調整手法は不明 。高台 は杯 の製作 後に貼 り

付 け ら れ逆台 形状に成形される。接合 面の周辺は丁寧 なナデが施される。色調は内外器面とも明 るい櫨色。焼

成は良好。胎土は長石粒 を僅 かに含む 。

NO.2 9  杯 9世紀

調査区内 ト レ ン チ 出土の杯。高台 が接合 面から剥が れ欠損 している。底 部は箆削りが施され、 胴 部にも明陳

な箆削 りが見 ら れる。内器面は箆削 り後に横ナデが施される。色調は内器面が煤 による黒 色を帯 び 、 タト器面は

灰白 色を呈 する。焼成は良好。胎土は砂粒 を多 く 含み粗い。

NO.30 杯 復元口径15 . 6cm 器高 4.1 cm 8世紀後半

調査区内8-6 Grid から出土した杯。内器面の底部にモミ と思 わ れる組織痕 が残 される。高台 は貼 り付 け

高台 で先端 が尖 る。底 面は箆削 りによる成形痕 が明瞭に残 る。体 部の調整は箆削 り成形後、 横 ナデを施し整え

る。色調は内外器面共にやや淡い灰白 色。焼成は良好。胎土は砂粒 を少 量含む 。

NO.31 椀 復元口径18. 4cm 器高 4.1 cm 8世紀後半

調査区内包含層一括 で取上 げてある椀 。体部は内外器面とも横ナデが施され、 器壁 は薄 く 端正な器形である。

高台 はやや外に聞 き気昧で、 断 面形は三角 をなす。色調は淡い明 灰色。焼成はややあまい。胎土は小石 を少 々

含む 。

NO.32 椀 復元口径1 3. 0cm 9世紀

調査区内包含層出土の椀 。外器面は横ナデの痕跡 が明瞭に残り、 内器面は痕跡が残 らないよう にナデが施さ

れる。色調は内外器面共に淡い檀色。焼成は良好。胎土は砂粒 を僅 かに含みやや粗い。

NO.33 椀 口径1 2. 6cm 底 径6. 6cm 器高6. 6cm 9世紀

調査区内8-6 Grid から出土した椀 。外器面は丁寧 な横ナデが残 る。内器面は横 ナデ後にナデによる調整

が施される。色調は内外器面とも明 樟色。焼成は良好。胎土は長石 、 雲母を多 く 含ん でいる。

NO. 34 椀 復元底 部径8. 7 cm 1 3世紀

調査区8-4 Grid から出土した椀 。体部の器壁 は薄 く 丁寧 な回転箆削 りが‘施される。内外器面共に赤彩 が

施され、 特に外器面には良好な状態 で残されている。内器面底 部から器壁 に向かい煤 が付着 している。色調は

明 るい褐 色を呈 する。胎土は精製 されたきめ の細かな土が使 わ れている。焼成は良好。

NO.35 皿 復元底 部径1 3. 6cm 1 3世紀

調査区 8-4 Grid から出土した皿 。体部は底 部との境に明瞭 な稜を付 け丁寧な回転箆削 りを施している。

口唇 部が残 っ ていないため 器形ははっ きりしないが、 盤の可能性 もある。色調は内外器面とも褐 色を呈 してい

る。胎土は精製 された土が使 わ れ、 小石等 の混入 は認 め ら れない。焼成は良好。

NO. 36 小皿 復元底 部径6. 7 cm 1 4世紀

土坑 SK 005埋 土内出土の小皿。口唇 部は残 っ ていないため 器高は不明 であるが、 底 部からの立 ち 上 がりを見

ると、 低 い口縁 を持つ小皿 であると思 わ れる。底 部は今では摩滅 して観察 できないが、 当 初 は糸切 り底 であっ

たよう である。色調は内外器面とも褐 色を呈 している。胎土は精製 された土が使 わ れ、 小石等 の混入 は認 め ら

れない。焼成は良好。
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NO. 37
皿 復元底 部径 11.O cm 1 4世紀

調査区内 B - 4 Grid出土の皿 で、 底 部のみの出土である。張 り出している底 部端 部は削り出され、 平底 を
なす。底 部は一部がやや上 げ底気昧であり、 糸切 りの痕跡が残 る。色調は内外器面とも褐色を呈 している。胎
土は精製 された土が使 わ れ、 小石等 の混入 は認め ら れない。焼成は良好。

NO. 38 椀 復元底 部径 1 0. 0cm 1 3世紀

調査区内で ト レ ン チ を拡大した際に出土した椀 。高台 は器を成形後に貼 り付 けら れ断 面は三角形を呈 する。
底 部はやや厚 く 、 上に行 く にしたがい薄 く 成形される。色調は内外器面とも褐 色を呈 する。胎土は小石 を少 量
含む が全体にきめ の細かい土である。焼成は良好。

NO. 39 壷 時期不明

調査区内包含眉 出土遺物である。器形は壷 の口縁である。器面の粘 土が著しく 剥離しているため 製作年代 の
特定 はできない。粘 土は器壁 の外器面から貼 り付 けら れてお り、 貼 り付 け面から剥離している。色調は外面が

暗褐色で内器面は淡い褐色を呈 する。胎土は小石 ・長石 を多 く 含む が、 特に小石 の数 が多 い。焼成はやや不良。

No. 40 鉢 時期不明

調査区内 B - 4 Gridの遺物包含層から出土した須恵 器技法 を利用 した土師質土器である。平底 であるが、

残存部に僅 かに盛 り上 がる脚 らしい突起が認め ら れる。外器面の削りは丁寧 である。

No. 41 聾 復元口径 28. 4cm 1 3世紀

調査区内包含眉 出土の聾。器形は、 短 く やや外反 する口縁 を持 ち 、 厚 い器壁 を有 し胴 部がやや長 い。外器面

は箆削り後にナデが施され、 なめ らかな器面をしている。内器面も同様に口縁 部から胴 部肩部まではなめ らか

にナデがあり、 下 部にい く に従い箆削りが残 る。外面には胴 部から口縁 部にかけて煤が付着 する。色調は外器

面が褐色を呈 し、 内器面は淡い灰色となる。胎土は小石 、 長石 を多 く 含む 。焼成は良好。

No. 42 壷 復元口径 1 4.1 cm 9世紀

調査区内の近世 撹乱 から出土している壷 。口縁部の一部で、 強 く 外反 する。外器面には削りの際 の痕跡 が粗

く 残 る。内器面は丁寧 なナデが施される。色調は外器面が櫨色、 内器面は淡い櫨色である。胎土は雲母を多 く

含む 。焼成は良好である。

No. 43 小型聾 復元口径 1 4. 0cm 9世紀

調査区内 Bー6Grid出土の小型書 。外器面は箆削 り後に丁寧 なナデが施されるが、 内器面は粗い箆削りが

残 る。内器面削りは基本 的に下 から上になで上 げ ら れ、 屈 曲 部近 く で横方向 の削りへと向 きを変 え る。口縁 部

は内外器面ともナデが施され、 削り痕跡 を見 るこ とはできない。胎土は長石 を多 く 含み、 雲母も全体にまん べ

ん な く 含ん でいる。焼成は良好。

輸入陶器 ・ 磁器(Fig. 12 ・ 13)

No. 44 皿 白 磁(白 磁1 1 1ー1類) 復元口径 9. 7 c m 復元底径 4. 0cm 器高2.1 cm 1 2世紀- 1 3世紀

調査 区内 B - 6 Grid遺物包含層から出土した白 磁皿 である。胎土は砂粒 が少 な く 細やか。色調は白 色。内

外器面共に横ナデ調整を施した後に施軸。軸薬は灰白 色。

NO. 45 椀 白 磁(白 磁V- 4a 類) 復元底 部径 6. 3cm 1 2世紀- 1 3世紀

調査区内 Bー 7 Grid遺物包含層 か ら 出土 した白 磁椀 で ある。胎土 は砂粒が少 なく細やか。色調は灰白 色。

内器面に円 形の沈線 を施す。内外器面共に横ナデ調整を施した後施軸。柚薬は灰色。

No. 46 椀 白 磁(白 磁V- 4a 類) 復元底 部径 6.1 cm 1 2世紀- 1 3世紀

調査区 B - 6 Gridの遺物包含層から出土した白 磁椀 である。胎土は砂粒 が少 な く 細やか。色調は灰色。内

器面に一筋の沈線 を施す。内外器面共に横ナデ調整を施した後施軸。軸薬は灰色。
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No.47 椀 白 磁(白 磁V- 4b 類)復元底 部径 6. 4cm 1 2世紀- 1 3世紀

調査区内 卜 レ ン チ より出土した白 磁椀 で ある。胎土はやや粗 く 、 軸を通 してみても小石 が見 え て く るほ ど 不

純物が多 い。内器面底 部には 4箇所に配 した櫛 目 があり、 また口縁部直下にも櫛 目 が入 る。色調は灰 色。内外

器面共に横ナデ調整を施した後施柚。高台付近には軸はかからない。軸薬は灰 色。

No. 48 皿 白 磁(白 磁VII- 1 b類) 復元口径 10.2 cm 底 部径 4.8cm 器高2.5 cm 1 3世紀

調査区内の遺物包含層 から出土した白 磁皿 で ある。胎土は精選され細やか。内器面底 部には箆描きと思 わ れ

る花 文がある。色調は灰色。内外器面共に横ナデ調整を施した後施軸するが底 部のみ軸を掻き取る。柚薬は灰

色。
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NO. 49 椀 白 磁 ( 白 磁V- 4a 類)底 部口径 6. 7 c
m 12世紀- 1 3世紀

第111 章 調査 とその成果
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調査区内A・B ーGridの遺物包含層出土の白 磁椀 である。胎土はやや粗 く 、 柚を通 してみても小石 が見 え る
ほ と、 不純物が多 い。内器面底 部からやや上 がっ た部分 に浅い沈線 が廻る。色調は灰色。内外器面共に横ナデ調

整を施した後高台付近 を除 き施軸する。柚薬は灰色。

NO.5 0 椀 白 磁 ( 白 磁V- 4a 類)復元口径 1 4. 6cm 器高7 . 3cm 復元底 部径5 . 6cm 1 2世紀- 1 3世紀
調査区内 B - 6 Gridの遺物包含層出土の白 磁椀 である。胎土は精選され細やか。内器面底 部からやや上

がっ た部分 に浅い一条 の沈線が廻る。色調は灰色。内外器面共に横ナデ調整を施した後高台付近 を除 き施柏す

る。柚薬は灰色。

NO.5 1 鉢 底 部径 1 2. 0cm 時期不明

調査区内A' B - 2 Gri dから出土した陶器である。底 部は粗い削りでやや上 げ、底 である。体 部は無紬 で緩 や

かに広 がる。

NO.5 2 椀 龍泉 窯系青磁 ( 青磁 | ー2a 類)復元口径 15 . 9cm 底 部径 6. 0cm 器高7 . 0cm

調査区内 B - 4 Gridの遺物包含層から出土した青磁椀 である。内外器面とも成形後の調整は回 転 箆削り、

指ナデ仕上 げ、の後 に施柚。内器面には箆彫 りで片彫りの蓮花 文を施す。また、 底 部にも蓮花 文を描 く 。胎土は

精選され細やか。

No.5 3 椀 同安 窯系青磁 ( 青磁|一 1 b類)底径5 . 0cm

調査区内、 井戸 SE 001埋 土中 から出土した青磁である。底 部から直線的に延び る胴 部までの破片 で、 口縁部

は残っ ていない。胎土はやや粗 く 、 小石が観察 される。内外器面共に箆削りで成形、 指ナデの後に施柚。柚薬

は灰緑色。内外器面に櫛 目 文により施文が施される。同遺構 の直接 の年代 を示すものではない。

No.5 4 椀 同安 窯系青磁 ( 青磁 | ー1 b類)底径5 . 0cm

調査区内 Bー7 Gridの遺物包含層 から出土した青磁である。底 部から直線的に延 び る胴 部までの破片 で口

縁部は残っ ていない。胎土はやや粗 く 、 小石 が観察 され る。内外器面共に箆削りで成形 、 指ナデの後に施軸 。

軸薬は灰緑色。内外器面に櫛 目 文により施文が施される。

NO.55 椀 同安 窯系青磁 ( 青磁 | 一 1 b類)底径 4. 9cm

調査区内、 土坑 SK 004の埋 土下層 から出土した青磁である。底部から緩 やかに直線的に延 び る体 部は上 部に

行 く に従い薄 く 成形される。胎土はやや粗 く 、 小石が観察 される。内外器面共に箆削りで成形、 指ナデの後に

施軸 。軸薬は灰緑色。内外 器面に櫛 目 文によ り施文が施 さ れ る。
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同安窯系青磁(青磁11 類)底径4. 9cm椀NO.56 

調査区A・Bー3Gridの遺物包含層から出土した青磁である。内外器面共に箆削りで成形後、 内器面は指ナ

デによる成形、 外器面は粗い削りがそのまま残される。胎土は精選されて細やか、 色調は灰色。軸薬は灰緑色、

外器面は軸が体部の半分までしかかからない。

器高2.4cm底径4 .6cm同安窯系青磁(青磁 1-2 b類)復元口径1 0.8cm皿NO.57 

調査区内の遺物包含層一括で出土している青磁である。胎土は精選され細やか。内器面底部には箆描きによ

る蓮花文がある。色調は灰色。内外器面とも横ナデ調整を施した後施軸するが底部のみ柚を掻き取る。軸薬は

灰緑色。

そのイ也(Fig. 14)

重さ4.1 g

調査区内Aー3Gridから出土した土師質の土錘である。焼成は良好。色調は浅黄色で、 全体的に指ナデを

孔径0.3cm最大径1.1 cm 長さ4. 1cm土錘NO.58 

-30-
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No・

59 鉄淳 長径3・lcm

短径2 .2 c
m 重さ 18 .7 g

調査区内B - 6 Grid、 JV層から出土。

No.60 鉄淳 長さ 3.2 cm
短径2加重さ 1O. 2g

調査区内B - 6 Grid、 JV層から出土;
No.6 1 土製品 調査区内の遺物包含層から出土した土師質の遺物である。焼成前に穿孔さ れている。 焼成

は良好。色調は浅黄色で、全体的にナデ調整が施さ れる。

No.6 2 布目五 残存長 7 .4 cm
残存幅9 .2 cm 厚さ 1.4 cm

調査区内A・B - 2 Gridの遺物包含層から出土した布目を施した丸瓦。 焼成は良好。色調は凹凸面共に灰色。

凹面に布目圧痕を残す。凸面は丁寧なナデ調整を施す。

No.6 3徳利 残存高2 1.2 cm 休部最大径16 .8 c m 底部最大径9 . 1cm

正面 Otこ「さ 」宮崎酒庖

左側面 八代本町00 (不明)通

右側面 成十一万六十三号

調査区内、 近世の撹乱より出土した遺物である。本体は、 白色の磁器に藍色を用いて庖名、 所在地、 顧客番

号が記入さ れる。

石製品(Fig.15)

No.64 石鍋

調査区内B - 3 Gridの遺物包含層中から出土した滑石製石鍋である。出土した部位は石鍋体部の鍔の一部

である。体部は底部に向かい傾斜するように内傾し、 外面は幅約1 cm程度の削り痕跡を多数残
しながら成形

さ れている。内器面は使用の結果からか、 削り痕跡は残っていなし、。外面には煤が付着し使用さ れた様子が窺

える。色調は灰色を呈する。

No.65石鍋

復元底径18.8 cm

調査区B - 6 Gridの遺物包含層から出土した石鍋底部である。器壁は厚く 1.8 cmをはかる。

体部は上部に

向かうに従い聞き気昧である。外器面には幅約1 cm程度の削り調整の痕跡が

4 段に渡り確認さ れる。また、

内器面には一部に炭化物が残る。横方向約2 cm程度の幅を持つ削りも観察さ

れる。底部は平底で体部にかけ

，�主偽情意ザ電 \j� 、 も
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中 片小路遺跡 川 区全景 (八 代平野方向 を 望 む )
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第5節 IV 区の調査成果

近世の遺構(Fig. 1 6�20) 

近世の遺構は、 墓と旧 河 川 友 び土坑 ・ 柱穴を検出している。 墓地は調査区の北側を中心に広 か.り、 調査区内

最高地を中心に形成されていた。 旧 河 川 及 び柱穴は墓地から延びる南側緩斜面上に位置する場所で検出された。

調査区の最南端は近世薩摩街道に平行して流れている大田井手 (用水路)にあたり、 そ れを超 えると現在の行

政区割りによる宮地町にあたる。

墓地は新幹線本線建設に伴う用地の 買収が終了した段階 で近隣の墓地ヘ 改葬が行 われている。 そ の際墓石は

持ち出され、 調査に入る時点では平地と化していた。
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近世墓の調査 ( Fig . 21 --43)

検 出し調査を実 施した近世墓 は総数 7 2 基 である。そ れぞ れの墓塘は幾重にも重なっ て検 出され、 切 り合 い関

係 を把握 するのに手 間 取っ たが、 概ね新 しい墓墳から 古 い墓墳へ と調査を進 め 、 墓地 形成 の一端 を知 るこ とが

できた。土坑内には木棺(箱棺)が多数を占 め ているが、 一部に聾棺 、 土坑墓 がある。

箱棺 は規模 の大小 の遣 いはあまり認 め ら れなかっ たが、 側板 ・ 底板等 、 棺材 の組合せ の違 いにより数種に分

類するこ とができる。八代地域 での近世墓の分 類は、 九州縦貫 自 動車道建設に伴 い調査された rJ I I 田 京坪遺

跡」 に詳細に述べ ら れているため 、 今回 の調査成果にお いてもその分 類を踏襲 している。
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木棺 土坑墓 内部構造は箱棺 ・桶棺の 2 種に大別 され、 検出 時の切 り合 いの 関係等 から桶棺が古 く 、 箱棺 が

新 しい埋葬形態 であると見 る事 ができる。桶棺(墓 ST 05 6) からは初鋳年代 が寛政 9年 ( 1 697) 以降に鋳造さ

れた(新) 寛永通宝 が出 土している。

木棺 土坑墓の種別 (J 1 1 田 京坪遺跡 より転載)

棺 a 棺 身 は棺の 底の 底板 より内側 に取り付 け ら れる点 で棺 b と共通 する。棺外側 部の 底板 は四枚の板で寄

せ木造 りされ、 接合 部の下部は対角線に組み合 わ せ た板で補強 している。四隅 には二対の長方形の ほ

ぞ が残っ ている。棺 は隅柱 横板型で、 底板 は三角 形の板でう め ている。

棺 b 棺 は間柱 横板型 であるが、 さらに棺の 外側に横板 を貼 っ ている。すな わ ち 棺の側板 が二重にな っ てい

るも の で ある。

棺 C 棺の台座 を井桁に組 み、 交叉 する部分はほ ぞ穴 をあけ 、 隅木 を立 てている。棺 底は 2 � 3 枚の 板 を並

列 させ ている。箱棺の 中 では最 も 類例 が多 い。

棺 d 棺 は隅柱横板式で、 棺 c に 類似す るが、 台座の 部分は井桁 に組 む も の の 、 四 隅 が突 出しな い。

棺 e 間柱の 外側 に 横板 を貼 る点 で、 棺 f ・棺 g と共通 する。棺 底は一枚板 。台座は棺 底の両側面 に設 け て

いる。

棺 f 長方形の棺身 で、 長軸 に そ っ て通 した 2 本の横木に細い板 を狭間隔 に 数枚並べ て棺 底としている。
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棺 9 2 本 の 横木の上 に 2 枚の 板 を置 き棺底 と す るも の で あ る。

棺 h 鍵 形隅柱の 内側 に 観測板 を取 り 付 け た も の で 、 棺底 は側板最下部内側 に取 り 付 け て 底 と して いる。

棺 i 側板が棺底の上 に 置 く も の で 、 棺底 は横木で補強 さ れ て いる。

棺 j 棺 i 同様 、 組IJ板 が棺底の 上 に 置 か れ て いるが、 そ の他の工夫 が見 られ ず 、 簡素 な も の で あ る。

棺 k 側板 は接合面 を斜 め に切 り 組み合 わ せ て いる。棺底 に は板の か わ り に 竹 を敷 いて いる。

棺 l いわ ゆ る桶棺の も の で あ り 、 土墳 は方形と 円 形と が認 め られ る。

書棺墓 ・木棺土坑墓 ・土坑墓 と も こ の地域で は、 比較的新 しい時期 ま で 営 ま れて いた 墓制の ひ と つ で あ る。

八代地域で は近年 ま で 土葬の風習 が一部 に残 っ て いた こ と が窺 わ れ る。聾棺墓 に使用 さ れ て いる聾 は飯胴薯 と

呼 ばれ西北九州の肥前地域 で 焼か れ て いた も の で あ る。

土坑墓 墓坑内に箱棺 ・桶棺 を入 れ な い掘 り 込みの みで構成 さ れ る形態 で あ る。方 形の掘 り 込み規模 は木棺

土坑墓 と 同 じ 規模 で あ る。

墓 STOOl 【棺 h 】 墓域の南辺 に位置 し方 形の墓墳 で 、 隅柱 を有 す る箱棺 で あ る。側板 は大部分 が腐食 し消

滅 して いるが、 一部 は内部 に 向 かつ て 崩 落 して いる。隅木 は円柱状 で先端が杭状 に 加工 さ れた も の が用 いられ

る。人 骨 は大腿部の骨 が残 さ れ て いた が水分 を多 く 含み、 取 り 上 げられ る状態 で はな か っ た 。副葬品等の遺物

は出土 して いな し 、 。

墓 ST002 【棺 j 】 墓域の南辺 に位置 し、 後 に 築造 さ れ た 墓 ST023 に よ り 切 られ て いる。棺 の残存状態 は良

好で側板 、 底板 と も 良く 残 っ て いる。倒l板 は木釘に よ り 接合 さ れ て いるの を見 る事 がで きる。人 骨 は残 っ て お

らず副葬品 も 出土して いな い。

墓 ST003 【棺 j 】 墓域南辺 に位置 し不定 形の墓壌 で箱棺 を有 して いる。土坑 はそ れ以前 に 作 られ て いた 墓

壌の掘 り 込み上 に あ るた め 、 一部不鮮明 な 部分 があ り 、 検 出した 時点 で は不定 形で あ っ た が、 本来 は方 形の掘

り 込 みで あ っ た と 思 わ れ る。棺 は大部分 が改葬時 に壊 さ れ て お り 棺底 がわ ず か に残 さ れ て いた 。棺 内か らは人

骨 、 副葬品等 の 出 土 は な か っ た 。

墓 ST00 4 【棺 j 】 墓域南辺 に位置 し、 2 段の掘 り 方 を持つ墓墳 を有 して いる。楕 円 を呈 す る墓墳 は 2 段の

ス テ ッ プ を持 ち 箱棺の あ る墓墳 に 至 る。箱棺の残存状態は悪 く 形を残 して いな い。残 さ れ た 板材 か らわ ず か に

棺 形が推定 で きる。改葬段階 で破壊 さ れ た も の と 思 わ れ る。人骨 、 副葬品等 は出土 して いな い。

墓 ST005 【棺 j 】 墓域南辺に位置す る。方 形の掘 り 込 みを有 し箱棺の埋葬 形態 をな して いる。箱棺 は土圧

に よ り 南東方向 に底板 を平行に保 っ た ま ま 押 さ れ 、 側l板が傾斜 して いる。側板の残 り は良く 、 木釘 も 側板 に 打
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た れた状態 で観察 できた。棺内 から は 人 骨 、 副葬品等の 出 土 は な い。

墓 ST006 【棺 j 】 今回調査 し た近世墓の な かで最 も 新 し い墓墳 と思 わ れるも の の ひ とつ である。掘 り方 は

楕 円 形 で 2 段掘 りを 呈 し 埋葬形態 は 箱棺である。棺の保存状態 は 良 好 で直立 した状 態 で約75 cm の側板 が残る。

人骨 は 僅 かでは あるが断片 的 に 残 さ れて いたがど の部位か判 断 出 来 な かっ た。副葬品 と し て 、 昭和27年 の 5

円 ・ 10円硬貨、 昭和35年の 10円硬貨が出土 し て いる。

墓 ST007 【ー】 方形 の 掘 り込み を 持つ墓塘 は 、 調査区の北辺近 く に位置す る。土坑墓 か ら は 、 棺の痕跡 が無

い事 、 出 土人 骨 片 が乱 れて いな い事等から 、 お そ ら く 棺 を 有 し な い方形土坑墓の可能性 が高い。副葬品等の 出

土 は 無 い。

墓 ST00 8 【ー】 調査区の 中央 よ りやや北側 に位置 し 方形の掘 り込み を 持つ墓墳 である。掘 り込 み の形 は 、 南

側 で墓 ST025 に切 ら れて いる事 と、 上端の一部が崩 落 して いたこ とから 、 不明 である。底部 か ら は 酉 に 寄 っ た

位置 に 楕 円 形の掘 り込 み が確認 さ れたが、 こ の土坑に伴 う も の かど う かは確認 できな かっ た。こ の土坑でも木

棺痕跡 は 確認 さ れず 、 お そ ら く 方形の掘り込み を 有 す る土坑墓の可能性 が高い。人 骨 、 副葬品等の 出 土 は 無 い。

墓 ST00 9【棺 d 】 調査区の ほ ぼ中央部 に位置 し 墓 ST0 10 を 切 るよ う に掘 り込 ま れて て いる。墓壌 は 方形の

掘 り込 み で箱棺 を 有 す る。上部 は 、 後世の整地等 で水平 に削平 さ れ半分以上が失 わ れて いる。人骨 ・副葬品等

の 出 土 は 無 \， \ 。

墓 ST0 10 【棺 j 】 墓 ST00 9に 隣接 し 、 墓 ST0 11を 切 るよ う に 築造 さ れて いる墓塘 である。墓墳 は 方形の掘

り込み で箱棺 を 有 す る。上部 は水平に削平 さ れて お り墓 ST00 9よ りも 残存状況 が悪 い。人骨 は 骨粉状 に 僅 かに

棺 底に 残っ て いたが部位 を 確認 す るま では 至 ら な かっ た。副葬品等 は 無 い。

墓 ST0 11 【棺 a 】 墓 ST0 10 よ り先行 し 、 こ の 墓地の最古 を な す桶棺 (墓 ST056) を 切 るよ う に 築造 さ れて

いる墓墳 である。掘 り方 は方形 を 呈 し 箱棺 を 有 し て いる。こ こ で確認 し た箱相 は 、 底部 に あたる底板 が広 く そ

の上に棺 を 補強す るよ う に対角線状 に 幅の狭 い板 を 漉 して いる。底板 が広 い分 、 墓壊 も 他と比べ ると一回 り広

く な っ て いる。棺内 に は 人骨 は 残っ て いな かっ たが、 歯が 9本 出土 し て いる。副葬品等の 出 土 は 無 い。

墓 ST0 12 【聾棺】 円 形 の 墓墳 を 有 し飯胴薯 を 利用 し た聾棺墓 である。墓墳 は 飯胴塞 よ り一 回 り大き く 掘 り

込 ま れて お り上端 、 下端とも 円 形 を 呈 す る。聾 は 中央 に 直立 す るよ う に据 え ら れて いる。口縁部は 内側 に 割 れ

て 落 ち 込 み そ の 周 辺 から 、 こ ぶ し大の川原石が多数検出 さ れた。蓋とな るも の は確認 できな いが、 木蓋の あっ

た可能性 も ある。川 原石 は そ の上 に 配置 さ れて いたも の では な かろ う か。人骨 は 嚢 底部 に 僅 かに 残っ て いたが

水分 を 多 く 含み脆弱 であっ たため 取 り上 げる こ とは できな かっ た。副葬品等 は 無 い。

墓 ST0 13 [ 一 】 墓域の南辺 に位置 し 墓 ST02 9に よ り切 ら れて いる。方形の 掘 り方 を 呈 し て いるが、 内部の埋

葬 施設 、 人 骨 、 副葬品等の 出 土 は 無 かっ た。埋葬形態 は 、 方形の掘り方 を 有 し 内部主体に木棺 を 有 して いな い

ため 、 土坑 に 直葬 さ れた土坑墓の可能性 が高い。

墓 ST0 14 【棺 h 】 墓 ST006 に 先 行 す る墓墳 である。方形の 掘 り方 を 呈 し 箱棺 を 有 す る。木棺 自 体の 残存状

況 は 悪 く 底板の一部と崩 落 し た側板の一部が残るの み である。隅柱の痕跡 がわ ず かに確認 できる。棺内 から は

人 骨 、 副葬品等 の 出 土 は 無 かっ た。

墓 ST0 15 【棺 l 】 墓域北側 に位置 し 、 墓 ST0 16に 切 ら れ て いる墓壌 である。内 部主体の木棺 は 残 さ れ て い

な いが土坑墓内 に 円 形 に 掘 り込 ま れた痕跡 があるこ とから 「桶棺j を 利用 し た墓壊 だ っ たと思 わ れる。墓墳 は

方形の掘 り方 を 持 ち 、 中央 に桶棺 を 据 え るため の掘 り込み を 有 す る。人骨 ・副葬品等の 出 土は 無 い。

墓 ST0 16 【棺 j 】 墓 ST0 15 を 切 る状態で検出 さ れた墓墳 である。方形 の掘 り込 み を 呈 し箱棺 を 有 す る。箱

棺 は 底部 が僅 かに 残るの み であり、 水分 を 多 く 含み崩 れかかっ た人骨 が残さ れて いた。副葬品等 の 出土は 無 い。

墓 ST0 17 【棺 j 】 やや不定形 であるが方形 の 掘 り込み を 持 ち 箱棺 を 有 す る土坑墓 である。棺の側板 ・ 底板

は腐食 し て 残っ て いな いが、 痕跡 と し て 捉 え るこ とができる。棺 底に は 人 骨 が残 さ れて いたが、 水分 を 多 く 含
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み取 り 上 げ‘ ら れ る状態 で は な か っ た 。 副葬品等の 出 土 は 無 い。

墓 ST0 18 [棺 j ] 墓 ST05 8と墓 ST056 を切 るよ う に 築造 さ れ た 土坑墓 で あ る。 方形の掘 り 込み を有 す るが、
西側 に 一段 ス テ ッ プ を持 つ 。 他の墓塘 よ り 残 り が 良 く 掘 り 込 ま れ た 墓墳の深度 は 最 大 1 65 .0 cm を測 る。 内部主

体 は 板材 を利用 し た箱棺 で側板 は 最 大 4 枚 ま で確認 で き る。 人骨 は 骨粉とな っ た 状態 で確認 で き た が、 部位や

範囲 は確認で き な か っ た 。

墓 ST0 1 9[ー] 墓域北側 に位置 し 墓 ST022 を切 るよ う に 築造 さ れ て いる墓墳 で あ る。 上端 で方形 を呈 す る

が下端 で 円 形 をな し て いる。 円 形 に掘 り 込 ま れ た 部分 に は 骨粉が広 カず っ て お り 桶棺 があ っ た 可能性 も否定 で き

な いが円形の掘 り 込み いっ ぱいに 骨粉が広 がっ て いるた め 、 桶棺に葬 ら れ た もの で は な く 、 直葬の可能性が高い。

墓 ST020 [棺 j ] 墓域の ほ ぼ 中 央 部に位置 し墓 ST055 に切 ら れ て いる墓墳 で あ る。 方形の掘 り 方 を呈 し 箱

棺 を有す る。 掘 り 方の上部は 墓 ST055 に 削 平 を受 け て いるが、 底部に は棺底 の 板材 が僅 か に残 さ れ て いる。 人

骨 ・副葬品等 は 無 い。

墓 ST02 1 [棺 j ] 墓域の 南辺 に 位置 し墓 ST04 9を切 るよ う に位置 し て いる。 掘 り 方 は 上端 、 下端 とも円 形

を呈 す るが主体部は 箱棺 を有 す る。 上端の 円 形 をな す土墳 部分 は 、 箱棺の残存状況 か ら 改葬時の掘 り 方の可能

性 もあ る。 棺内部か ら の 人骨 ・副葬品等 の 出 土は 無 い。

墓 ST022 [棺 h 】 墓域の 北側 に 位置 し 墓 ST01 9に 切 ら れ て いる状態 で検 出 さ れ た 墓墳 で あ る。 方形の掘 り

方 を呈 す る。 内部主体 は 箱棺 で あ っ た と思 わ れ るが、 調査段階 で は棺材 が腐食 し て いた と見 ら れ掘 り 方の み の

検 出で あ っ た 。 掘 り 方の 底 部か ら 人 の頭骨 を含 む 人骨 が出土 し て いる。

墓 ST023 [-] 墓域の 南辺 に 位置 す る墓墳 で あ る。 方形の掘 り 方 を有 す るが箱棺の存在 は確認 で き な い。

箱棺の彫 り 方 も確認 で き な か っ た た め 、 箱棺 を有 し な い土坑墓の可能性があ る。 人骨 は 頭骨 を含む 数点 が 出土

して いる。 副葬品等の 出土 は 無 い。

墓 ST024 [棺 j 】 墓域の 南辺 に 位置 し 墓 ST004 に切 ら れ て いる木棺墓 で あ る。 方形の掘 り 込 み を呈 し 、 箱

棺 を有 し て いる。 箱棺 は側板が腐食 し て 残 っ て お ら ず僅 か に 底板の 部材 の み が残 る。 人 骨 は 頭 骨 を含む 数点 が

出土 し て いる。 副葬品等の 出土は 無 い。

墓 ST025 [-] 墓域の ほ ぼ 中 央 に 位置 し 墓 ST00 8を切 るよ う に 築造 さ れて いる墓墳 で あ る。 上端の 一部は

卜 レ ン チ に よ り 削平 を受 け推定線に な っ て いるがほ ぼ方形の掘 り 方 を有 して いる。 土墳底 部か ら は 箱棺材の 一

部 と思 わ れ る木片 が出 土 し て いるが箱棺の形態 ま で は 分 か ら な い。 土墳底 部か ら 人骨 、 副葬品等の 出土 は な い。

墓 ST026 [一】 墓 ST025 に切 ら れ 一部は調査区外 (本線部分) に あ た っ て いる。 墓墳 は 方形 を呈 し 箱棺 を

有 す る。 箱棺 は 底 部の枠材 の み残 り 、 底板 ・傾IJ板 は残 っ て いな い。 人骨 は 枠材 と同 レ ベル に頭骨 を含み残 さ れ

て いた が、 す べ て脆弱 で あ っ た た め 取 り 上 げ ら れ な か っ た 。 上顎 に は 歯 が残 さ れ て いた 。

墓 ST027 [ー] 墓域の 南辺近 く に位置 す る。 墓墳 は方形 を呈 し 底 部に さ ら に 一段の掘 り 方 を持 つ 。 内部主

体 は 不明。 人骨 ・副葬品等の 出 土は 無 い。

墓 ST02 8 [棺 j ] 墓域の 南辺 に位置 す る。 方形の掘 り 込 み を呈 し 箱棺 を有 す る。 箱棺 は 底 部の板材 の み残

り そ の上 に 人 骨 が僅 か に 残 る。 人 骨 は 他の墓墳と同様 に 内部は ス ポ ン ジ状 に な っ て お り 取 り 上 げ は 不可 能 で

あ っ た 。 副葬品等の 出土は 無 か っ た 。

墓 ST029 【棺 c ] 墓域南辺部 に位置 し 、 墓 ST003 と 墓 ST021 に切 ら れ て いる。 墓墳 は や や 開丸 の 方形 を呈

し箱棺 を有 す る。 こ こ で使用 さ れ て いる箱棺 は 「棺 CJ タ イ プで今回の調査で は 2 例 し か確認 で き て いな い。

側板 ・底材 とも板材 を使用 し て いるが、 箱棺本体下 に井桁上 に 組 ま れ た 角 材上 に 安置 さ れ て いる。 棺内部か ら

は頭部 を含む 人 骨 が検 出 さ れ た が内部 がス ポ ン ジ状 に な っ て お り 取 り 上 げ は で き な か っ た 。 副葬品等の 出土は

無 か っ た 。

墓 ST030 【ー] 墓域の南辺部に位置 す る墓壌 で あ る。 問丸の方形 を呈 し 内部に さ ら に 一段の掘 り 方 を有 す
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る。内部主 体は不明 である。人骨 ・副葬品等 の出土は無 い。

墓 ST 031 【棺 a ) 調査時 の掘 り方 はやや不定 形の墓壌 であるが、 本来 の墓横 は方 形の掘 り方 であっ たと思

わ れる。恐 ら く 改葬時 の掘 り方 の一部が残っ ていたものとお もわ れ、 上端が不定 形である。主 体部は箱棺 を有

し残存状況は良い。人骨 ・副葬品等 の出土は無い。

墓 ST 032 【棺 j ) 墓 ST 012(聾棺) に切 ら れている墓塘 である。掘 り方 の一部が掘 り足 らない部分もあっ

たが、 他の墓場と同様に方 形の掘 り方 を呈 し箱棺 を有 している。箱棺 は残存状況が良く 底 部には人骨 の一部も

残されている。箱棺 底部からは昭和 7 年鋳造 の 5 銭円硬貨 が 1 点 出土している。

墓 ST 033【棺 j 】 墓 ST 034を切 るよ う に築造されている墓墳 である。方 形の掘 り方 を呈 し箱棺 を有 する。

掘 り方 の一部は南側 で中段 を形成するよう にス テ ッ プを有 する。

内部主体は箱棺であるが、 内部には人 骨 の痕跡 が う っ すら分かる程度に残されている。副葬品には昭和 21 年鋳

造 の1 0銭硬貨 が 1 点 出土している。

墓 ST 034 [棺 h 】 墓 ST 033により切 ら れている墓壌 であるため 、 箱棺 の半分程度 しか残っ ていない。掘 り

方 は方 形を呈 し、 他の墓墳と同様の形態 である。箱棺 は掘 り方のみ残り、 棺材 の残りは少 ない。人 骨 は頭骨 を

含め僅 かに残るが、 ス ポ ン ジ状 で取り上 げは 不可能であっ た。副葬品等 の出土は無 い。

墓 ST 035 【一 】 墓域 の北辺に位置 する墓墳 である。隅丸方 形の掘 り方 を呈 し、 上端 ・下端 とも方 形で、 底

部でさらに円 形に掘 り込みがあ る。円 形の掘 り込みはやや楕 円 形を呈 し棺材 の出土は無 かっ た。恐 ら く 、 棺 を

有 しない土坑墓の可能性が高い。人骨 の一部が残されていたが脆弱 で取り上 げ は不可能 であっ た。副葬品等の

出土は無 い。

墓 ST 036[棺 a 】 墓 ST 006に切 ら れている墓墳である。墓墳 の掘 り方 は墓 ST 006の掘 り方により明確 に確

認 されていないが、 掘 り方 の下端が方 形を成しているため 上端も同様の掘 り方 を呈 していたものと思 わ れる。

棺 は側板が良く 残っ てお り棺 の構造 を知 るこ とが出来 る。人骨は棺底に僅 かに骨粉状 で‘ 残っ てお り部位等 は確

認 できない。副葬品等 の出土は無 い。

墓 ST 037 【棺 I (桶棺) 】 墓 ST 061に切 ら れている墓壌である。同様の形態 をしている墓墳等 の切 り合 い等

から桶 棺 を利用 した墓墳 は当 遺跡 では最古段階 の埋葬 形態 であると思 わ れる。

掘 り方 は上端 ・下端 とも方形を呈 しほ ぼ中央部に桶棺 が直に安置される。人骨 は棺底に僅 かに骨粉状態 で残さ

れている。副葬品等 の出土は無 い。

墓 ST 038 【- ) 墓 ST 063を切 るよう に築造された墓壌 である。上端 の掘 り方 は方 形を呈 し下端 もやや歪 な

方 形を成している。側板 の一部が残されているが、 棺底 の部材 は残されてお らず棺 形態 を復元するまでには至

らない。人骨 は頭骨 を含み検 出したがすべ てス ポ ン ジ状に変化 してお り取り上 げま でには至 らなかっ た。副葬

品等 の出土は無 し 、 。

墓 ST 039[ー] 墓 ST 006と墓 ST 036に切 ら れている墓壌 である。墓墳 は上端 ・下端 とも円 形を呈 し主 体部

である箱棺 は有 していない。墓墳底 面は平 らで掘 り込みも見 ら れないこ とや、 人 骨 が底 面からやや浮 いた位置

で出土しているため 円 形の掘 り方 を呈 する土坑墓 だ っ た可能性が高い。副葬品等 の出土は無 い。

墓 ST 040【一] 墓域 の北辺に位置 する墓場 である。こ の墓墳 を境にして地 形が北側ヘ落 ち 込 ん でいる。墓

墳 は上端 ・下端 とも方形を呈 している。箱槽 の痕跡 は無 く 、 土坑底 部から検 出した人 骨 が広 い範囲 で検 出され

たため 土坑墓 であっ た可能性が高い。人 骨 は骨盤 を含み検 出されたが水分 を多 く 含ん でス ポ ン ジ状になっ てお

り取り上 げ‘は出来 なかっ た。

墓 ST 041 [-】 墓 ST 035 ・墓 ST 047に切 ら れた墓墳 である。上端 は方 形を呈 するが下端 はやや不定 形な掘

り込みを有 する。底 部中央に箱棺 の痕跡 カf僅 かに残るが棺は残されていなかっ た。主 体部は箱棺があっ た可能

性 が高い。人骨 ・副葬品等 の出土は無 い。
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墓 8T04 2 [棺 a 】 墓 8T0 20 に切 ら れる墓墳 である。方形の墓墳 を呈 し箱棺の主体 部を有 していたと思 わ れ

る墓墳 である。棺 は残っ ていな いが箱棺 があっ た痕跡 が墓壌中央部に見 ら れる。棺構造 は棺 a の タ イ プに分類

されると思 わ れ棺底 に板材 を敷 き 箱棺 が安置 されていたよ う である。人骨 ・副葬品等の 出 土は無 い。

墓 8T043 [塞棺] 墓 8T0 1 2と同様に飯胴聾 を利用 した埋葬形態 を有 する。掘 り方 は方形気昧 であるが明確

に方形 ・ 円 形 いず れかを意識 した掘 り方ではな い。聾 は土圧 で胴 部にひ びが入 るがほ ぼ完形 で出 土している。

上部には蓋に利用 したと思 わ れる播鉢が口 を合 わ せ るよ う に出 土している。宿鉢の底 部は割 れて聾内部に落 ち

込 ん でいる。聾内部には頭骨 を含む 人 骨 が検出 された。副葬品等の 出 土は無 い。

墓 8T044 [棺 j ] 墓 8T0 25 に切 ら れている墓壌 である。上端 ・下端 とも方形の掘 り方 を有 し内部に箱棺の

痕跡 が残る。箱棺 は側板の 一部が残されていたが全体に土壌化 している。掘 り方と箱棺の 軸 はややず れが見 ら

れるが、 ほ ぼ掘 り方 の 中 央 に安置 されている。人 骨 は箱棺底 部に僅 かに残されていたが取り上 げる までには

至 っ てな い。副葬品等の 出 土は無 い。墓壊の西側の掘 り方の 2/ 3 、 箱棺の 1/ 2が調査 区の 外 に出 てお り全

体形の検出 ではな い。

墓 8T045 【棺 a 】 墓 8T04 6に切 ら れている墓壌 である。方形の 掘 り方 を呈 し箱棺 を有 している。墓墳の 1

/ 2は調査 区の西側 に出 てお り未 調査 とな っ ている。棺内部からは人骨 ・副葬品等の 出 土は無 い。

墓 8T04 6[ー】 墓 8T045 を切 るよ う に築造 されていた墓墳 である。方形の掘 り方 を呈 する。内部主体には

箱棺の痕跡 が僅 かに残るため 、 箱棺 があっ たもの と思 わ れる。棺の形態 は不明 である。

墓墳 は西側の 1/ 2が調査 区外に出てお り未 調査である。棺内部からは人骨 ・副葬品等の 出 土は無 い。

墓 8T047 [ー】 墓域の北辺に位置 し墓 8T040に切 ら れている墓壊 である。方形の掘 り方 を呈 し主体 部は箱

棺の痕跡 が残る。箱棺の形態は確認でき な いがお そ ら く 棺 j の可能性 が高い。棺内 部には人骨 が残されていた。

副葬品等 の 出 土は無 い。

墓 8T04 8 [棺 j ] 墓 8T003 ・墓 8T0 2 9・墓 8T0 21の墓墳(墓域南側) に切 ら れている間丸方形 の 掘 り方 を

呈 する墓墳 である。内部主体は箱棺 を有 する。棺内部には人骨の 一部が骨粉状 で‘ 残っ ていたが骨 部位の確認 は

でき な かっ た。棺材の 一部は土壌化 し始 め ていたが僅かに底板 が確認 でき た。副葬品等 の 出 土は無 い。

墓 8T04 9【棺 h 】 墓 8T04 8同様に墓 8T003 ・墓 8T0 2 9・墓 8T0 21に切 ら れている墓壌 である。墓域の南辺

に位置 している。上端 は多数の墓墳に切 ら れてお りラ イ ン は不鮮明 な とこ ろ もあ っ たが、 方形 を基 調とし、 や

や不定形 な 墓墳 である。内部主体 は箱棺 であり側板 ・底板とよ く 残っ ている。棺底 には頭骨 を含む 人 骨 が残さ

れていた。副葬品等の 出 土は無 い。

墓 8T050 [一】 墓 8T03 2の ほ ぼ直下 から検 出 された墓墳 である。上端 ・下端 とも方形 を呈 している。内部

には箱棺の痕跡 カf確認 されな いこ と、 墓塘底部に広 く 人骨 が広 がっ ているこ とから土坑墓の可能性が高い。人

骨 は土坑墓底 部から出 土しているが、 水分 を多 く 含みス ポ ン ジ状にな っ ていた。副葬品等の 出 土は無 い。

墓 8T05 1 [棺 j ] 墓 8T0 1 2(聾棺) の 直下に残されていた墓墳である。方形の 掘 り方 を呈 し箱棺 を有 する。

上端の大半は残されていな いが底部まで掘 り込みを検 出した結果 、 底 部が方形 であっ たこ と、 上端の 一部が直

線的に確認 されたこ と等 から、 方形の 掘 り方 であっ たこ とが確認でき る。棺材 は側板の み検 出 でき たが'底板 は

検出 されな かっ た。人 骨 は棺内に一定 の レ ベル で検 出され棺底の板があっ たこ とが想定 される。副葬品等 の 出

土は無 い。

墓 8T05 2 【棺 j 】 墓 8T03 1に切 ら れ、 方形 を呈 し箱棺 を有 する墓墳 である。箱棺 はやや掘 り方の西側に位

置 し、 他の墓壌と違 い片寄 りがある。箱棺 は底板が僅 かに残るの みであり側板等 は腐食 して残されていな し 1 。

棺内からは人 骨 の 一部が出土している。副葬品等の 出土は無 い。

墓 8T053 【棺 j ] 墓域の 南辺近 く に位置 し墓墳の西側 1/ 2が調査 区外 に伸 びている墓壌 である。掘 り方

は方形 を呈 し箱棺 を有 している。箱棺 を含む 墓墳 は上部が改葬時に削平 を受 け て残 りは悪 い。僅 かに残る箱棺
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は底部と側板の下 部である。棺内には底部に水分 を含み脆弱 となっ た人骨 が、 部位 も分 からない状 態 で検 出さ

れた。人 骨 の ほ かには副葬品等の 出土遺 物は無 い。

墓 ST 05 4 (ー] 墓 ST 043(聾棺)に切 ら れている比較的新 しい墓墳の ひ とつ である。方 形の掘 り方 はやや

歪 ん でいるが上端 ・下端 とも平行に検 出できたため最初 からの もの と思 わ れる。他と比 べ 粗 い作 りの墓塘であ

る。墓墳 底部には人 骨 が良 好な状態 で残されている。箱棺等の 部材は無 く 、 掘 り込 みも確認 できなかっ たため 、

箱棺 を有 しない土坑墓 であろ う 。棺内からは副葬品等の 出土は無 い。

墓 ST 055 (棺 h ] 墓 ST 05 4，こ切 ら れている墓墳 である。墓墳 は隅丸方 形を呈 し箱棺 を有 している。箱棺 の

棺材 は他に比べ ると材 質がしっ かりと残っ ている。崩落 している部材 はすべ て側板 で天井 部材 ではない。棺 底

には僅 かに人骨 が残るが骨粉状態 で残りは悪 い。副葬品等の 出土遺物は無 い。

墓 ST 05 6(棺 | 】 墓 ST 037 と同様の桶棺 を使用 している墓墳 である。本調査区 では最 も古 い部 類に入 る墓

墳の ひ とつ である。墓墳はやや崩 れかかっ た方 形の掘り方 を呈 し桶棺 を有 している。桶棺は残存状況が悪 く 底

板材 の みが残され、 底板の 上 から f(新)寛永通宝j が 1枚 出土 している。人骨 は残っ ていない。

墓 ST 057 ・墓 ST 073 (棺 j ・棺 f 】 墓域の北辺近 く に位置 し一部が調査区の 外になる墓墳 である。方 形の

掘 り方 は他の墓墳に比べ 、 一回 り大 き く ほ ぼ正方 形を呈す る。墓墳内部からは人骨 を伴 う 箱棺 が出土 している

が、 さらにその下 部からも う 一基 、 箱棺 が検 出されている。

2 基の箱棺 は当初 、 上下 とも同ーの箱棺の想定 も検討 したが、 平面 形にややず れがあるこ と、 両棺 ともそ れぞ

れ別 の タ イ プの棺 がある事等 から、 2 時期の埋葬があっ たと判 断 した。後 に築造 された墓 ST 057 は 「棺 jJ の

タ イ プが用 いら れ、 下 部の箱棺 は 「棺 fJ の タ イ プを使用 している。

暮 ST 057の箱棺 からは人骨 が出土 しているが水分 を多 く 含み脆弱 であっ た。副葬品等の 出土遺 物は無 い。また、

墓 ST 073は棺 底部の みの 出土 であり、 人骨 ・副葬品等の 出土遺 物は無 い。

墓 ST 05 8 (棺 j ] 墓 ST 018に切 ら れている墓墳である。方 形の掘 り方 を呈 し僅 かに箱棺の痕跡 を留 め てい

る墓壌 である。掘 り方下端 で棺材の 一部と箱棺の掘 り込みが見 ら れる。人骨 は棺材の 横で‘水分 を多 く 含みス ポ

ン ジ状 と化 して出土 している。部位 は不明 である。副葬品等の 出土遺 物は無 い。

墓 ST 05 9【棺 j 】 墓 ST 05 8に隣接 し墓 ST 018に切 ら れている墓境 である。墓 ST 05 8同様に方 形の掘 り方 を

有 し箱棺の痕跡 を残している。掘 り方 底部に僅 かに棺材 が残っ ているため箱棺による埋葬があっ たこ とが窺 え

る。内部からは棺材の 一部が出土 しているが人骨 ・副葬品等の 出土 は無 い。

墓 ST 060(棺 j 】 墓 ST 042によっ て切 ら れている墓壌 である。 2 / 3 は調査区の西側にあり未調査である。

墓墳の 掘 り方はやや不定 形で、 方形 を呈 し箱棺 を有 する。箱棺の 残りは良 く 材 質ともしっ かりしていた。内部

からは人骨 ・副葬品等の 出土 は無 い。

墓 ST 061 (棺 b 】 墓 ST 037(桶棺)を切 るよう に築造されている墓墳 である。 2 / 3 が調査区 の 外にあた

り宋調査である。方 形の掘 り方 を呈 し箱棺 を有 している。箱棺内部からは人骨 が出土 しているが取 り上 げる に

は至 っ ていない。副葬品等の 出土 は無 い。

墓 ST 062 ( 一 】 墓 ST 004と墓 ST 03 1によっ て切 ら れ平面 形がほ とん と‘ 残っ ていない墓塘 である。僅 かに方

形 に掘 り 込 ま れた掘 り 方 が確認 で きた 。主体部 に箱棺 を 有 し て いたか は不明 だ が棺材 が.出土 し て いないこ と 等

から土墳墓 であっ た可能性カf高い。

墓 ST 063 【棺 h 】 墓域の北辺に位置 し墓 ST 03 8に西側 を切 ら れて いる墓墳 である。掘 り 方 は方形 であるが

やや東西に主軸 をお き長方形 を呈 している。内部主体は箱棺 であっ たと思 わ れるが腐食 して残っ ていない。内

部には人 骨 が 良 好な状 態 で積 出できた。頭骨 は西側 に向 かつ て落 ち 、 背 は東 にありもた れるよう に酉 を向 かい

埋葬 されているの が窺 え た。副葬品等の 出土 は無い。

墓 ST 064 (棺 j ] 墓域の 南辺近 く に位置 し、 墓 ST 043 、 墓 ST 054に切 ら れている墓墳 である。掘 り方 は方
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形 を呈 し箱棺 を有 す る。箱棺内部 に は頭骨 を含 む 人 骨 が残 っ て いた 。副葬品等の 出土は無 い。

墓 8T 065 [- ) 墓域北辺 に位置 し、 墓 8T 07 0を切 り築造 さ れて いる墓墳 である。隅丸方形 の 掘 り方 を呈 し

内部 に箱棺の痕跡 が残る。内部 に は掘 り方 いっ ぱいに 広 が っ た 状態 で人 骨 が 出土して いる。人 骨 は頭骨 を含み

多 く 残るが 、 水分 を多 く 含ん でお り取 り上 げは出来 な か っ た 。

墓 8T 066【 ー】 墓 8T 01 6に 切 ら れて いる墓横 である。墓墳 は方形 を呈 し箱棺 の あっ た こ と を窺 わ せ る掘 り

方 が残る。掘 り方 底部 に は頭骨 を含み人骨 が残 る。人骨は水分 を多 く 含み 取 り上 げ は難 しか っ た 。副葬品等の

出土は無 い。

墓 8T 067 【 ー】 墓域の北辺近 く に位置 し他の墓墳 に 切 ら れて いな い墓墳 である。方形の 掘 り方 を呈 して い

る。内部 に は箱措の 掘 り方 、 部材 は無 く 土墳墓の可能性が高い。内部 に は人骨 と 陶 器の破片 が あり埋葬 さ れた

に して は不 自 然 な た め 、 改葬 さ れた 可能性 が ある。箱棺の掘り込み や部材 が残 っ て いな いた め 土坑墓の可能性

が高い。

墓 8T 068 【棺 c 】 墓 8T 021と 墓 8T 04 8に 切 ら れて いる墓墳 で ある。墓墳全体の半分位 しか 残 さ れて いな い

が方形の掘り方 を呈 して いた もの と 思 わ れる。内部の箱棺 は底部 が良 く 残 っ て お り木材の組み 合 わ せ が観察 で

きる。こ こ に み ら れる箱棺 は当遺跡内では珍 し く 2例 しか確認 さ れて いな いタ イ プである。

墓 8T 069【 一 】 墓域の 南辺 に位置 し掘 り方の ほ と ん ど が調査区 の外 に 出て いる墓墳 である。墓墳の 形 態 は

一辺が直線 で開 が 2点確認 さ れて いるた め方形 を呈 して いた もの と 思 わ れる。内部主体 は墓墳の 一部 しか調査

を実 施して いな いた め 不明 である。出土遺 物は箱棺の一部であると 思 わ れる木片 が 3 点 出土して いる。

墓 8T 07 0【 ー 】 墓 8T 065 に切 ら れて いる墓壌 である。調査区の西側 1/ 5 は調査 区 の 外 に 出て お り未調査

である。墓塘 は方形の 掘 り方 を呈 し、 内部 に箱棺 を有 して いた痕跡 と して さ らに 方形の掘 り方 を見 るこ と がで

きる。箱棺掘 り方の 底部 に は頭骨 を含 む 人 骨 が多数残 さ れて いた 。副葬品等 を含 む 遺 物の 出土は無 い。

墓 8T 07 1 【棺ー】 墓域の 北辺に位置 し、 掘 り方の大半が調査区の外 に ある墓壌 である。掘 り方内部 に は箱

棺の 一部 が顔 を覗 か せ て いるが 、 調査区の外 に あた るた め 形態は不明 である。人骨 は僅 か に 箱棺上 に 頭 骨 の 一

部 が 出土して いる。副葬品等 を含 む 出土遺 物は無 い。

墓 8T 07 2 【 ー 】 墓墳の 掘 り方の大半 が調査区外 に あた り、 方形の 掘 り方の 1角 の み検 出 さ れた 墓塘 である。

掘 り方内部 は垂 直 に 掘 り込 ま れ、 内部主体は未確認 である。副葬品等の 出土遺 物は確認 できて いな い。

1 ) 溝 ・ 土坑 ・ そ の他の調査 ( Fig . 16......20) 

溝 80 001 近世の 流路側 (東側)か ら延 び る溝状遺構 である。幅 は不定形 であり一定 して いな い。断面形

か ら 2本の溝の可能性が 高いが掘 りこ み が 、 浅いた め 明確 に 分 け ら れな いと こ ろ が多 い。土層 は上下の 2層 に

分層 できる。下層 に 僅 か に 礁 を含 む 。溝 80 002と 主軸 が同 じ であるた め 、 別 時 期 の 遺構 と 言 う よ り潜 80 002

が残 っ て いた段階 での一部分掘 りな お しの遺構 と 思 わ れる。

溝 80 002 溝 80 001に よ っ て 切 ら れて いるが 、 溝 80 001に 先 行 す る時期 に 掘 ら れて いた 遺構 であろ う 。遺

構の幅は約35. 3 cm 、 深 さ は約 20. 9cm で逆台形 を呈 して いる。出土遺 物は無 か っ た が 、 埋 土の状況 か ら近世の

遺構 と 判断 した 。

溝 80 003 溝 80 001・ 溝 80 002と 平行 して いる 遺構 で あ る 。幅 は約65. 2 cm 、 深 さ は約20. 5c m で逆台形 を な

して いる。出土遺 物は無 いが 、 溝 80 002と 同様に埋土の状況 か ら近世の遺構 と 判断 した 。

溝 80 004 溝 80 003の北側に位置 し、 遺構の端 が調査区の外 に 伸 び る遺構 である。平面形 は幅 が約35. 1 cm

か ら7 0. 8cm と やや不定 である。

土坑 8K 001 長 径約 65. 3 cm 、 短 径約5 0. 0cm の摺鉢状の土坑 で ある。土層 の堆積状況 が 底面近 く で 、 薄 く キ

メ の細 か い土が堆積 して いた た め 、 自 然 に 埋 まっ た も の と 思 わ れる 。出土遺 物は無 いた め 遺構の性格は不明 で
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ある。

土坑 SK 002 長径約 7 5.4cm 、 短 径約 55. 7 cm の長方 形の土坑 である。残存 土層は上下 の 2層で下層にお いて

シ ル 卜 質が強 く なる。堆積状況は長径にそっ てほ ぼ水平 である。出土遺物は無 い。

土坑 SK 003 長径約 63.1 cm 、 短 径約 60.5cm のほ ぼ円 形の土坑 である。残存 土層は上下 の 2層であり、 下層

にお いてややシ ル ト 質が強 く なる傾向 がある。断 面形は逆台 形の状態で下端 も円 形をなしている。

土坑 SK 004 溝 S0 003に切 ら れている土坑である。最大幅 は溝 S0 003に沿 っ ている部分で約 225. 9cm を測 る。

溝 S0 003の南側 に検 出できていないので楕 円 形をなす 土坑 であろ う 。残存 土層は上下 の 2層でこ こ でも、 下

層でシ ル 卜 質が強 く なる傾向 がある。出土遺物は無 い。

土坑 SK 005 土坑 SK 007 を切 るよう に位置す る楕円 形を呈す る遺構 である。下端 もほ ぼ上端 同様に楕 円 形を

している。土層は単層(暗 灰色粘 質土)で堆積状況を確認 す るこ とはできなかっ た。出土遺物は無 い。

土坑 SK 006 土坑 SK 005同様 に土坑 SK 007 を切 っ ている楕 円 形の土坑 である。長径約 7 5. 3cm 、 短 径約

60.1 cm 、 深 さ約 30.8cm を呈 している残存 土層は単層(暗 灰色粘 質土)で推積状 況 を確認 す るこ とはでき な

かっ た。出土遺物は無 い。

土坑 SK 007 遺構 の一部が調査区の外にあり楕円 形を呈す る土坑 である。直 径は約 10 8m を測 る。残存 土眉

は単層(暗 灰色粘 質土)で土坑 SK 005・土坑 SK 006とも同 じ 埋土であっ たため 、 切 りあい関係は不明 である。

しかし、 他の遺構 と同様に近世 の埋 土であるため 遺構 の時期 は近世 としている。

土坑 SK 008 土坑 SK 007に切 ら れている土坑 である。プラ ン は不定 形であり、 複数の遺構 が切 りあっ ていた

可能性 もある。遺構 の一部は調査区外(本線 部分)に広 がっ ている。出土遺物は無 い。

土坑 SK 009 溝 S0 002と溝 S0 003に挟ま れた位置に土坑 SK 001を切 っ ている楕 円 形を呈 している土坑である。

長径約 12 6. 6cm 、 短 径約 11 0. 4 cm を測 る。断 面形は緩 やかな播鉢状 である。埋 土は単層(暗 灰色粘 質土)で確

認 された。出土遺物は無 い。

土坑 SK 01 0 検 出できた範囲 ではほ ぼ 円 形を呈 している。直 径は約 11 0. 2cm で遺構 の一部は調査区外(本線

部)にかかっ ている。断 面形は緩 やかな描鉢状 をなしている。出土遺物等 の出土は無 い。

土坑 SK 011 調査区の東側 に位置 し平 面プラ ン の大部分が調査区の外に出ている。検 出プラ ン は隅丸方 形を

呈 し一辺が約 1 05.1 cm を測 る。埋 土は単層(暗 灰色結 質土)であっ た。出土遺物は無 い。

土坑 SK 012 遺構 の隅 をわ ず かに土坑 SK 011に切 ら れている遺構 である。底部には柱穴状 の窪 みがあるが柱

痕 も確認されず に埋土に単層(暗 灰色粘 質土)である。こ れら柱穴状 の遺構 は土坑 SK 01 2に伴 う ものかど う か

は確認 できなかっ た。

土坑 SK 01 3 土坑 SK 014を切 るよう に掘 り込ま れている遺構 である。平 面プ ラ ン は不定 形の楕円 である。下

端 のラ イ ン がそ れぞ れ独立 しているため 本来は 2つ の遺構 が切 りあっ ていたものと思 わ れる。出土遺物は無 い。

土坑 SK 014 土坑 SK 01 3に切 ら れている遺構 である。平 面プ ラ ン は楕 円 形を呈 し埋土に暗灰色粘 質土を持 つ 。

断 面形は垂直に掘 りこ ま れた U 字状 を呈 している。遺物は無 い。

土坑 SK 015 近世墓 の北側に位置 している遺構 である。SK 01 9と SK 021に隣接 している。直 径約 32. 7 cm で平

面 プ ラ ン は円 形で ある。断面 は浅 く 、 相当削平を受 け てお り 遺構 の性格 を推定 す るには至 ら な い。出土遺物は

無 い。

土坑 SK 01 6 直 径7 9.4 cm を測 る円 形を呈 している不 成形土坑 である。掘 り込 みはほ ぼ垂 直 に入 り、 逆台 形

をなしている。埋土中 からは離 が 1点 出土しているが、 時期 を示 す 遺物等 の出土は無 い。

土坑 SK 01 7 SK 015の北 に位置 す る遺構 である。直 径が約 22cm 、 深度は約 1 0cm を測 る。底はほ ぼ フ ラ ッ ト

である。出土遺物は無 い。

土坑 SK 018 長径約 1. 95m を呈 す る不定 形土坑で全体の 4分の 1は調査区外にあたり、 一部撹乱により切 ら
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れている。下端 は フ ラ ッ ト で掘 り込 み は緩や か である。底部に柱穴 と思 わ れる堀込 み が 2 箇所確認 さ れるが、

上部 を撹乱によ り失 い、 こ の遺構に伴 う もの か は確認できな か っ た。土坑内 よ りの 出土遺 物等 は 無 い。

柱穴 SP 001 近世墓の北 に位置 し 1基の み独立 した遺構 で ある。柱穴の可能性がある。しか し、 周 囲 に 対応

す る柱穴 が確認 さ れていな し 、 。遺構の 直径 は 約35 .2cm の 円 形 で途 中 か ら 二段に 掘 り込 ま れているの が確認 さ

れる。底部 は ほ ぼ水平 をな している。出土遺 物は 無 い。

柱穴 SP 002 近世墓の南 に位置 し楕 円 形 を呈す る遺構 である。直径約36 .4cm 遺構深度 は23 .5cm で、 底部 は

ほ ぼ水平 をな している。SP 003 と対応 す る柱穴の可能性が高い。土層断面 では柱抜取 り痕 と思 わ れる V 字状の

埋土 が確認 さ れている。

柱穴 SP 003 SK 017の南に位置 す る遺構 である。直径約 40.2cm 、 深度 は 約 40.5cm を測 る。SK 017同様柱穴の

可能性 が高い。土層断面には柱痕と思 わ れる直径 16 . 0cm の柱状土層 が残る。また、 掘 り方 は柱痕部 分 が一段

下 がっ てお り柱 を固 定 できる工夫 が窺 わ れる。出土遺物等 は 無 い。

流路 1- 5 (大田 の 井 出跡) (Fig .  1 9) 調査区の南 に位置 し調査区 を横切 るよ う に 検 出 さ れた。調査区の

南端 に は検 出さ れた流路と平行 に 現在 も八代平野 に 向 か う 水流が ある。

検 出さ れた流路 は こ の大田 の 井 出が作 ら れた江戸時代以降、 幾度 か の 改修 を受 け な がら 現在 まで、至 っ ている。

現在の流路と近世薩摩街道 は 、 本調査区の付近で僅 か に 山側ヘ膨 ら ん でお り、 そ の 際 に 流路 が現在の場所 に 移

動 したもの と思 わ れる。流路内 か ら は近世の陶器 ・磁器の類が多数出土 している。また、 五輪塔 ( 時期不明)

の火輪が流路内 でロ ー リ ン グ を受 け た状態 で出土 している。

そ の他 上記で報告 した以外 に近世墓南 に位置す る (X =55 12 0- X =55 13 0聞) に 不定形土坑 、 溝等 が検 出

さ れたが、 こ れら 遺構 に は調査前段階 に耕作 さ れていた畑の土が入 っ ていたため極 め て現在の耕作 に伴 う もの

として、 図示 は しているが文章 に は 取 り上 げ.ていな し 、 。

2 ) 出 土遺物

4区 か ら の 出土遺 物は コ ン テ ナ 12箱 である。そ の 中 に は 、 近世加藤氏 に よ る球磨川 改修の お りに 整備 さ れた

「大田 の 井 出」 跡 か ら 出土 した大量の近世陶器 ・磁器 を始め 、 近世墓に伴 う 閉 じ く 陶器 ・磁器類、 中 世 の 流路

跡 か ら 出土 した古代 か ら 中世 に 渡 る須恵器 ・土師器 ・陶器類がある。しか し、 最 も注 目 さ れるの は 中世の土坑

か ら 出土 している在地系土師皿 に 東播系 の播鉢片 が共伴 し ている資料と、 最終遺構面 である古墳時代初頭の溝

か ら 出土 している土師の壷 ・聾類がある。

No.66 聾棺 (蓋 ・播鉢) 口径 16 .7cm 底径 4 9.4cm 器高1 9.6cm

近世遺構 出 土遺物

陶器・ 磁器

嚢棺(Fig. 44)

ST 043の埋葬 に利用 さ れていた聾棺の蓋 で、 内部 に使用痕 を持つ播鉢 である。体部 は粘土紐積成 形 で ナデ調

整で仕上 げ る。内部櫛 目 は 、 目 が細 か く 寸分無 く 詰 め ら れ揺 り目 が施 さ れる。口縁部直下 は 揺 り目 の上端 を揃

え るよ う に 最 後 にナデ消 さ れている。紬薬 は鉄柚 で 、 器面 は外器面 と揺 り目 を除 く 内器面 は や や茶褐色 を呈す

る。焼成 は 良 好 である。

No.67 聾棺 (飯胴薯) 口径 4 9.8cm 底径25 . 0cm 器高80. 0cm

上記の播鉢と対 とな り、 墓 ST 043の埋葬用聾 で ある。器面 に は 成形時の粘土紐積上 げ痕 、 叩 き痕 が僅 か に 窺

え るが図示 までは至 ら な し 、 。体部 は 中位 よ りや や上方に最大径 があり、 一度 しまり垂直 に 立 ち 上 がる。口縁端
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部 は短 く 外反 す る。頚部内 面 に 指頭幅の軸拭取 り 痕跡 が見 ら れ る。

No.6 8 聾棺 (飯腕聾) 口 径52. 0cm 底径27. 0cm 器高80. 4 cm

墓 ST 012に使用 さ れ て いた聾 である。器面 に は成形時の積上 げの覆跡 が窺 え ると共 に 、 胴部内面 に は板状叩

き痕 (幅約 5 cm) を見 る事 が できる。胴部外面 に は叩 き痕 は見 ら れ な い。休部 は中位 よ り 上方 に 最大径が あ

り 、 口縁部立 ち 上 が り 下 で一度締 ま る。口縁部 はや や外反 しな が ら 垂直 に 立 ち 上 がる。頚部 内 面 に 指頭幅の柚

拭取 り 痕跡 が見 ら れ る。

磁器 ・ 陶器 ( Fig . 45) (詳細デー タ は観察表 を参照の こ と。)

No.6 9 染付 け皿 (肥前系) 調査区内 出土の磁器 。描か れ て いる図柄 は不明 である。

No.7 0 染付 け皿 (肥前系) 調査区内 出土の磁器。描か れ て いる図柄 は不明 である。

No.7 1・ 72 染付 け椀 (肥前系) 調査区内 出土の磁器。肥前系磁器 で多 く 使 わ れ て いる網 目 文の 椀 である。

No.73 染付 け筒型椀 調査区 内 出土の磁器 。描か れ て いる図柄 は不明 である。

No.74 染付 け皿 (肥前系) 調査区 内 出土の磁器。図柄 は格子文 である。

No.汚 染付 け皿 (肥前系) 調査区 内 出土の磁器 。描か れ て いる図柄は不明 である。

IV 区 近世 出 土遺物 ( Fig . 46)

No.76 壷 ( 八代産) 調査区 内 出土の遺物 である。外面 に 叩 き痕 が僅 か に 残 るが 、 工具 ま では判別 できな い。

内 面 は同心円文の工具痕が明瞭に残る。口縁上部 は軸 薬施 さ れ ず 、 貝跡 ( 貝 目 ) が 3 箇所確認 できる。

No.77 天 目 茶椀 調査区 内 A - 2 ・ 3 Grid か ら 出土 した 遺物 である。天 目 特有の黒色柚 は 表面 が風化 して

いるせ いか や や 薄 い。施柚 は胴部中位 ま でで、 約 3 分の 1は施柚 さ れ な い。

No.7 8 土瓶 (八代産) 注 口 部友 び釣手 は残 っ て いな し 、 。胴部張 り 出 しよ り 下 は削 り が明瞭 に 残 る。

No.7 9 鉢 (産地不明) 器形 は平 底を呈 し低 い鉢形 をな す 。口縁端部 はほ ぼ直 角 に 屈 曲 す る。

No. 80 摺鉢 (産地不明) 口 縁部の み の 出土 で、 内器面 に僅 か に摺 り 目 を残 す 。播 り 目 はー単位 が 5 - 6 本

程度 で幅約 2 cm ほ ど である。

No. 81 播鉢 (産地不明) 口 縁 か ら 体部 の 中位 ま での破片 での 出 土 である。内 面 に ー単位 6 本 で幅約 2 cm 

程度の揺 り 目 が残 る。摺 り 目 は口 縁下 2 cm ま で施 さ れ 、 口縁部調整の 際 に ナデで消 さ れ な いとこ ろ で止 ま っ

て いる。

No. 82 摺鉢 (産地不明) 高台 を持 た な いタ イ プの摺鉢底部 である。揺 り 目 はや や幅 が聞 き気味 で一単位 が

8本 で幅約 3 cm とや や広 い。

No. 83 摺鉢 (産地不明) 貼 り 付 け 高台 を持 つ摺鉢底部 である。播 り 目 はー単位 が約 12本 で幅約 1. 2 cm であ

る。こ れ ま での描鉢の播 り 目 と違 い、 目 が詰 り 密 である。底部 か ら の立 ち 上 が り 部 分 に 使用 震 が残 る。

84- 87の遺物 は近世面 で出 土 して いる古代~ 中世の遺物 である。土師器皿 は後述 す る中 世段階 での遺物 であ

るが 、 須恵器蓋の み は 8世紀頃 ま で遡 る遺物 である。しか し、 当調査区 ではそ の 時期 の遺構 は確認 して いな い。
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Fig . 44 IV 区 近世 出 土遺物 実 測 図
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Fig . 45 IV 区 近世 出 土遺物 実 測 図

IV 区 の 出 土遺物 ( Fig . 47)

NO. 84 蓋 須恵器 8世紀 後半 つ まみを有 しないタ イ プの蓋 である。内外器面とも回 転 箆削りが明 瞭 に

残り精織な作 りである。

NO. 85 皿 土師器 14世紀 近世墓埋 土中 からの出土遺 物である。やや器面は摩滅 してお り調整痕 の確認

は難 しい。

NO. 86 皿 土師器 14世紀 近世溝埋 土中 からの出土遺 物である。器面は摩滅 してお り体 部の調整は確認

できな い。底部は糸切 り底である。

NO. 87 皿 土師器 8世紀 後半 近世墓埋 土中 からの出土遺 物である。底部は箆削り後に撫 でる。体 部の

調整も回転 箆削 りが施さ れ る。
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Fig . 48 IV 区 近世 出土遺物 実 測 図

， 97 

1 0cm 

NO. 88 浅鉢 瓦 質土器 近世墓埋土中 出土の遺物 である。外器面には箆を用 いたナデ調整が明際に残る。

内器面は粗い箆削りである。低い脚 が 1本 残るが、 本来 3本 であるか 4本 であるかは確認 できない。

NO.89 浅鉢 瓦 質土器 近世墓埋 土中 からの出土遺物 である。脚 は 2本 が残され、 本 来 は 4箇所 に配 され

ていた痕跡 が窺 え る。NO.88と遣 い高い脚 を有 している。内器面が焼け ているため 香炉 として使用 されていた

可能性 もある。

NO.90 鉢 瓦 質土器 近世墓埋 土中 からの出土遺物 である。内器面は丁寧 なナデが施され、 外器面は回転

箆削り痕 が見 ら れる。

NO.91 婚熔 瓦 質土器 内外器面とも粗い箆削り痕 が残る。外面には煤 が付着 している。

NO.92 播鉢 瓦 質土器 口縁 部のみの出土であるが、 内器面には摺 り目 が残る。口縁直下 では揺り目 を幅

約 1 cm にE り、 摺 り消 している。

NO.93 播鉢 瓦 質土器 内器面に 5本 か らなる揺り目 を有 している。摺 り目 は間障 をお いて配 置 されてお

り詰 まっ ていない。下 から上に掻き上 げてある。外器面には指押 さえ 痕 と刷毛 目 が僅 かに残る。口縁部には指

押 さえ による片 口が見 ら れる。

IV 区近世 出 土遺物 ( Fig . 48)

NO.94 鉢 瓦 質土器 口縁部断 面が三角 形をなす鉢である。内器面には摺 り目 が確認 できないので鉢と報

告 す るが、 摺鉢 の可能性 もある。内外器面とも回転 ナデが明瞭に残る。

NO.95 杯 土師器 丸 底の器形をなし垂直に立 ち 上がる口縁 を持 つ 。口縁端 部はやや尖 り気昧に成形され、

指による丁寧 なナデ調整が窺 え る。

NO. 96 買子付羽釜 瓦 質土器 胴 部の鍔 の一部から把手 までが残っ ている。把手は胴 部成形後の貼付 け で、

焼成の前段階に穿孔されている。

NO. 97 播鉢 瓦 質土器 内器面に数本 の播 り目 を持つ播鉢である。揺 り目 が内器面の低 い位置 までしか引

き上 げ ら れていないため 、 何本 からなる措り目 かは不明 である。口縁には指押 さえ による片 口が作 ら れる。
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2 中 世 の 遺構 ( Fig . 49 ・ 50)

中世 の遺構 は近世 の面と同 レ ベル で確認 された。そのため 、 遺構 はほ とん ど が近世 の遺構に切 ら れてお り図

示 し たラ イ ン は推定 のものも多 い。確認 し た遺構 は土坑(8K) と溝状 遺構(80) 、 流路 、 柱穴 がある。

中 世 の遺構 と し て確認 し たものは黒 色土 を埋土に持 ち 、 近世 との遺構 の違 いを確認 し やすい。

溝 80 005 近世墓によっ て切 ら れていた。検 出 し た溝 は断 面形 が(AA' ・BB' ) とも逆台 形 を し てお り下端

は平 らである。遺構 は埋 まっ て行 く 過程 の中 で一度掘 りな お された痕跡 が窺 え る(AA' ) 。 し か し 平 面では確

認できな かっ た。遺構 は等 高線にほ ぼ直行 するよう に掘 り込ま れ、 南 に行 く に従い低 く な っ ている。遺構 の両

端 とも調査区の外に出てお り全容 が分 からな いため 遺構の用 途 ・性格は分 からな い。

溝 80 006 中世流路に切 ら れている状態 で検 出された遺構 である。幅 は約 10 1m で深度 は約 0.4m を測 る。遺

構 は主軸 を東西に、 両端 とも調査区外に延びている。遺構内からは遺物は出土 し てお らず 遺構 の切 り合 いと埋

土 のパ タ ー ン から時期 を推定 し た。

土坑 8K 022 平 面プ ラ ン の大半 が.近世墓によっ て切 ら れてお り、 遺構 の平 面形 は推 定 の部分 が多 い。遺構 の

直 径約 2. 2m 、 中央 部での幅 1. 6m を測 り、 土坑 底部はほ ぼ フ ラ ッ ト で水平 を意識 し 掘 削されているよう である。

埋土中 に包含されていた礁 はいず、 れも遺構 底部から約 5 cm 浮 き、 規則性 がな いため 埋没過程 で流 れ込 ん だ も

のと思 わ れる。

土坑 8K 023 こ の土坑 も多数 の近世墓に切 ら れてお り平 面プラ ン の大部分 は推定 である。復 元 し たプ ラ ン は

長径約 4. 2m 短 径約 3.1m で東西 に主軸 を持 ち 楕 円 形 を呈 し ている。遺構深度 は最大で 33.5cm を測 る。土坑内

からは土師皿 を中心 に龍泉 窯系青磁椀 ・東播系中世須恵 器が出土 し ている。

土坑 8K 024 遺構 の直 径は 2. 09m で幅 1.8m(推定) の土坑である。遺構 は後世に大幅 な 削平 を受 け ているよ

う で、 底部近 く が僅 かに残るのみである。土坑内からは埋土内出土 と し てNo. 1 08(Fig . 54) がある。

土坑 8K 025 8K 022の北 に位置 し 、 近世墓に大半 を切 ら れている遺構 である。現存 する遺構 は 4分 の 1程度

であり、 長径1. 02m 、 短 径0. 31m を測 る。遺構 からの遺物の出土 はな かっ たが、 埋 土の状態 から中世 の土坑と

判断 し 報告 し ている。

柱穴 8P 004 長径38. 2 cm 遺構深度 32.4 cm をはかる柱穴 である。土層には直 径1 0. 3cm の柱痕 が残る。柱痕

を取り巻 く よう に検 出された埋土 はやや締 りがあり、 突 き固 め た可能性がある。遺構 中 からの遺物の出土 はな

し 、 。

柱穴 8P 005 直 径2 9. 6cm のほ ぼ 円 形 を呈 す る柱穴 である。土層断面には縦 に一層 の土層 の遣 いがあり、 柱

痕 の可能性 が高い。8P 004ほ ど 明確 に確認 できな いが、 土 の締 り具合から柱 を抜 き取っ た痕跡 と判 断 し 柱 穴 と

し て報告 する。埋 土中 からの遺物の出土はな い。

流路 6・ 7 中 世 の遺構 が検 出されている Grid の南側 に位置 し 、 こ れより南 には中 世 の遺構 の広 がりは見

ら れな い。流路は大き く 2本 の流 れがあり、 土層の観察 から窺い知 るこ とが‘ できる。北 に位置 する流路 6とそ

の流路に先行 する流路 7 が東側断 面に現 れている。調査区のほ ぼ中央でそ れらは 1本にまとまる様に寄り、 南

へ と向 かう 。流 れ込 ん でいる埋土は大半 が砂礁であり、 途 中 に粘 土層を挟み厚 く 堆積 し ている。

遺物は古代の須恵 器・土 師器及 び 中 世 の遺 物を多 く 含ん でいるが、 いず れもロ ー リ ン グ が激 し く 、 実 測 は し

ていな い。
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Fig . 51 IV 区 土坑 SK023遺構 実 測 図

中世の 出 土遺物 ( Fig . 54) 

土坑 SK023から 出土 し た遺物 は No.98 ・ 100 ・ 10 1・ 102 ・ 103 ・ 104 ・ 105 、 No. 109 (東播系) 、 No. 116 (龍泉 窯

系青磁) の 一括資料 である。

No.98 皿 土師質 土器 内 外 器面とも横ナデ調整。底面に糸切 り 痕 が明 瞭 に残 る。

No.99 皿 土師質 土器 内 外 器面とも横ナデ調整。底面に糸切 り 痕 が明陳に残 る。
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NO. 1 00 皿 土師質土器 内外器面とも横ナデ調整。底面に糸切 り痕 が明陳に残る。

NO. 1 01 皿 土師質土器 内外器面とも横ナデ調整。底面に糸切 り痕 が明瞭に残る。

NO. 1 02 杯 土師質土器 内外器面とも横ナデ調整。底面は箆削り後ナデ。

NO. 1 03 杯 土師質土器 内外器面とも横ナデ調整。底面は箆削り後ナデ。

NO. 1 04 杯 土師質土器 内外器面とも横ナデ調整。底面は箆削り後ナデ。

NO. 1 05 杯 土師質土器 内外器面とも横ナデ調整。底面は箆削り後ナデ。

NO. 1 06 杯 須 恵 器 平 底を呈 する須恵 器杯 である。外器面は箆削り後にナデ成形が施される。底面は箆

削り後にナデ。焼成は良好堅織で胎土は長石粒 を少量 含む 。

NO. 1 07 鉢 土師質土器

NO. 1 08 横瓶 須恵 器 外器面に平行叩 き、 内器面には当 て具痕の 同心 円 叩 きが明 瞭 に残る。口縁 部の 形

態 は不明 である。焼成は良好堅織 で胎土は長石粒 を少量 含む 。

NO. 1 09 鉢 須恵 質陶 器 口縁 部断 面形友 び内外器面の ナデ調整、 重ね 焼きの特徴 から東播系須恵 質陶 器

と判断 される。器形は鉢として報告 しているが、 播鉢の可能性 もある。

(Fig . 55) 

NO. 11 0 白 磁皿 朝 鮮 系 内外器面ともに横方 向 の 横ナデ調整箆削りで成形、 指ナデ仕上 げ で施柚。柚調

は灰白 色。内器面底部に目 跡 あり。

NO. 111 青磁皿(産地不明) 内外器面ともに横方向の 横ナデ調整箆削りで成形、 指ナデ仕上 げ で施柚。柚

調は灰青色。内器面底部に目 跡 あり。

NO. 11 2 白 艦椀 朝鮮 系 内外器面ともに横方向 の横ナデ調整箆削りで成形、 指ナデ仕 上 げ で 施軸。柚調

は灰 白 色 。内 器面底 部に 目 跡 あり。

NO. 11 3 青磁皿 同安窯系(小皿 1 - 1 b類) 平 底で外反 しなが. ら立 ち 上 が、 り、 口縁端 部でやや肥厚 とな

る。内器面底部中央には箆描きによ る花文 が描か れ、 そ れを囲 む よ う に櫛点画によ る櫛点描文 を有 する。施柚

範 囲 は体部外器面下位 よ り以下 には施柚はない。
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No. 114 青磁皿 同 安 窯系 (小皿 I - 2 b類) 平 底で外反 しな がら立 ち 上 が‘り、 口 縁端 部でやや肥厚 とな

る。内器面底部中央に は箆描 き に よ る花 文が描 か れ、 そ れを囲 む よ う に 櫛点描 文を有 する。施柚 は外 器面体 部

底部以外 すべ てに施紬 される。

No. 115 青磁椀 龍泉 窯系 (椀 " -d 類) 器形 は体部の上 部が残っ ていな いため 詳細は不明 であるが、 体部

の 一部に蓮花文が薄 く 描 か れている。底部内器面 に は箆描 き に よ る花 文が一輪見 ら れる。施粕 は畳付 け 友 び高

台内部に は見 ら れな いが、 高台外 器面までは施軸される。柚 薬の 色調 は濃緑で濁化 している。

No. 11 6 青磁椀 龍泉 窯系 (椀 | 一 2 類) 器形 は体部の上部が残っ ていな いため 詳細は不明 である。体 部

外 器面に は文様はな く 、 内器面壁友び底部に 箆描 き に よ る花 文が 施される。施紬 は畳付 け 及 び 高台 内部に は施

さ れ ず 、 高台外器面 ま で施柚 さ れ る。柚薬の色調 は青灰色 で や や青 み が多 いよ う で ある。

No. 117 青磁椀 龍泉 窯系 (椀 1 - 4類) 出土した 部位 は底部か ら胴 部に か け ての 一部であり、 口 縁 部付

近の様子 は不明 である。底部内 面 に は 「金玉満堂」 の押印 が施され る。施柚 は畳付 け 友 び高台 内 部に は施され

ず 、 高台外 器面 ま で施柚 され る。

No. 118 青磁椀 龍泉 窯系 (椀 I - 4 b類) 出土した部分 は高台 から口縁端 部まで残っ た状態 で全体の四分

のー が出土している。体部外 器面は施文が な いが 、 休部内器面に は箆描 き に よ る飛雲 文が施される。軸は畳付

け 及 び高台内 部を除 き、 そ れ 以外の 部位 に は全面 に 施され る。
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NO. 11 9 青磁椀 同安 窯系 (椀 1 1 1 - 1 a 類) 出土 した 部位 が 底部の みであり口縁 部はな い。体 部外 器面 に は

箆に よ る片彫 り線 が 4本 から 5 本 を一単位として 9箇所 に 施さ れる。施柚 は外 器面 高台 周 辺 で僅 かに 高台 に か

からな い程度 に 残す が 、 一部高台外 器面友 び畳付 け に ま でかかる。高台 内部に は施軸はな い。

NO. 120 皿 土 師質 糸切 り底の土師皿 。口縁部は低 く 摘 み上 げ ら れる。

NO. 12 1  皿 土 師質 糸切 り底の 土 師皿。口縁部は低 く 摘 み上 げ‘ ら れる。 120 に 比 べ 口 縁 部は直立 す る。

NO. 122 杯

NO. 123 杯

NO. 12 4 杯

NO. 125 杯

伸 び る。

土 師質 底面回 転 箆削 り後 に ナデ。内部底面は緩 い傾斜 をな す 。

高杯の杯部の みである。脚 部は剥 れた も の で杯身 に 跡 を残す 。

土 師質 底面回 転 箆削 り後 に ナデ。外 器面 に は僅 かだ が削 り痕 が残る。

土 師質 底面 回 転 箆削 り後 に ナデ。外 器面 に は僅 かだ が削 り痕 が 残る。 器壁 は直 線 的に 外 に

NO. 126 聾 土 師質 口 縁 部から胴 部へ かけ て の 部位 である。外 器面 に は縦 に 刷 毛 目 が あり、 口 縁 部下 で

は横方向 に ナデる。内器面 は外反 す る口縁上 に 刷毛 目 が施さ れ、 内器面 に は箆削 り痕 が 残る。

NO. 127 椀 高台 部は接合面 から剥 げ る。器壁 は薄 く 仕上 げ ら れ外器面 に は横ナデ調整痕跡 が明瞭 に 残る。

NO. 12 8  椀 貼 り付 け 高台椀 である。体部は直線的に外反 し外 器面 に 回 転 箆削 り痕 を残す 。

NO. 12 9 播鉢 瓦 質土 器 内器面 に 数本の擢り自 を有 して いる。揺 り目 はいず れも 浅く 目 は詰 ま っ て いな い。

NO. 130 甑 土 師質土 器 把 手 の 部分 である。甑本体 に 跡付 け さ れて いる。箆削 りに よ り成形 さ れ粗 く 仕

上 げ ら れて いる。

NO. 13 1  壷 須 恵 質陶 器 内外 器面 とも に 回 転 箆削 り痕 が 残 さ れる。頚 部は緩 やかに 屈 曲 し丁寧 な 成 形 で

ある。

NO. 132 壷 須恵 質陶 器 胴 部内器面 に 同心 円 叩 き 痕跡 を残す が 、 外 器面 に は叩 き 痕跡 は見 ら れな い。口

縁端 部はやや尖 り気味に仕上 げ ら れる。

NO. 133 壷 須恵質陶 器 外 器面 に 粗 い叩 き 痕跡 を残す 。内器面 に も 僅 かに 叩 き 痕 が 残るが工 具 の 推定 ま

でに は至 らな い。

NO. 13 4 鉢 須恵 器 胴 部に 貼 り付 け て ある把手状突起下 に 2 条 からな る沈線 が巡 る。鉢本体 は垂 直 に 立

ち 、 底部は平 底をな す も の と思 わ れる。

NO. 135 杯 須恵質陶 器 外 器面 に は深 い削 り痕跡 が残る。底部は平 底だ が 、 やや丸 みを帯 び る。

NO. 136 浅鉢 瓦質土 器 脚付 き の鉢 である。内器面 が煤 に よ り黒 色を呈 し、 口 縁 部近 く に 多 く 煤 が付着

す る。香炉 として 使用 さ れて いた 可能性が高い。

NO. 137 石鍋(口縁部) 滑石製 外 器面 に 台形状の突起 が削 り出しで付 く 。内器面 はやや削 り痕 が 残る。

NO. 13 8 石鍋(胴 部から口 縁 部) 滑石製 外 器面突起 を挟 み、 上 部に 細かな 単位 で削 りが あり、 突起下 に

はやや幅 が広 い削 りが 3 段に 渡 り施さ れる。内器面に も 口縁端 部近 く で削 り痕 が あるが 、 底部に 行 く に 従 い不

鮮明 に な る。

NO. 13 9  石鍋(口縁部) 滑石製 外 器面 に 台形状の突起が削 り出しで付 く 。内器面 はやや削 り痕 が 残る。

NO. 140 石鍋(口 縁 部) 滑石製 外 器面突起の上下 に 削 り痕跡 が 明 瞭 に 残る。上 部が狭 い削 りで、 下 部が

幅の広 い削 りと な る。

NO. 141 石鍋(把 手 部) 滑石製 外 器面 に 付 く 把手は吊 り下 げ用 と思 わ れる。調 整は削 り調整 で吊 り下 げ

孔は一方向 からの穿孔である。

NO. 142 石鍋(底部) 滑石製 底部に 補修穴 を持つ石鍋 底部である。一部に 器壁 の 立 ち 上 が りが あるた め

直 径が確認 さ れる。NO. 140の 口縁部に伴 う も の と 思 わ れる。
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3 古墳時代の遺構 ( Fig . 58) 

NO.14 3 壷 土師器 外器面(底部を除 く )から内器面頚 部まで刷毛 目 による調整が施されている。内器

面胴 部は箆削りが下 から上に向 かい明際に残る。口縁は胴 部から直立 し端 部でやや外反 する。

NO. 144 壷 土師器 口縁 部の中 ほ ど がややふ く らみを持 つ 口縁 形態 をなしている。端 部は僅 かに薄 く な

りながら 直線的に延びる。内外器面はナデ調整が施され削 り や刷毛 目 は残されていない。

NO. 145 甑 (把手)土 師器 断 面がほ ぼ 円 形を成 している把手 である。外器面は削 り の痕跡 が明瞭に残 る。

NO. 14 6 聾 土師器 外面白 縁 部下 から刷毛 自 による調整痕 が明瞭 に残る。内器面は下 から上 ヘ 箆により

削り上 げて いる。口隷 部は外側ヘ強 く 外反 し、 端 部は工具 を使用 し成 形している。

NO. 14 7 聾 土師器 長胴 でやや尖 る丸 底をしている。外器面に刷 毛 目 の調整が施されるが摩滅 して単位

しか確認 できない。内器面は底部から上へ とナデ上 げら れている。

出 土遺物 ( Fig . 59) 

Fig . 5 9の突帯 文土器と Fig . 60に示 している NO. 1 62・NO. 1 63の石斧 はすべ て、 80 007 (古績時代初頭)の埋
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土中 から出土した遺物である。土器はいず れも深鉢型 土器の口縁部 から底部 までのものである。

口縁部 に施される粘 土貼り付 け 部 の刻 みは指押 さえ によ るもので、 胴部に施される粘 土貼 り付 け は工具 を押

し当 て て 刻 目 が施されて いる。

No. 148 深鉢 縄 文土器 胴 部 から垂 直 に伸 び る口縁部 である。口縁端部 には粘 土貼 り付 け に指押 さえ 痕

跡 が見 ら れ る。体 部には内 外 器面 と もに箆状工具によ る調整痕 が残 る。

No. 14 9 深鉢 縄 文土器 口縁端部付近 のみの小片 である。粘 土貼 り付 け に施されて いる刻 目 (指押 さえ )

が僅 かに窺 え る。

No. 15 0 深鉢 縄 文土 器 口縁端部付近のみの小片 である。粘 土貼 り付 け に施されて いる刻 目 (指押 さえ )

が僅 かに窺 え る。

No. 15 1  深鉢 縄 文土 器 垂直に立 ち 上 がる口縁部 である。粘土貼 り付 け によ る部 分 は見 ら れな い。

- 95-



第 11 1 章 調査 と そ の成果

グ二、 ヲプ ぎ二?
1 65 

“ 

1 68 

1 66 

4�/ 
ーョ・園田・・v

1 69 

1 70 

1 67 

C 
G 

1 71 

o 1 0cm 一一一一一一一一一一司

Fig . 6 1 IV 区 出土遺物 実 測 図

NO. 152 深鉢 縄文 土器 胴部 に施された突帯部 である。刻 目 は棒状の工具 を用 いら れ口 縁部に比べ ると

細 かな刻 目 となっ ている。

NO. 15 3 深鉢 縄文 土器 胴部に施されている刻 目 突帯文である。刻 目 は細 かい。

NO. 15 4  深鉢 縄文土器 胴部 に施されている刻 目 突帯文 である。刻 目 は細 かい。

NO. 155 深鉢 縄文土器 胴部 に施されている刻 目 突帯文 である。刻 目 は細 かい。

NO. 15 6 深鉢 縄文 土器 胴 部 に施されている刻 目 突帯文 であるが、 残存部 には貼 り付 け 粘 土は剥 が れて

いる。外器面には板状の工具痕 が残されている。

NO. 157 深鉢 縄文土器 胴部屈 曲部辺 で突帯等の貼 り付 け はない。外器 面には横方 向 の 調整痕 が残る。

NO. 15 8 深鉢 縄文土器 平 底をなす底部 である。外器面 はナデ痕跡 が残る。

NO. 15 9 深鉢 縄文 土器 平 底をなす底部片 である。小片 であるため 内外器 面とも調整は不明 。

NO. 160 深鉢 縄文土器 やや底部 に凸 凹 があるが 、 底部 をなしていたもの と思 わ れる。

NO. 161 砥石(天草陶石)を利用 した砥石 である。使用 面は 4面にわ たり一部 には溝状 の 削痕 も残る。中

央部 は使用 によ り磨 り滅り細 い。細 い部分 で欠損が見 ら れるため 、 使用 時 に折 れたもの と思 わ れる。

NO. 1 62 構 80 007(古墳 時代溝状 遺構埋土中 出土)の砂岩製打製石斧 である。 自 然 の喋表 面の 曲 線 を最大

限利用 し たも の で、 裏 面の剥離は一撃 で加 え られ ている。短冊形に剥離 した石材縁辺部の 薄 い部分 をそ の まま

刃 部 として利用 し、 柄の装着部分と思 わ れる範囲 にノ ッ チ状の 調整が入 る。同 じ 溝状 遺構埋土から刻 目 突帯文

土器が出土している。

NO. 163 石斧 NO. 1 62 と閉 じ 溝 80 007埋土中 よ り 出土している砂岩製打製石斧 である。製作技法 は NO. 162

と同様に自 然礁の喋面を最大限活 かし、 刃部は薄 く 剥離 した部分 を利用 し ている。表面は柄の装着部分 を中心

に細 かな調整が縁辺部に入 る。また裏 面の大部分 は最初に打 ち 欠 いた剥離面を利用 しつ つ 、 刃 部 を省 く 範囲 に

細 かな剥離 が残る。
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No. 164 調 査 区内 埋 土中 よ り出土 し た鉛弾 である。砲弾型 を呈 し 、 外器面下半分 に は螺旋 が施 さ れ る。上

部 と下部内器面 は空洞 である。

No. 165 から 16 8は刻 目 突帯文 を有 する聾形土器の口縁から胴部 に かけ て 出土 し た遺物 である。

出土地点 は80 007 (古墳時代溝状遺構) に かかる No.4 、 No. 12 卜 レ ン チ 内 から出土 し て いる。

No. 165 深鉢 縄文 土器 刻 目 突帯文 を有 する聾形 土器 の 口 縁 である。口縁上辺 は平 らに 成 形 さ れ 外辺端

部 に は粘 土貼 り付 け の 後 、 刻 目 が施 さ れ る。

No. 166 深鉢 縄 文 土器 刻 目 突帯文 を有 する聾形 土器胴部片 である。突帯部 は粘 土の 貼 り付 け 後 に 箆状

の道具 で刻 まれ る。

No. 167 深鉢 縄 文 土器 刻 目 突帯文 を有 する聾形 土器胴 部片 である。胴 部最大 径に あたる部 分 に 粘 土貼

り付 け 後 、 刻 目 が施 さ れ る。胴部 は薄 く 成形 さ れ る。

No. 16 8 深鉢 縄 文 土器 刻 目 突帯文 を有 する聾形 土器胴部片 である。胴 部屈 曲 部 分 に あたり内 部 に は粘

土継 目 痕が見 て 取 れ る。器壁 は薄 く 成形 さ れ て いる。

No. 16 9  杯 ( 底部) 須恵器

底部 から胴部 に かけ て 残る須恵器である。底部 は箆削 り後 に ナデが施 さ れ 、 体部 は、 外器面 から内器面 に かけ

て横 ナデが見 られ る。

No. 17 0  聾 ( 口縁部) 土師器

口縁から胴部張り出 し に かけ て の部位である。断面形態 は緩 やかに S 字 を描 き 、 口 縁端部 から頚部 に かけ て

丁寧 な横ナデが施 さ れ る。外器面胴 部 に は明瞭 な 刷毛 目 が残さ れ 、 内器面 は斜 め 上方 から大胆 な 削 りが.施 さ れ

る。

No. 17 1  ト チ ン ( 窯道具) 近世

断面形態 は真丸で端部 は安定 するよ う 広 がっ て いる。胎土に は陶石 を利用 し て いるため 窯内 に お いて の使用

し た結果 、 陶器化 し て いる。器種 と し て は小型の部類 に 入 るもの であろ う 。

考 察

本遺跡 から出土 し た遺物 は新 し いもの で、 111 区で近代の陶器 、 磁器 から古 く はIV 区に お いて 縄文晩期 の 土器

群 (聾形土器) までと多彩である。111 区に お いて は、 検 出 さ れ た遺構 は少 な く 、 包 含層 出土の遺物 が多 いため 、

遺構 との絡 みでは時期 を設定 でき る資料 は少 な かっ た。

唯 一、 111 区で検 出 し た井戸状遺構 は本調査 では大 き な 成果の一 つ であろ う 。井戸 は大部分 が平成 13年度 に 本

線部 に お いて 調査が実施 さ れた部 分 に あたり、 当調査 区からは全体の三分の一以下 で し か検 出さ れ て いな いが、

断面観察 の結果 、 素掘 りの 掘 り方 を有 し 簡易 な木枠に よ る施設があっ た事 が窺 え る。 し か し 、 本調査 区内 では

木枠の痕跡 は見受 け られ な かっ た。埋 土中 からは 8世紀後半の時期 を与 え るこ との でき る須恵器が出土 し て い

るが遺構検 出時の埋土の状態が他 に 確認 さ れ た中世の埋土に類似 し て いるこ とから、 中 世 の 遺構 の可能性 が 高

い。 111 区に対 し IV 区は、 遺構内 出土の遺物 を検 出でき た。

IV 区では近現代の 墓 ・ 土坑 ・溝 ・流路 を始 め 、 中世の土坑 ・流路 ・溝 ・柱穴、 古墳 時代の溝 な ど を確認 する

こ とが‘できた。 (Fig . 16)

最上面遺構 と し て確認でき た近世 から現代 に かけ て の木棺 土坑墓 は、 棺の形態から 8種 に 分 け られ る。

まず 、 桶 棺 から始 まっ た直葬形態 は、 箱棺 に お いて も 継承 さ れ 、 肥 前 系 の 飯胴聾 を利 用 し た聾棺 (蓋 は摺

鉢) を利用 し な がら近代 まで続 いて いたよ う である。調査の結果 、 IV 区で最 も新 し い遺構 は棺 底から昭和34年

の十 円 玉 を出 土 し て いる墓 8T 006 で、 最 も 古 い墓 は江戸時代 を通 じ て 鋳造 さ れ て いる f (新) 寛永通宝J が桶

棺 底から出 土した墓 8T 056であっ た。
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出土した寛永通宝 の鋳造年代 が不明 であるため 、 実年代 の推定 にまでは行 かなかっ たが、 こ の土地 で確認で

きた墓 は江戸時代 から近代 までと広 い時間幅が、見 ら れ、 長期間営ま れて いた墓域であっ たこ とが窺 え る。内部

主 体となる箱棺 も良好な状態 で残されて お り、 九州 横断道路建設に伴 っ て 調査が実 施された rJ l I 田 京坪 遺跡J

で報告 されて いる近世墓 の分 類を基に観察 しで も、 その 類例 の範鴫に収まっ て お り、 近世 の八代市域 で の埋葬

形態 の一端 を窺 い知 るこ とができょ う 。

中世 の遺構 と認定 し調査を実 施した遺構 は、 近世墓により壊され、 殆 ど が当 時 の姿 のまま検 出されたものは

な い。 し か し、 土坑 8K 023か ら 出 土 し た遺物は、 東 播 系中 世 須 恵 器播 鉢(No. 109)と越 州 窯 系 青 磁椀

(No.116・ 118)、 糸切 り底を呈 する土師皿(No.101・ 102・ 103・ 104・ 105)が: 一括資料 として 良好な状 態 で出

土して いる。また、 溝 状 遺構 は溝 80 005と溝 80 006が調査区の向 きと直交 する方向 で検 出されたが、 遺構 の

性格等 までの確認 はできなかっ た。

流路 6・ 7 として検 出した旧河道からは、 断面観察 の結果 、 大き く 2つ の土砂 の流 れ込みが有 り 2時期 に大

別 できた。(Fig .50)しかし、 2つ の土砂 の流 れの中 から出土した遺物は、 いず‘ れも小片 であり図 示 できな

かっ たが、 古蹟時代 の須恵 器・ 土師器から中世の陶器まで幅広 く 含ま れて いた。

古墳時代 の遺構 は調査区を南北に延 び る溝 80 007のみである。 (Fig . 16)共伴 遺物として は溝 の最下層から

出土して いる NO.14 3- 14 7ま での土師器塞 がある。遺物の製作年代 は須恵 器が出現 する以前 のものと思 わ れ、

4世紀前半から 4世紀中 頃 と 推定 できょ う 。平成 13年に本線 部で 調査を実 施して いる中 片小路遺跡V11 区にお い

て検 出されて いる溝 と合 わ せ ると約 7 0m 以上の規模 を持つ直線的な溝 である。古墳時代中期 で同様の規模 を持

つ 遺構 と想 定 出来 るものは、 濯j既用 流路若 しく は集落に伴 う 区画溝 の「 部の可能性が高い。

当 遺跡 から東側 に直線距離で、約 100m の距離にある大塚古墳群(大塚古蹟 ・茶臼塚古墳 ・長塚古墳)、 乙丸古

墳群が同時代 の遺構 として 近 い位置にある。そ れら古墳群 を築造 した人 々 の生活 の痕跡 の一部であるこ とも想

定 できょ う 。溝 が 4区南側 の近世流路手前(X = 55160、 Y = 337 80)付近 で 西 に向 きを変 え るこ とから、 遺構

の広 がりは、 段正上 の旧 地 形の残る南側に向 かつ て 広 がっ て いるこ とが予想 される。

また、 溝埋土からは、 八代平野 で出土例 の少 ない刻 目 突帯 文土器が打製石斧とともに出土して いる。土器は

深鉢型 を呈 し口唇 部友 び胴 部最大径部に突帯 を貼 り付 け刻 目 を施す土器で、 弥生前 期 後半から末 に設定 され広

く 有明海沿岸に分布 する 「亀 ノ 甲 タ イ プJ であろ う と思 わ れる。

打製石斧は出土して いる 2点 とも、 作 成技法に 「素材 となる石材 の部位 の一部に石材表面を利用 して いるJ

「 刃 部は自 然剥離面を利用 して いるJ r柄 の装着 部分に挟 りが入 る」 事など から、 人吉 ・球磨地方 で 広 く 見 るこ

とのできる 「挟入石斧」 と思 わ れる。

こ のこ とから、 有明海沿岸 の土器文化 と人吉 ・球磨地方 の石器が同時に近い場所 から出土して いるこ とが、

球磨川 が八代海ヘ流 れ込ん でいる八代という 土地 を最 も良く 説明 して いる材料となろ う 。

出土遺物のなかで最 も新 しい遺物に鉛弾(Fig .60)がある。鉛弾 を使用 する銃は、 幕末 から明治維新 の頃に

盛ん に輸入 された洋式銃(イ ギ リ ス 製 ミ ニ エ ー 銃 、 工 ン フ ィ ー ル ド銃等)に多 く 採用 されて お り、 主に戊辰戦

争や西南戦争にお いて使用 されて いる。八代市内にお いて も、 187 7年 (明治 10年 )に政府軍 の八代市 日 奈久上
陸 を発端 として市内にお いて 激 しい攻防戦が繰 り 広 げら れてお り 、 そ の際 の流 れ 弾 で あろ う 。

以上のこ とから、 4区は弥生時代前期 の遺物を始め として 、 古蹟時代初頭 ・中世 、 江戸時代~近代まで連綿

と土地利用 されて きたこ とが窺 え る。

本 調査の結果 、 遺跡 は南側ヘ 広 がるこ とが予想 される。当 該地域は現在 でも住宅 が多 く 、 今 後も住宅建設が

予想 されるため 、 八代地域にお いて 開発と文化財保護 の両立 を諮 る必要 が高い地域の一つ であろ う 。

(長苔 部)

。。
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Tab. 3 中片小路 川 区土器観察表

遺物íml 番号

2 

3 

4 

5 
6 
7 
8 
9 
1 0  

1 0  1 1  

1 2  

1 3  

1 4  

1 5  
1 6  

1 7  

1 8  

1 9  

20 
21 

22 

23 

24 

25 

26 
27 
28 
29 
30 
31 

1 1  32 
33 

34 

35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 

42 

43 
58 

1 4  61 
62 

種別

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器
須恵器
須恵、器
須恵器
須恵器
須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器
須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器
須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器

土師器

土師器
土師器
土師器
土師器
土師器

土師質土器
土師器

土自市器

土師器
土錘
不明
瓦

器種 遺4着
蓋

蓋

本手

杯

杯
ヰ平
ヰ平
杯
鉢
凪
杯

椀

本午
椀

杯 SE001 
無蓋高杯

高杯

皿

皿

長胴瓶
努
蓋

杯

手提土器椀

椀

本手
本午
杯
ヰ不
オ不 『ー ー ー
4宛
椀
前売
椀

皿

小皿 SK005 
皿
椀
査
鉢
霊童
壷

小型藷
土錘

土製品
布 目 瓦

出土地点 法 量 [mml
[çli[iJ i主記 残存高 最大胴径 口径 底径

A、 B - 4 G 一括 1 . 9  ( 1 5.4) 

一括 0.9 ( 1 5.4) 

一括 4.6 1 2 . 6 8.4 

一括 4.4 1 2 . 6  8.4 

B - 7 G ト レンチ一括 2.3 (8.0) 
卜 レンチ一括 1 . 4  (5.2) 

8 T 一括 1 . 9  (8.6) 
B - 5 G 一括 1 .5 (6.8) 
B - 6 G 一括 2.9 
B - 6 G -�舌 2.1 

卜 レンチ一括 4.6 ( 1 1 .  6) 高台 (7.9)

日 - 6 G 一括 1 .  45 高台8.0

B - 4 G 4 T -�舌 2.0 高台 (9.2)

B - 4 G 一括 1.8 高台 ( 1 0)

一括 2. 9 高台 (8.8)
一括 3.2 

卜 レンチ I吾 5.8 

B - 5 G 括 1 .5 ( 1 2.8) 

一括 4.0 ( 1 8.6) 高台14.4

ト レンチ一括 5.1 ( 1 0) 
ト レンチ一括 5.0 (24.0) 

B - 7 G ト レンチ一指 4.3 1 7.8 

ト レンチ拡張一括 4. 1 ( 1 2. 8) 

一括 2.5 

卜 レンチ拡張-�苦 3.8 (6.6) 

3 T 一括 3.9 (5.0) 
B - 4 G 一括 5.0 ( 1 2.0) (6.6) 

8 T 一括 2.4 高台 (8.0)
ト レンチ 括 1 .9 

B - 6 G 一括 4.1 (1 5.6) 高台 (1 1 .2) 
一括 4.2 高台 (9.2)

7 T 一括 4.8 ( 1 3) 
B - 6 G 一括 6.6 ( 1 2.6) 高台 (6.6)

B - 4 G 一括 5.5 高台 (8.7)

B - 4 G 一括 1 .9 ( 1 3.6) 
NO.1 0.8 6.7 

B - 4 G 一括 1 .8 ( 1 1 )  
卜 レンチ拡張一括 1 .8 高台 ( 1 0)

B - 5 G 一括 4.8 
B - 4 G 一括 2.9 ( 8  ) 

カ フ ラン②一括 2.8 (28.4) 

ト レンチ-f吉 1 2.5 1 4.1 

B - 6 G 一括 6.5 ( 1 5.4) ( 1 4) 
A - 3 G 一括 4.1 1 .1 

A、 B - 4 G 一括
A、B - 2 G 一括 2.9 幅1 . 4
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中片小路 川 区土器観察表

特 徴 遺物
外器面 外底面 内器面 内底面 備 考 1;/. 番号 lmJ 

回転箆削 り 後回 転 箆 削 り 後ナテ 回転横ナデ 回転横ナテ
回転機ナデ、 回転箆 回転横ナデ、 回転ナ
削 り 後ナテ ア 7 2 

被ナデ ナテ 横ナデ ナデ 底部 と 休部の援合痕有 、 体部 3 を 底部内保IJに貼付 け
回転箆自IJ り 、 回転横 2 

ナテ ナ デ 回転横ナデ 回転ナデ 4 

回転繍ナテ後箆ナテ 回転箆切離 し後ナテ 回転償ナテ 回転機ナテ 宇1成 8 c 前半 4 5 
ナテ 箆切離 し 回転償ナテ 回転横ナデ 6 
回転箆削 り ナテ ナ テ ナ テ 2 7 
回転箆削 り 回転箆切離 し後ナデ 回転機ナテ 回転機ナテ 8 
回転箆削 り 、 被ナデ 回転箆削 り 後備ナテ 回転ナデ 回転ナテ 9 
回転箆削 り 後検ナデ 回転箆削 り 後償ナデ 回転機ナデ 回転ナデ

7 
1 0  

回転箆削 り 、 回転横 回転機ナテ 回転ナテナデ 2 1 1  1 0  
回 転績ナデ 、 箆切離

回転箆削 り 後備ナデ 底部 7 1 2  し 後ナテ
ナデ 回転箆削 り 後横ナデ ナテ ナテ 13  

ナデ 回転機ナデ、 回 転 ナ ナテT 回転横ナデ
5 

1 4  

回転箆削 り 後検ナテ ナテ 回転ナテ ナテ 1 5  
回転機ナデ ナテ

7 
1 6  

回転横ナデ 回転横ナ テ、 回転ナ 沈線 1 7  
ア

回転繍ナデ 回転箆切離 し 回転償ナデ 回転積ナデ 1 8  
回転箆削 り 、 回転横 回転横ナテ 回転横ナデ 皿 8 c 2 1 9  ナ テ
回転箆削 り 後績ナデ 箆切離 し 20 
横ナデ 横ナテ 短頚萱 8 � 9 c 前半迄 21 
回転箆削 り 、 回転箆削 回転箆削 り 後横ナテ つ ま み千圭3. 0cm 4 22 
り後積ナデ、 ナデ

償ナデ ナテ 鉢型の杯 8 c、 外 面 は 黒 色 が 3 23 広がる
ナテ ナデ後箆調整 ナデ 7 24 

回転箆削 り 、 回 転横 回転箆削 り ナテ 回転ナデ 25 
ナテ
箆削 り 、 ナテ ナデ ナテ ナデ 26 

ナデ ナデ ナテ ナテ
3 27 

ナテ ナデ ナテ ナテ 28 

ナテ 回転箆切離 し後ナデ ナテ 箆削 り 高台剥灘 29 

箆削 り 後横ナデ ナデ ナテ ナテ 7 30 

ナテ ナテ ナテ ナテ 31 
3 

ナデ ナデ 粘土積上げ痕 32 1 1  
横ナデ ナテ 績ナテ ナテ 粘土積上 げ痕 4 33 

横ナテ 機ナデ、 ナテ 機ナデ 検ナテ 内底面 に ス ス 付着、 内外面に 34 
赤彩 5 

横ナデ 糸切後ナテ 綴ナテ ナテ 35 

回転箆削 り ナデ 内外面に黒色炭化物付請 7 36 

回転箆削 り ナテ ナデ ナテ 5 37 

ナテ ナテ ナテ ナテ 外底面に赤彩 3 38 

指押 え後ハケ メ ナデ 2 39 

ナデ 糸切離 し後ナテ ナデ ナデ 1 4c � 4 40 

ナテ ナテ 角 閃石 を 多 く 含む 41 

箆削 り 後ナデ
績 ナ デ 、 ナデ、 箆削 3 42 

横ナデ、 ナデ 箆削 り 、 ナテ 43 

ナデ 網に よ る宿 目 有 58 

ナテ ナテ 61  1 4  
6 

ナテ 布 目 痕 62 
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Tab. 4 中片小路 川 区陶磁器観察表

出土地点 法 量 [[3ij)]
遺物 器種 産地 年代 区分 備考liI!J 番号 種別 遺構 OOïr.J 注記 残存高 口径 底径

44 白磁 皿 l l c  1 1 1 ー 1 類 B - 6 G 一括 2 . 1 (9. 7) ( 4  ) 区 分 は大宰府編年
よ り

45 白磁 椀 V -4a類 B - 7 G 3 T 一括 3. 5 高台6. 3

白磁 椀 V -4a類 A、B - 2 G 一括 4 . 3 6. 1 区分は高台端部の
46 形状 か ら 、 貫入有

47 白磁 椀 l l c  V -4b類 B - 7 G 3 T 一括 5. 4 6. 4 区分は見込等の文
様 よ り

48 白磁 皿 VII - 1 b類 一括 2 . 5 ( 1 0. 2) (4. 8) 中国北部、 青島の

12 奥

49 自信 4完 V -4a類 SE001 A 、 B - G 一括 4 . 0 高台 (6. 7) 震入有

50 白磁 4宛 V -4a類 B - 6 G 一括 7. 3 ( 1 4 . 6) 高台 (5. 6)

51 釜器系 鉢 不明 1 5c A、B - 2 G 一括 4. 7 ( 1 2 . 0) 陶器

52 青磁 椀 龍泉窯系 1 -2a類 B - 4 G 一括 7. 0 ( 1 5. 9) 6. 0 貫入有

53 青磁 椀 同安窯系 l l c  1 - l b類 SE001 一括 2 . 5 高台5 . 0

54 青磁 椀 同安窯系 | 一1 b類 B - 7 G 3 T 一括 3. 2 高台5. 0

1 3  
55 青滋 椀 間安窯系 1 1 c  | 一1 b類 SK004 NO.1 3. 9 高台4. 9

56 青白話 4完 同安窯系 1 1 類 A、B - 3 G 一括 4 . 2 高台4. 9

57 青磁 皿 同安窯系
1 2-
1 3c 1 -2b類 一括 2 . 4  ( 1 0. 8) 4 . 6 

1 4  63 染付 徳利 一括 21 . 8 8. 4 
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中片小路 川区陶磁器観察表

外器面

償ナテ

回転箆削 り

+黄ナデ

機ナデ

回転箆削 り 後機
ナ テ

機 ナ デ

回転箆削 り

回転箆削 り 後備
ナ テ

回転箆 削 り 、 指
ナ デ 、 施紬

回 転 箆削 り 、 櫛
目 文

回転箆 削 り 、 街
目 文

回 転 箆削 り 、 ナ
デ、 悌 白 文

回転箆削 り

繍ナテ

特 徴

外底函 内器面

削 り 出 し 高台 、
償 ナ テ箆削 り

間IJ り 出 し 高台 、
回 転 箆削 り 、 紬 回転箆削 り
な し

削 り 出 し 高 台 、
償 ナ テ紬 な し

削 り 出 し 高 台 、
稲 な し 検 ナ デ 、 櫛箔紋

回転箆削 り 後研
回 転 ナ テ磨

高 台自占付後 回 転
箆削 り 、 骨 付 け 機 ナ デ
糊 か き と り

削 り 出 し 高台 、
回 転 箆 削 り 、 紬 回転箆削 り
な し

回転箆削 り

回 転 箆削 り 、 刻
削 り 、 績ナテ 花 紋 (草 花 紋)

指 ナ テ

削 り 出 し 兜 巾 品
回 転 箆削 り 、 術

台 、 回転箆削 り 、
紬 な し 点描文

削 り 出 し 高 台 、
回 転 箆削 り 、 紬 回転箆削 り
な し

回 転 箆削 り 、 櫛
自Ij り 出 し 兜 巾 高

点 描 文 、 見 込 に
台紬 な し

深い沈線

削 り 出 し 高台
回 転 箆 削 り 、 ナ
T 

箆切、 稲 な し 機 ナ テ

回転箆削 り

内底面

箆削 り 、 蛇 の 目
紬最IJ ぎ

見 込周 囲 、 沈線

回転箆削 り

見 込 、 術指紋

機ナデ、 見込

蛇 の 目 紬 か き と

回転箆削 り

見込、 草花紋

見込周囲、 沈線

見込周 囲 、 沈線
櫛 目 文

見込周 囲 、 沈線

見込周囲 に沈線、
街点描文 、 花文

1 05 

胎土

銀灰色

乳 白 色

白 茶

灰 白

乳 白 色

白 茶

銀灰色

代総色

銀灰色

銀灰色

鉛の灰色

大 理 石 の
色

鉛の灰色

灰 白

亜 鉛 牽 の
白

色 調
遺物胎土 紬薬 ・ 染付 紬薬 ・ 染付 � 番号 Fignotationl (notationl 

C - 1 43 灰 白 C - 1 44 44 

4 
C -99 白 茶 C - 1 07 45 

C -14 1  銀灰色 C - 1 43 46 
6 

C - 1 44 銀灰色 C - 1 43 47 

C -99 鉛の灰色 C -21 1 B 48 
1 2  

C - 1 4 1  白 茶 C - 1 35 7 49 

C - 1 43 白 茶 C - 1 4 1  4 50 

C -74 51 

C - 1 43 鉄の緑 C -230 5 52 

C - 1 43 白 茶 C - 1 35 7 53 

C -21 1 軍服の緑 C - 1 77 4 54 

鉄 の 縁 / C - 230/ 1 3  
C -21 5 8 55 

冬の灰色 C -240 

C -21 1 焦茶色 C -228 6 56 

C - 1 44 鉄の緑 C -230 8 57 

C - 1 64 蝋燭色 C - 1 42 8 63 1 4  



Tab目 5 中片小路 IV区土器観察表

遺物
� 番号 種目[ 器種

84 須恵器 葦
85 土師器 皿

86 土師器 皿

87 土師器 皿

47 
88 須恵器 浅鉢

89 瓦質土器 浅鉢

90 瓦質土器 鉢
91 瓦質土器 熔熔
92 瓦質土器 f雷鉢
93 瓦質土器 矯鉢
94 瓦質土器 摺鉢
95 土師器 杯

48 
96 瓦質土器 羽釜
97 瓦質土器 摺鉢
98 土師器 血
99 土師器 皿

1 00 土師器 皿

1 01 土師器 血
1 02 土師器 杯
1 03 土師器 杯

54 1 04 土師器 中平
1 05 土師器 杯
1 06 須恵器 士不
1 07 土師器 鉢

1 08 須恵器 横瓶
1 09 須恵器 鉢
1 20 土師器 小皿

1 21 土師器 小皿

1 22 土師器 小皿

1 23 土師器 士干
1 24 土師器 1干
1 25 土師器 土平
1 26 土師器 護
1 27 土師器 椀

1 28 土師器 椀

56 
1 29 瓦質土器 t雷鉢

1 30 土師質土器 甑 (把手)

1 31 須恵器 壷
1 32 須恵器 � 

1 33 須恵器 饗

1 34 須恵器 鉢

1 35 須恵器 杯
1 36 瓦質土器 浅鉢
1 43 土師器 壷
1 44 土師器 壷

58 
1 45 土日市器 甑 (把手)
1 46 土師器 護
1 47 土師器 葱

出土地点

遺構

SK001 

S0003 

SP003 

ST002 

SK003 

SP001 

SP001 

SP001 

SP001 

SP001 

SP001 

SP001 

SP002 

SP002 

SP002 

SP001 

一一一 ー

[tii[ij 

一一 ー

. 明ー四 国

B - 8 G 

A - 5 G 

A - 3 G 

A - 3 G 

甲 岡田戸 ・

ー

ー ー 一一一『

--

一一一一回 一一 一ー
._-- 一一 一

ー ー一一 一

S0006 

S0006 

S0006 眠
S0006 

S0006 

注記

一括

一括

一括

一括

一括

一括

一括

一括

一括

t舌
一括

一括

一括

一括

No.6 
一括

j舌
一括

括

No.7 
一括

No.8 

No.8 

No.7、 一括

No. 1 0  

No.1 
一括
一括
一括
一括

No.3、 括

下一括

下 括

No.1 

下一括

一括

一括

No.2 

下一括

一括

下一括

一括

一括

No.3 

下一括

上一括

No.5 

No.2 
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法量 lmml
残存高 最大目同径 口径 底径

1 .  45 ( 1 5. 4) 

1 . 5  (9. 6) (8. 1 )  

1 . 2  (8. 0) 

2. 2 (6. 1 )  

4. 1 ( 1 5) 

6. 3 ( 1 4 . 6) 高台 ( 1 0. 6)

5 (20. 8) 

1 2. 2  

4 . 2  

1 3. 3  (36. 8) ( 1 7) 

4 . 1 5  

4 . 2  ( 1 3. 8) 

8. 8 

7. 6 (35. 2) 

1 . 8  9. 2 7. 8 

1 . 4  (9. 4) (7. 6) ー 一 四 団
1 . 3  9. 1 7. 6 

1 .  45 ( 1 0. 6) (8. 9) 

2. 8 ( 1 2 . 8) (9. 6) 

2. 9 ( 1 4 . 9) (9. 2) ー 一一
2. 8 ( 1 6. 2) ( 1 1 .  6) 一 ーー ー
2. 9 ( 1 7) ( 1 2 . 6) 

3. 4 ( 1 2. 2) (7. 4) 

6. 1 (25. 8) 司
7 . 0  

7. 05 

1 . 1  (8. 2) (7. 2) 

1 . 3  (9. 0) (8. 2) 

1 . 6  (6. 4)  

2. 0 (6. 5) 

2. 9 (5. 8) 

3 . 7  5. 8 ーー '一 一
7. 9 (27. 6) 

6 . 5  1 4 . 8  

6. 3 ( 1 4 . 4) 高台 (8. 3)

8. 25 ( 1 5) 

6. 9 

5. 4 (6. 4) 

5. 5 ( 1 0. 6) 

5. 0 ( 1 6. 6) 

1 1 .  3 (25. 2) 

2. 8 
3. 1 高台 ( 1 2 . 4)

30. 8 28 1 9 . 2  

1 6 . 5  ( 1 5) ( 1 1 .  4 )  

7. 1 

1 7. 7  20. 2 1 7 . 2  
22. 1 1 8 . 2  



中片小路 IV区土器観察表

特 徴 遺物
外器酒 外底面 内器面 内底面

備 考 l.;lI 番号 Fig 
回転箆削 り 、 回転横

回転箆削 りナ テ 84 

回転箆削 り 回 転 ナ テ 回転ナデ 回転ナテ 85 
回転箆 削 り 糸切離 し ナテ 86 
横ナデ、 ナ デ 箆削 り 後ナ デ ナ テ ナ デ 27 87 

箆に よ る ナデ 回転横ナデ、 回 転 ナ
箆削 り 回転横ナテ 脚貼付 け 後施泊ア 28 88 

47 
回転機ナデ、 回転箆 回 転償 ナ テ 、 回 転 ナ

回転機ナデ 回転償ナデ 手 あ ぶ り 1 4c � 、 脚 3 ヶ南IJ り T 89 

回転箆削 り ナテ 1 5c 90 
箆削 り 箆削 り 1 4� 1 5c 以降 28 91 
ナテ 箔 目 在地産 92 
指頭圧痕後ハ ケ メ 摺 目 、 ナテ 30 93 
回転ナテ 回転ナテ 1 5 � 1 6c、 黒色 自 然紬 94 
箆削 り ナ デ ナ テ 95 
ナ デ 、 把手貼付 け 後

ナ テ 96 
48 

指押 え 30 
ナ テ ナ デ 、 沼 目 口 径 は 片 口部分 97 
持iナテ 糸切離 し 検ナデ 34 98 
績ナテ 糸切離 し 横ナデ 29 99 

繍ナテ 糸切厳 し 横ナデ 1 00 

横ナテ 糸切離 し 償ナデ 1 01 

横ナテ 箆削 り 後ナ デ 償 ナ テ 剥 離
34 

1 02 

積ナテ 箆削 り 後ナテ 横ナテ 回転ナデ 粘土積上 げ痕 1 03 

横ナテ 箆削 り 後 ナ テ 横 ナ テ 回転ナテ 29 1 04 54 

横ナデ 箆削 り 後 ナ テ 横ナデ ナテ 34 1 05 

箆削 り 後ナテ 箆削 り 後ナテ 回転横ナテ 1 06 

回転機ナテ、 回 転 ナ
回 転 ナ デ 33 1 07 

T 

平行タ タ キ 同心円 文 台 女 キ 1 08 

ナ デ ナ テ 東掲系 、 粘土積上 げ痕 34 1 09 

ナ テ ナ デ 、 糸切 り ナ テ ナ テ 29 1 20 

横ナデ ナ デ 、 糸切 り 横ナテ ナテ 1 21 

ナ デ 回転箆削 り 後ナ テ ナテ ナテ 29 1 22 

箆 ミ ガ キ 箆削 り 箆 ミ ガ キ 箆 ミ ガ キ 内黒 1 23 

回転ナデ、 削 り 痕 回転箆削 り 後ナ テ 回 転 ナ テ 回転ナテ 1 24 

回転ナデ、 削 り 痕 回転箆削 り 後ナ テ 回転ナデ 回転ナテ 1 25 

横ナデ、 ハ ケ メ 箆削 り 30 1 26 

高台貼付 け 時 に お け ナ テ 回転機ナデ後 ミ ガ キ 回転横ナデ後 ミ ガ キ 内黒 1 27 
る 4黄ナテ

回転箆削 り 後 ナ テ 、 ナ デ 、 脚 部 は 回転横
高台貼付 け 時 に お け ナテ

箆 ミ ガ キ 箆 ミ ガ キ 内黒 1 28 

る横ナテ 56 
指押後ナ テ\ 箆削 り 播 目 1 5c 29 1 29 

後 付 け 後箆削 り 、 ナ ナデ 1 30 
ア

回転箆削 り 回転箆削 り 1 31 

回転機ナ デ 、 同心円 1 32 回転機ナテ 文 台 女 キ 30 

箆削 り 後 回 転 ナ テ 、 回 転 ナ デ 、 平行 タ ? 1 33 
平 行 宮 タ キ キ

回転機ナテ 回転検ナデ
外器面 に 沈線 、 内器面に指頭 1 34 
圧痕有

回転機ナデ 回転機ナデ ナテ 自 然稲 1 35 
29 

回転横ナデ ナテ 回転機ナデ ナテ 自 然紬 1 36 

ハ ケ メ ハ ケ メ 箆削 り ナテ 外器商 に黒斑有 、 ス ス 付着 1 43 

キ黄ナテ 箆削 り
口縁部 と 胴部の接合 部 に 粘土

36 1 44 
つ ぎ 目

箆削 り 後ナ デ ナ デ 1 45 
58 

横ナテ、 ハ ケ メ ナ テ 、 ハ ケ メ 1 46 

ハ ケ メ 後指ナデ / 、 ヶ メ 後指ナデ 箆削 り 、 ナ テ 箆削 り 、 ナ テ 1 47 
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Tab. 6 中片小路 IV区陶磁器観察表

出土地点 法 皇 [f!m]図版 器種 産地 年代 区分 備考Iir!l 番号 種別 遺構 rçm;j 注記 残存高 口径 底径

66 陶器 j雷鉢 ST043 一括 1 6 . 7  49. 4 高台 1 9 . 6 灰柏

44 
67 陶器 �棺 ST043 一括 80. 0 49. 8  25 灰紬

68 陶器 蜜棺 ST012 一括 80. 4 52 27 灰紬

69 染付 血 肥前系 1 8c - 1 9c -� 2. 6 (8. 7) 高台3. 3

70 染付 皿 肥前系 1 9c 一括 3. 4 ( 1 2. 6) 高台 (4. 4)

71 染付 椀 肥前系 一括 5. 3 1 0. 4  4 . 4  

72 染付 4宛 肥前系
1 8c 後- 1 9c

ST004 一括 5. 5 ( 1 1 .  2) 4 . 6 45 初

73 染付 筒形椀 n�前系 1 8c - 一括 5. 5 7. 2 高台4 . 2

74 染付 m 肥前系 1 8c 後- 1 9c t吉 3. 3 1 2 . 0 高台5. 2

75 染付 皿 肥前系 1 9c - 一括 3. 0 1 2 . 0  高台4 . 5(向付)

76 陶器 'l'l' A - 2 G t舌 7. 3 ( 1 8. 6) 

77 陶器 天 白 茶椀 建窯系 1 3c A - 2 、 3 G 一括 5. 4 1 0 . 6  高台3. 4 鉄質黒紬天 目 糊

78 陶器 土瓶 産地不明 1 9c 一括 5. 3 (6. 8) 

46 79 陶器 鉢 一括 7. 4 (23 . 4 )  ( 1 6. 0) 

80 陶器 宿鉢 一括 3. 9 (30. 2) 灰手由

81 陶器 t雷鉢 一括 6. 4 (33. 2) 

82 陶器 指鉢 一括 8. 0 ( 1 2. 1 )  

83 陶器 宿鉢 ST002 一括 6. 3 高台 1 3 . 0 灰平由

1 1 0  白 磁 血 朝鮮系 1 6c 一括 3. 0 1 1 .  6 高台3. 7

1 1 1  陶器 皿 近世 一括 3. 5 12 . 3 高台4. 3 銅緑糊

1 1 2  白磁 碗 朝鮮系 1 6c 一括 5. 1 1 2. 4  高台4. 6

1 1 3  青磁 血 同安窯系 1 2c 1 - 1 b 類 ST004 t吉 2 ( 1 0) ( 5  ) 

1 1 4  青磁
55 

皿 龍泉窯系 1 -2b 類 ST004 一括 2. 4 ( 1 0. 8) (5. 7) 

1 1 5  青磁 碗 縞泉窯系 I I - d 類 A - 2 G 一括 4. 4 高台5. 4

1 1 6  青磁 碗 龍泉窯系 1 2c 1 - 2 類 SP001 一括 2. 3 高台5. 8

1 1 7  青磁 碗 龍泉窯系 1 4c -15c 初 1 - 4 類 8 - 7 、 8 G 一括 2. 6 高台6. 2 「金玉満堂」

1 1 8  青磁 碗 龍泉窯系 1 2 - 1 3c 1 -4b 頚 SP001 NO.9 7. 3 ( 1 9. 2) (6. 6) 

1 1 9  青磁 碗 間安窯系 川 1a 類 A - 7 G NO.1 4 . 6 高台5. 6

- 1 08 -



中片小路 IV区陶磁器観察表

特 徴 色 調

外器函 外底面 内器面 内底面 胎土 胎土 紬薬 ・ 染付 � 図版 liI!l rm;mnm 紬薬 ・ 染付 (notation) 番号

回転機ナテ ナ デ、 施泊 、 商IJ 上 部 ナ デ、 摺 }雷 目 代赫色 C -74 焦茶色 C - 1 29 66 り 出 し高台 目

合 タ キ タ タ キ 26 
67 44 

女 51 キ 51 51 キ 68 

ナ デ 削 り 出 し高台 蛇 の 目 前由 か き 月 の 白 色/
C - 209 / ナ デ

取 り 亜鉛撃 の 白 C - 1 64 サ ッ ク ス ブ 27 69 
ル ー C -249 

ナ デ 削 り 出 し 高台 、
ナ テ 秘 か き 取 り 瓦の鼠*' C -293 灰 白 /鉄の C - 1 44 / 

手由 か き 取 り 緑 C -230 
28 70 

ナ テ 削 り 出 し 高台 、 銀灰色/油 C - 1 43 / 

粕畳{寸 か き 取 り
ナ テ ナ デ 灰 白 C - 1 44 の緑/ カ ー C - 231 / 71 

キ 一 色 C -232 

ナ デ 削 り 出 し高台 ナデ
ナ テ 、 蛇 の 目

雪の灰白 C -282 鉛 の 灰 色 / C - 21 1 /  
27 72 手自 か き 取 り 冬の灰色 C -240 45 

貝 の 白 /灰 C - 1 63 /  
ナ テ 削 り 出 し 高 台 ナ デ ナ デ 亜鉛筆 の 白 C - 1 64 色/濃 い灰 C - 297 / 73 

青 C -235 

碧玉色/群 C - 1 95 / 
ナ テ 自Ij り 出 し高台 ナテ 紬 か き 取 り 亜鉛慈 の 白 C - 1 64 青/孔雀 の C - 269 / 28 74 

� C -268 

削 り 出 し 高 台 、 蛇 の 目 紬 か き
ト ル コ 石 の C - 21 9 /  

ナ デ
紬畳イサ か き 取 り

ナ デ
取 り 雪の灰色 C -282 灰 緑 / 焦 茶 C - 228 / 27 75 

色/茶の緑 C -229 

上部回転箆削 り 、
同 心 円 紋 タ ヲ

51 空 キ ( 荒 い 格 煙草色 C - 1 1 2  カ キ 一 色 C -232 76 
子 目 )

キ

回転箆自IJ り 後 ナ
兜 巾 高 台 、 無紬 ナデ ナデ 瓦の鼠茶 C -293 消炭の色 C -274 28 77 

ア

回転箆 削 り 、 ナ
糸切離 し ナ テ 代緒色 C -74 漆黒/焦茶 C - 303 / 

78 
ア 色 C - 1 29 

回 転 箆削 り 、 ナ 回 転 箆 削 り 後
辰砂 C -27 焦茶色 C - 1 29 79 46 

T ナ デ

ナ テ 口縁部ナデ 摺 呂 I馬T出色 C -71 綜欄色 C - 1 20 80 

回転機 ナ デ
回 転 機 ナ デ 後

i由煙墨 C -304 褐色 C - 1 28 27 81 
沼 目

回転櫛ナテ 無平由 1宮 目 j雷 目 線側色 C - 1 20 82 

回転箆削 り
回転箆削 り 後施

t雷 目 摺 呂 代緒色 C -74 焦茶色 C - 1 29 28 83 
袖

削 り 出 し 高 台 、 機 ナ デ、 箆 削 蛇 の 目 紬 か き
機 ナ テ 、 箆削 り 兜 巾 紬 畳付 か き 取 り 、 砂 自

薄 白 茶 C - 1 03 白 茶 C - 1 07 27 1 1 0  
取 り

被 ナ デ 、 箆 削 り
削 り 出 し 高 台 、 横 ナ デ、 箆 削 蛇 の 目 柏 か き 香 色 べ ー 白 茶/銀灰 C - 1 07 / 

指ナデ 手由剥 ぎ ( 土 見 せ
り 指ナ デ 取 り ン ユ

C - 1 09 
色 C - 1 43 

1 1 1  

露胎)

検 ナ デ 、 箆削 り 削 り 出 し 高 台 、 被 ナ デ 、 箆 商IJ 蛇 の 目 袖 か き
雪灰 C -282 薄 白 茶/ か C - 1 03 /  

1 1 2  
指ナテ 手由畳付 か き 取 り り 指ナ テ 取 り も し か色 C - 1 06 

32 

ナデ
回 転 箆 削 り 、 無 ナ テ 施紋、 箆描 き 鉛の灰色 C -21 1 焦茶色 C -228 1 1 3  
手由

ナデ
回転箆 削 り 、 無 ナ テ 施紋 、 箆描 き 鉛の灰色 C -21 1 碧玉色 C - 1 95 27 1 1 4  
干由

削 り 出 し 高 台 、 ス 女 ン プ、 箆
箆描 き の銭蓬弁 畳 付 か き 取 り 、 ナ テ

描 き
茶紙の色 C - 1 35 カ ー キ 一 色 C -232 31 1 1 5 

貫入有

ナテ
削 り 出 し 高 台 、 ナ テ

片 切 彫 り 、 箆
雪の灰 白 C -282 龍 泉 窯 青磁 C -207 1 1 6  

畳付か き 取 り 描 き 色

ナ デ
削 り 出 し 高台 、 ナ デ

ナ デ 、 ス 宮 ン
灰 白 C - 1 44 臼 茶 C - 1 35 32 1 1 7  

紬 か き 取 り プ

ナテ 削 り 出 し 高台
ナ デ 、 施 紋 、 ナ テ 銀灰色 C - 1 43 碧玉色/徹 C - 1 95 / 

33 1 1 8  
箆措 き j賢色 C - 1 79 

ナ デ後錆
削 り 出 し 高 台 、 ナ デ 施紋 鉛の灰色 C -21 1 焦茶色 C -228 31 1 1 9  
兜 巾 、 無紬

施

QU

 



Tab. 7 中片小路 IV区土器観察表

遺物 出土地点 法 量 [�l
� 番号 種目� 器種 通機 [c:l;r; i主記 残存高 最大胴径 口f圭 底径

1 48 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 8. 7 

1 49 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 2. 4 

1 50 縄文土器 深鉢 S0006 下 括 2. 2 

1 51 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 4 . 0  

1 52 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 5. 4 

1 53 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 4 . 4  

59 1 54 縄文土器 深鉢 A、 B - 3 G 一括 4. 8 

1 55 縄文土器 深鉢 S0006 上一括 2. 9 

1 56 縄文土器 深鉢 S0006 上一括 6. 0 

1 57 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 5. 5 

1 58 縄文土器 深鉢 S0006 下一括 2. 3 (7. 6) 

1 59 縄文土器 深鉢 S0006 上一括 1 . 6  (9. 2) 

1 60 縄文土器 深鉢 S0006 下 括 2. 0 9. 4 

1 65 縄文土器 深鉢 4 T 括 2. 9 

1 66 縄文土器 深鉢 4 T 一括 2 . 9  

1 67 縄文土器 深鉢 1 8T 括 3 . 4  

6 1  1 68 縄文土器 深鉢 1 2T 一括 6. 8 

1 69 土師器 査 3 T 一括 1 . 9  

1 70 土師器 小型丸底萱 20T 括 6. 9 
」ーー 一一ーLーー 一一一一」ー

nu

 



中片小路 IV 区土器観察表

特 徴 遺物
外器面 外底菌 内器函 内底面

備 考 PL 番号 1m 

指に よ る つ ま み成形押圧
箆状工具痕 口語草昔日

痕 、 箆状調整痕
37 1 48 

刻 呂 突帯文貼付後 ナ デ ナ テ 口車場昔日 1 49 

刻 自 突帯文R占付後ナ テ ナ テ 口縁昔日 1 50 

繍 ナ デ 機ナテ 口縁昔日 1 5 1  

刻 自 突帯文貼付後ナテ ナテ 胴部 1 52 

刻 自 突帯文目占付後ナ テ ナ テ 胴部 1 53 

刻 目 突帯文貼付後ナテ ナ テ 胴昔日 1 54 59 

刻 目 突帯文貼付後 ナ テ ナテ 1同部 37 1 55 

つ ま み 上 げ後指ナ デ、 箆 不明 1同部 1 56 
削 り

箆削 り 、 機ナデ 不明 胸部 1 57 

ナ デ ナ デ ナ テ ナデ 底部 1 58 

ナデ ナ テ ナデ ナデ 底部 1 59 

不明 不明 不明 不明 底部 1 60 

刻 目 突帯文貼付後ナ デ ナ テ 口縁部 1 65 

刻 自 突帯文自占付後ナ テ ナ テ 綱吉日 1 66 

主IJ 自 突帯文貼付後ナテ ナ デ 綱吉日 1 67 

横ナテ、 押圧痕 ナ テ 胴 部 1 68 61  

回転ナデ 糸切離 し 後 ナ デ 回転ナデ 1 69 

横ナデ、 ハ ケ メ
横 ナ デ 、 指 ナ デ 、 自Ij 37 1 70 

- 1 1 1 一



中片小路 川 区観察表

中片小路 IV区観察表

石鍋

図版
1m 番号 遺構

1 37 

1 38 

1 39 8T004 
57 

1 40 

1 4 1  

1 42 

砥石

石斧

そのイ也

出土地点

[� i主記

B -7 、 8G 一括

No.6 

B -7、 8G 一括

法 盛 miiIm
石材 備考

底径 重量
� 

残存高 口径

3 . 9  ( 1 7 . 6) 1 1 4 . 2  滑石 口縁部

9. 8 (20. 6) 230. 5 滑石 口縁部

(27. 0) 口縁部
35 

5. 35 226. 7 滑石

6. 2 (37. 6) 524 . 0  滑石 口縁部

6. 0 78. 7 滑石 口縁部

2. 2 (29. 4) 557 . 9  滑石 底部 ? 穿孔 1 ヶ 有 35 



写 真 図 版



PL. 1 

完掘状況



PL. 2 

1 1  

須恵器 杯
6 

川 - Fig 1 0 出 土遺物

1 1 1 - Fig1 0 ・ 1 1 出 土遺物 1 1 1 ー Fig 1 0 ・ 1 1 出 土遺物



土師器 壷

川 - Figl l 出 土遺物

土師器 杯

42 

I' 
b〆 . 、

PL. 3 

1 7; ;:ー : 午1F 27

28 



PL. 4 

22 

土師器 椀 土師器 蓋

33 

5 

， 
60 

54 

44 

1 1 1 - Fig 1 1 ・ 1 2 ・ 1 4 出 土遺物 川 - Fig 1 0  ・ 1 1 ・ 1 2 ・ 1 3 出 土遺物



PL. 5 

土師器 椀

龍泉窯系 青磁椀 H 類

川 一 Fig1 0 ・ 1 1 ・ 1 2 出土遺物



PL. 6 

"7'!� 

、、、“

白 磁椀 V 類

.， 

58 

川 - Fig 1 2 ・ 1 3 ・ 1 4 出 土遺物



53 

須恵器 杯

1 0  

川 一 Fig 1 0 ・ 1 1 出 土遺物

49 

_ _'1 ・.. 

井戸 SE001 出土遺物

24 

1 1 1 - Fig 1 0  ・ 1 1 出 土遺物

PL. 7 

2 



PL. 8 

同安窯系 青磁椀

川 - Fig1 2 白 磁皿

同安窯系 青磁皿

〆

川 一 Fig 1 4 出 土遺物



PL. 9 

墓 STOOl 墓 ST002

墓 ST005 墓 ST006



PL. 1 0  

墓 ST007 墓 ST009

墓 STOl l 墓 ST01 2



PL. 1 1  

墓 ST01 4 墓 ST01 6

-馬事

墓 ST020 墓 ST021 木枠掘 り 込み ラ イ ン検出状況



PL. 1 2  

/歯車

墓 ST022 人骨検 出 状況 墓 ST023

墓 ST024 人骨 出 土状況 墓 ST026



PL. 1 3  

墓 ST028 墓 ST029

墓 ST031 墓 ST032



LE01S 霊 9E01S 霊

目01S 霊 EE01S 輩

ヤ L "ld 



PL. 1 5  

墓 ST040 ・ 041



PL. 1 6  

墓 ST043 墓 ST044

墓 ST045 墓 ST047



PL. 1 7  

墓 ST048 墓 ST049

墓 ST050 墓 STO引



PL. 1 8  

墓 ST052 墓 ST053

墓 ST054 墓 ST055



PL. 1 9  

墓 ST056 墓 ST057

墓 ST058 墓 ST059



PL. 20 

墓 ST060 墓 ST061

墓 ST063 人骨 出 土状況 墓 ST064



PL. 2 1  

墓 ST068 人骨 ・ 木組み検出状況 墓 ST070 木組み 出 土状況



PL.  22 

墓 ST071 人骨 出 土状況 墓 ST072 人骨 出 土状況



PL. 23 

IV 区 近世墓付近 表土剥 ぎ時出土墓石



PL. 24 

中 世 流路 6 ・ 7 完掘状況 近世流路完掘状況

溝 SD01 5 完掘状況 土坑 SK01 5 遺物出土状況



PL. 25 

溝 S0007 遺物出土状況 溝 S0007 遺物出土状況

溝 S0007 土層断面 ( 1 T )  溝 S0007 土層断面 ( 2 T )  



PL. 26 

66 

IV - Fig44 近世陶器



IV - Fig45 ・ 55 出土遺物

IV - Fig45 ・ 46 ・ 55 出 土遺物

71 

.---- ー~、 争
" 

87 

PL. 27 

1 1 3  

69 



PL. 28 

1 71 

d t y  p -ff z  

ッ;y- i

70 

y 

fづる〆

88 

IV - Fig45 ・ 47 ・ 61 出 土遺物

IV - Fig46 ・ 47 出土遺物

天 目 茶碗



735 

IV - � 門956 出土造物

704 

'相明qdz，

 

違土出nhu

 

E1u

 

d司-FHJv

 

na
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PL. 29 

729 



PL. 30 

96 

IV - Fig47 瓦質土器 播鉢 IV - Fig48 出 土 遺物

1 25 

IV - Fig56 出 土遺物



、‘」

IV - Fig55 同 安窯 青磁椀

IV - Fig55 朝鮮系 白 磁皿

IV - Fig55 龍泉窯系 椀 IV 類

PL. 31  

屯宅
1 1 9 



PL. 32 

1 1 3  

1 1 4  

IV - Fig55 朝鮮系 白磁椀 ( 1 1 2) ・ 同安窯系 青磁皿 ( 1 1 3 )
龍泉窯系 青磁皿 ( 1 1 3 ) ・ 椀 ( 1 1 7)

1 1 7 



PL. 33 

パ
一
〆

IV - Fig55 龍泉窯系 青磁椀

1 1 8  

1 08 

IV - Fig54 出 土遺物



PL. 34 

IV - Fig54 ・ 55 ・ 60 出 土遺物



PL. 35 

1 1 1 ー Fig 1 5 ・ IV - Fig57 石鍋



PL. 36 

1 46 

IV - Fig58 古墳時代出 土遺物



" .可りvマ" '.'‘眠

IV - Fig59 ・ 60 ・ 61 出 土遺物

PL. 37 
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